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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ギルド本部からの返答はどうだ？」

「随時調査を進める、とのことです」

　セバスの言葉に俺は舌打ちをして、椅子に体重を預けた。

　先日の悪魔の一件を冒険者ギルドには報告した。その上で、ギルド本部の上層部には緊急事態と念を押したのだが、その返答がこれだ。

　とはいえ、予想通りでもある。

「生なま温ぬるい対応だ。前線に出たことのない、職員上がりの上層部なだけはあるな」

「組織の運営にはそういう人間も必要ですからな。とはいえ、現場の声を拾わないというのは、問題ですな」

　ＳＳ級冒険者はギルド内において別格の存在だ。そのＳＳ級冒険者が緊急事態と伝えたのに、随時調査などと言うのはどうかしている。

　悪魔は一度、大陸の人類を追い詰めている。その再来は絶対に阻止しなければいけない。

　そのための冒険者ギルドであり、ＳＳ級冒険者だ。悪魔の侵攻以降、幾度か悪魔が召喚されたことはある。そのたびに冒険者ギルドは迅速に処理してきた。

　だが、悪魔の侵攻からすでに五百年。危機感が薄れるのは仕方ないともいえる。しかし、そういう時こそ、敵は動く。

「独自に動くか……」

「いつもならそうするところですが、今は皇子としてやることがあります。後回しにせざるをえません」

　式典まであと十日ほど。帝国中をあげて式典へと動いている。残念なことに俺は皇子ゆえにやることが多い。式典以外にも問題はあるしな。

　俺はかすかに窓へ視線をやりながら、レティシアのことを思い出す。彼女は何かを隠している。それを調べる必要がある。だからこそ、俺はあまり大々的に動けない。

「エゴール翁おうに頼んでも、あの人は調査に向いていない。ほかの三人に至っては、素直に頼みを聞くとは思えん。困ったもんだ」

「ＳＳ級冒険者が素直に動くなら、ギルド本部もすぐに命じるでしょうな」

「問題児どもめ……」

「お忘れなく、その一人であるということを」

「俺は他の四人とは違う」

　言いながら俺は椅子から立ち上がる。今日も父上からの呼び出しだ。

　レオに押し付けようにも、レティシアの接待役だ。俺が動くしかない。面倒事じゃなければいいんだがな。
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「ろ、ロリフが帝国に来るですと!?」

「エルフです」

　呆あきれすぎて頭痛がしてきた。俺の目の前にいるのは皇族一の変人、第四皇子トラウゴット。

　俺の話を聞いたトラウ兄さんは興奮のあまり幼いエルフの絵を描き始めてしまった。

「ロリフ！　あー！　ロリフ!!　どうしてあなたはロリフなの!?」

　上手うまいのが気に食わんが、どうしてこんな話をしているかというと、数時間前に遡る。
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「エルフの里から要人が？」

「そうだ。王国に使者を送ったところ、エルフの里にも使者を送ってはどうだと言われてな。駄目元で送ったところ、是非という答えが返ってきた」

　玉座の間にて俺は父上からそんな話をされていた。

　エルフの里は大陸西部に広がる大森林の中にある。強力な結界を張ってあり、基本的には外界と交流はしない。

　だから駄目元ということなんだろうが、まさか色よい返事が返ってくるとはな。

「意外ですね」

「長老の孫娘が人間社会に興味があるそうです。おそらくその影響でしょう」

　父上の隣にいたフランツが説明する。その顔はあまり嬉うれしそうではない。要人が増えれば、それだけ問題も増える。それを懸念しているんだろう。

「エルフの長老の孫娘って、それはエルフの王女が来るということですか？」

「そういうことだな」

　エルフの隠れ里の長老ということは、エルフの指導者ということだ。その血縁とあらば王族として対応することになる。

「それをなぜ俺に？」

「エルフの接待役となれば事を荒立てない皇族が望ましい。お前はそういう意味ではうってつけではないか？」

「まぁたしかに面倒事は嫌いですからね。しかしエルフの里から要人が来るなんて滅めつ多たにない機会です。俺でいいんですか？」

「他の者は癖がありすぎる。失礼があってはいかんからな。ただな……一つ問題がある」

「でしょうね。俺も問題だと思います。俺にはもう、接待する要人がいます」

「そうです。一応、仙姫殿には話してみたのですが、どうしてもアルノルト殿下がよいと言っておられます……」

　困ったようにフランツが告げる。だが、本当に困るのは俺だ。

「はぁ……ではどうするんです？」

「申し訳ないのですが……両方というのは可能でしょうか？」

「俺にストレスで死ねと？」

「申し訳ありません……」

　フランツが父上を横目で見ながら、ほら見たことかと言わんばかりの表情を浮かべる。

　それを見て父上が顔をしかめる。オリヒメだけでも苦労するのに、それに加えてエルフの王女なんて相手をしてられるか。

「それならばお前の代わりに誰が適役だ？」

「帝位争いの中心にいる三人を除くならばトラウ兄さんなんてどうです？」

「トラウは……皇族一の変人だぞ？」

「エルフなら大丈夫では？　守備範囲は狭い人ですし」

　可愛かわいければ正義。トラウ兄さんはそういう考えの人だが、基本的に十代中盤くらいまでが好みであり、それ以上は興味の対象から外れる。

　最も興味がそそられるのは十代前半の美少女。人類の財産と言って語り始めるくらいには好きだ。だからそこらへんの年代の少女を近づけなきゃ平気ともいえる。

「トラウ兄さんは真面目にやれば大抵のことができますし、皇后陛下の息子でもあります。格という点でもエルフの要人を迎えるに足る人物かと」

「しかし……あやつが年齢で人を判断してると思うか？」

「まぁ間違いなく見た目でしょうね」

　年齢も大事だが、小さくて可愛い女の子が好きなのであって、多少見た目と年齢がずれていても気にはしないだろう。そういうところは何気に懐が深い。

「長老の孫娘の年齢はよくわからん。外見的に幼ければ最悪の人選になりかねんぞ」

「そうですね……否定はできません」

「ですが、アルノルト皇子に二人分の働きを求めるのも現実的ではありません」

「それもそうか。アルノルト。とりあえずトラウにこの話をしてみろ。その反応次第で決めるとしよう」

「わかりました」
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　ということがあったわけで、トラウ兄さんにこの話をしたのだが。

「ああ！　神よ！　なんたる幸運！　自分にロリフを接待する役割を与えてくださるなんて!!」

　事故だな、これは。想像以上にトラウ兄さんはロリエルフ、つまり幼いエルフが好きなようだ。成長したエルフが来れば問題ないが、万が一幼いエルフが来たら大事故だ。その場で接待役を変えなきゃいけないし、そうなったらトラウ兄さんは抵抗するだろう。

　やっぱりこの人選はないな。

「トラウ兄さん。あくまでそういう話があるというだけですよ？　トラウ兄さんに決まったわけじゃ」

「帝位争いに関わる三人を除外すれば自分が格という点では一番！　デュフフ。もらったも同然でありますよ！」

「……」

　妙に聡さとい。元々ふざけているだけで馬鹿じゃないからな。すべての状況を把握したうえで、一番自分の勝率が高いと見越してやがる。

「決めるのは父上ですし。もしかしたら仙姫の接待役になるかもしれませんよ？」

「それはそれでいいですなぁ。あのケモミミをずっと見ていられるなんて……ドゥフフ」

「……ちっ」

　これも駄目か。トラウ兄さんは使えないな。

　いまだに興奮状態のトラウ兄さんを見ながらそう判断し、俺はため息を吐ついて部屋を出る。

　しかしまいった。トラウ兄さんにエルフもオリヒメも任せられないとなると本格的に俺が忙しくなりかねない。なんとか避けなければ。そう思いつつ、俺は自分の部屋へと戻る。

「おかえりなさいませ。おや？　お悩み事ですかな？」

　部屋にはフィーネとセバス、そしてジークがいた。

　ぐったりしているあたり、ジークはクリスタとリタのおもちゃにされたあとだろうな。

「ああ、盛大な悩みだよ」

「どんなお悩みですか？」

　紅茶を淹いれてくれたフィーネに礼を言いつつ、俺は簡単に説明する。

「式典にはエルフの王女も参加することになった。適役が見つからない場合、俺はオリヒメとそのエルフの王女、二人の接待をさせられかねない」

「エロフだと!?」

「エルフだ……」

　どうしてこう、耳の悪い奴やつが多いんだ？

　ぐったりしていたのに急に元気を取り戻したジークがノリノリで話に加わってくる。

「ボンキュッボンのエロフが来るのか!?」

「エルフだって言ってるだろ！　だいたい体型までわかるか！　年齢すらわかんないんだぞ！」

「でもエルフって全員綺き麗れいだろ？　どんな美女エロフが来るのかなぁ」

　想像してぐへへという汚い笑いを漏らすジークを見て、俺は頭を抱える。

　どうして俺の周りにはふざけた奴が多いんだろうか。

「どうしましょう……本当に綺麗なエルフさんが来たら、ジークさんはお城の外に行ってもらわないといけませんし……」

「フィーネ嬢!?　それは追放っていうんだぞ!?　嫌だ！　俺はここを動かないぞ!!」

　椅子に腕を巻き付け、ジークは絶対に動かない宣言をする。

　すると部屋をノックする音が聞こえてきた。

「やぁ兄さん、実はさ」

「エルフだ」

「え？　あ、そうだね。その話をしようと思ってたんだけど……」

　先手を取ってエルフと告げるとレオは困惑した表情を浮かべる。

　よかった。俺の弟はまともだったか。

「すまん、侮った」

「えっと、話が掴つかめないけど……まぁいいや。エルフの里から要人が来るって話だよね？　それで接待役を探してるって」

「そうだ。誰か適任者を見つけないと俺が苦労する」

「うん、それなんだけどクリスタじゃ駄目なのかな？」

「クリスタ？　まぁ問題はないだろうけど、父上はクリスタや末弟を使う気はないぞ？」

　十五歳以下の皇族は子供扱いだ。そのためクリスタと末弟は父上の頭の中にはない。

　子供が接待役では相手を舐なめているともとられかねないし、失礼があっても困る。

「そこなんだけど、フィーネさんとセットならいいんじゃないかな？　フィーネさんは蒼鴎姫ブラウ・メーヴエという称号を持つ皇帝陛下のお気に入り。それはよく知られているし、皇族に準じるといっても過言じゃない。だからフィーネさんにクリスタのフォローをお願いすればいいと思うんだ」

「レオ……お前は天才だ」

　盲点だった。皇族という括くくりで探していたから適役が見つからなかったが、ようは相手にとって失礼がないなら誰でもいいんだ。

　クリスタとそのフォロー役でフィーネ。エルフ側も皇帝のお気に入りの娘たちなら文句は言わないだろう。完璧だ。なにより同性というのが完璧だ。

「それで行こう」

「いーやーだー!!　エロフの傍そばにいたい!!」

「それ以上わめいたら城の外に捨てるぞ？」

「人をペットみたいに言うな!!」

　抗議とばかりに俺の足にしがみついてきたジークをひっぱがし、ソファーに投げつける。

　その後、レオの提案は受け入れられて、エルフの要人の接待役はクリスタとフィーネに決まった。それが発表されたあと、トラウ兄さんが涙を流しながら床を殴っていたが、まぁ仕方ないことだろう。

　過ぎた愛は危険だからな。とりあえずこうして一つの問題は解決したのだった。
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　いろいろと問題を片付け、部屋に戻る途中。俺はレティシアと廊下でばったり会った。

「アルノルト様。お疲れ様です」

「これはレティシア。よく疲れているってわかりましたね？」

「顔に書いてありますよ」

　クスクスと笑いながら、レティシアは隣にいる護衛の女騎士に同意を求める。気心知れた仲なのだろう。騎士もかすかに笑いながら頷うなずく。

　レティシアの護衛というなら、彼女も鷲獅子グリフオン騎士なのだろう。王国の精鋭中の精鋭。相手がよほどの手て練だれでもないかぎり、レティシアの護衛は完璧ということだ。

　その護衛を突破できるような大物は、そもそも気づかれずに城へ入ることも不可能。つまり、レティシアの安全は保障されている。

　それなのに胸のざわつきは消えない。レティシアが何かを隠しており、その何かはきっと大事に繋つながると俺の直感が告げているからだ。

　セバスが調べているが、今のところ情報は何もない。あるのは嫌な予感というだけ。それでも俺の嫌な予感は外れない。

「これでも皇子ですからね。式典が近づくとやることが増えるんですよ。要人も続々と到着しますしね」

「早く到着してお邪魔でしたか？」

　式典の要人が早く来ることは珍しい。レティシアのようなケースは特例だ。王国の聖女が帝国に長期滞在するというのは、帝国と王国との関係性が良好であると示すことになる。そういう益があるから許されている。それだけレティシアが大物ということだ。

「レオが取られるのは困ってますよ。仕事を押し付けられないので」

「まあ、ではもう少しお借りしますね。レオナルト様が私の接待役でいるうちは、アルノルト様も働くということですから」

　笑いながらレティシアは告げる。その笑みに邪気はない。彼女が帝国に何かを企たくらんでいるということはない。ただ、彼女の周りに潜む影があるというだけだ。

　調べなければいけない。レティシアが話さないのは何か理由があるからだ。話してくれたら楽だが、レティシアは芯の強い女性だ。話さないと決めれば、それを貫き通す強さを持っている。

「大事な弟なんです。よろしくお願いしますよ」

　おどけた様子を見せたあと、俺はレティシアの横を通り過ぎる。そこでレティシアにだけ聞こえるよう、告げる。

「聖女レティシア。あなたが何を隠しているかはわかりませんが、どうかレオを悲しませないでいただきたい」

「アルノルト様……」

　少しだけレティシアの瞳が揺れた。それを見て、俺は彼女が何か隠していることを確信しつつ、一礼してその場を後にしたのだった。
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　次の日。俺はまた父上に呼び出された。しかし、今日はレオやエリクも呼び出されている。

「皇帝陛下。今回はどのような用件でしょうか？」

　エリクが代表して質問する。この三人が呼ばれるというのは、なかなか珍しい。

　それに対して父上は険しい顔で答えた。

「……少々面倒なことになってな」

「また面倒事ですか……いい加減、面倒事のたびに俺に押し付けようとするのは」

「コルニクス藩国から要人がやってきます」

　その名をフランツが口にした瞬間、俺は一瞬頭が真っ白になった。それだけありえない国の名前が飛び出してきたからだ。

　俺、レオ、そしてエリクは黙り込み、険しい表情を浮かべて父上を見る。

　父上はそれを軽く目を細めながら受け止めた。

「正気ですか？」

　それはエリクの声とは思えないほど感情のこもった声だった。

　こもる感情は怒り。そしてそれはレオも負けてはいない。

「コルニクス藩国は……三年前にヴィルヘルム兄上を殺した国ですよ!?」

「その通りです！　宗主国であるイーグレット連合王国ならまだしも！　謝罪もせず、一部家臣の暴走ということで片付けたあの国を歓迎するおつもりか!?　父上!!　奴らはヴィルヘルムの命を奪ったのですぞ!!」

　激情が玉座の間を包む。それだけ長兄の死、そしてそれに関わった国への恨みは重い。

　コルニクス藩国は帝国の北にある国だ。かつては独立国だったが、島国国家であるイーグレット連合王国に敗れてからはその属国となっている。とはいえ、半独立国という存在でわりと自由に動き回る。

　そのコルニクス藩国との国境で起きた戦闘で、皇太子だった俺たちの長兄、ヴィルヘルムは命を落とした。それに対して、コルニクス藩国は家臣の暴走であったと説明し、一部の家臣の首を差し出すだけで済ませた。

　もちろん帝国はブチ切れた。滅ぼしてしまえという意見も多かったが、有望すぎる皇太子の死は父上を悲しませて反撃の気力を無くさせた。

　それとは別に父上は藩国とは関係ないところで暗殺が起きたと考えていた。その調査に時間を費やし、結局は反撃の機会を逃したともいえる。だからこの問題はまだ解決していないんだ。多くの者にとって藩国は皇太子の仇かたきとなっている。

　いつもは穏やかなレオですら、家臣にすべてを擦なすり付けて問題を終わらせようとする藩国の対応には激怒していた。その怒りがぶり返したようだな。

「もう──過去のことだ。我々は前を向かねばならん。向こうから友好を結びたいと言ってきたのだ。手を払いのけては無礼に当たる」

「ですが！」

　レオはまだ納得いかない風だったが、父上の目を見て黙り込む。父上だってすべて納得しているわけじゃない。そんな目だった。

「ではその接待役を俺にさせたいということですか？」

「頼めるか？　連合王国からも要人は来る。それはゴードンに任せるつもりだ」

「……少し考えても構いませんか？」

「いいだろう。自分にできないと思うなら断っても構わん」

　父上はそう言うと俺たちを下がらせた。そして俺とレオは無言で城の廊下を歩いていく。

「……断ったほうがいいよ」

「そう思うか？」

　ようやく口を開いたレオに対して俺は苦笑する。いまだに仏頂面だ。珍しいことだな。

「やりたくないんでしょ？」

「やりたくないわけじゃない。時間をもらったのは周りが納得するか知りたかったからだ」

「周り？」

「一番はらわたが煮えくり返ってるのは俺たちじゃない。きっとトラウ兄さんだろうからな。トラウ兄さんがいいなら俺は引き受ける」

　実の弟であるトラウ兄さんは長兄が亡くなった日、初めて怒りを露あらわにした。

　自分が軍を率いて藩国を攻めるとまで言ったほどだ。

　この問題はトラウ兄さんの意見を聞かないと決められない。

「俺は大丈夫だ。怒りがないわけじゃない。だけど、父上だって怒りを飲み込んでる。トラウ兄さんも飲み込むっていうなら俺だって飲み込む。だからお前はこの問題は忘れろ」

「でも……」

「お前は自分のことに集中しろ。この問題は俺が預かった」

　そう言って俺はレオを引きさがらせたのだった。
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「というわけです」

　トラウ兄さんの下へ行き、俺は事情を説明する。

　激怒して父上のところに乗り込むくらいまでは想定していたのだが、トラウ兄さんはいたって冷静だ。話が藩国の事でも俺のほうを見ず、いつもどおり机に向かっている。

「うーむ、なかなか秀逸な文が思いつかないでありますよ」

「トラウ兄さん……話聞いてました？」

「聞いていたでありますよ。ただ自分に聞いてくる理由がわからなかっただけで」

「……怒らないんですか？」

　不思議に思って聞き返す。どうもトラウ兄さんには怒りの感情が見えなかったからだ。

　実際、トラウ兄さんは頷いた。

「怒るような時期はもう過ぎた。そういうことでありますよ」

「過去には拘こだわらないと？」

「拘りますぞ」

　どっちだ……。やっぱりトラウ兄さんは変人だ。何を考えているのか理解できん。

　そんな風に思っているとトラウ兄さんが俺のほうに向き直る。

「アルノルト。藩国が我が兄、ヴィルヘルムを殺したと考えているでありますか？」

「……要因の一つだとは思っています」

「同意でありますよ。しかし彼らは利用された程度でしょう。北部の視察に向かった長兄の傍には限られた側近しかいなかった。最も守備の薄いときに戦いが起き、長兄は流れ矢によって命を落とした……あのヴィルヘルムが流れ矢程度でやられると？　よほど調子が悪かったか……薬でも盛られなければありえない話でしょう」

　ふざけているだけで馬鹿ではない。それがトラウ兄さんへの評価であるわけだが、今日ほどそれを実感したことはない。真っすぐにこちらを見つめる瞳には凄すごみすら感じられる。

　やはりこの人は皇太子ヴィルヘルムの弟だ。あの人の背中を子供のときから見て育ったこの人の目には多くのことが映っているんだろう。

「暗殺だったと？　あれほど捜査したのにそれらしき形跡は見つかりませんでしたよ？」

「見つかるようなヘマはしないでしょう。皇太子の暗殺を試みて、成功させるような者です。こちらの捜査方法もしっかり把握しているはずでしょうからな」

「……長兄を殺したのは、長兄はもちろん、帝国をよく知る人物と言いたいんですか？」

「関わっていることは間違いないでしょうな。しかし、それを見つけるのは自分の仕事ではないでありますよ」

　そう言ってトラウ兄さんは窓から外を見る。そこから見えるのは活気ある城下町の様子だ。

「皇族は帝国を支え、繁栄させるためにある。長兄はそういう考えの下に生きてきた。ならば結果的に帝国が繁栄したのであれば、長兄の死も無駄ではなかったと言えるでありますよ」

「……それでいいんですか？」

「……弟として兄を失ったのは辛つらいであります。良き皇帝になると信じて疑わなかった。けれど……息子を失った我らが父上のほうが辛いでしょう。その父上が帝国のために藩国を招くというなら受け入れるのも親孝行というもの」

「……わかりました。では藩国の接待役は」

　俺が引き受けます。そう俺が言おうとしたとき、トラウ兄さんが手で俺の言葉を遮った。

　そして。

「自分が引き受けるでありますよ。それが一番でしょう」

「本気ですか!?」

「本気も本気、大真面目でありますよ。向こうが友好を結びたいというなら、はねのけるのは無礼に当たる。最上級の歓迎をしなければ過去は乗り越えられない。皇太子と同じ母から生まれた自分が接待役になるのが誠意を示す方法でしょう。それに嫌なことを弟に押し付けるのはあまり良いことではないでありますし」

「わりと押し付けられている気が……それに向こうはむしろやりにくいかと」

「承知の上でありますよ。しかし、関係改善を本気で望んでいるならそれくらいは乗り越えてもらわないと」

　そう言ってトラウ兄さんは皇族一の巨体を揺らしながら椅子から立ち上がる。

　子供の頃、大きな熊みたいだと思ったもんだが、その印象は間違っていない。

　この人は熊だ。なにせ今も目の奥には強い光が宿っている。

「もしも関係改善が嘘うそだと言うなら……自分が代価を払わせてみせるでありますよ」

「トラウ兄さん……」

「でも……ロリ可愛かわいい子が来たら信念を曲げてしまうかもしれないであります……」

「そこはブレないんですね……」

　どうでもいいことで苦悩してみせるトラウ兄さんに呆あきれつつ、俺は部屋の扉を開ける。

　トラウ兄さんが藩国の接待役を引き受けるというなら、それを父上に報告しなければいけない。父上としてもトラウ兄さんが引き受けてくれるなら任せるだろう。

　こう見えて美少女以外に弱点はないからな。

「アルノルト」

　部屋を出て廊下を並んで歩いているとトラウ兄さんが唐突に俺の名前を呼んだ。

　隣のトラウ兄さんを見るといつになく真剣な顔をしていた。

「なんでしょうか？」

「レオナルトに警戒するように言っておくでありますよ。この式典は無事には終わらないはず」

「どういう意味です？」

「帝国にやってくるのは親帝国の要人ばかりであります。他国が何かを仕掛けるならばこの時が狙い目でありましょう」

「攻め込んでくると？　帝国に？」

「ないとは言えないということですよ。それを危惧してか、リーゼロッテ女史は父上の要請を拒絶して国境に張り付いている。最前線にいる彼女には何か感じるものがあるのでしょう」

「……レオにも伝えておきます」

「……とはいえ外ばかり警戒していていいものか。まぁこればかりは自分にはどうしようもないことですが」

　意味深な言葉をつぶやいたあとにトラウ兄さんは歩く足を速める。

　その歩く速さに合わせつつ、俺はずっと疑問だったことを聞いてみた。

「トラウ兄さんは……どうして皇帝の座を狙わないんです？」

「……我が兄ヴィルヘルムは理想の皇太子だった。だから自分は自分が好きなことをやっていたでありますよ。そして……なんの助けもしてあげられなかった。どれほど悔やんでも悔やみきれないでありますよ。どれほど無念だったことか。だから後を継ぐことを考えたことも……一瞬くらいはあったのでありますよ」

「一瞬ですか……」

「すぐに立ち消えた思いであります。自分はヴィルヘルム以上の皇帝にはなれない。ヴィルヘルムが命を落として帝位争いが始まった以上、次の皇帝はヴィルヘルム以上でなければならない。自分は兄を超えられないであります」

　だからとつぶやき、トラウ兄さんは玉座の間の近くで足を止めた。

　そして深呼吸をして俺のことを、いや俺の後ろにいる人物を見ながら告げた。

「アルノルトとレオナルトには期待しているでありますよ。二人でならきっとヴィルヘルム以上の皇帝になれるはず。ほかの三人とは違う」

「……それはレオナルトの側につくという宣言でいいか？　トラウゴット」

　振り返るとそこにはエリクが立っていた。トラウ兄さんとエリクの視線が交差する。

「受け取り方は任せるでありますよ。エリク」

「私ではヴィルヘルムを超えられないと、そう言うか？」

「以前なら違ったでしょうが、今は無理だと思っているでありますよ。ヴィルヘルムと切せつ磋さ琢たく磨ましていたエリクならば帝位争いを激化させないように振る舞ったはず。他の二人のようにエリク、あなたも変わったでありますよ」

「私が動けば帝位争いはより混迷を極める。それは帝国の弱体化に繋つながる。なぜそれがわからん？」

「それが変わったと言っているでありますよ。帝国を弱体化させず、かつ家族で無駄な血を流さないようにする。それくらいはやってのけて当然のはず。我が兄ヴィルヘルムを超えるというなら。それだけの力があなたにはあった」

「非現実的だな。私のやり方が一番被害を抑えるやり方だ」

「理想にしがみつけと言っているわけではないのですよ。ただ理想を追おうともしない者は認めないと言っているだけであります。よりよいものを求めない者には明日はない」

　トラウ兄さんはそう言うと踵きびすを返す。それと同時にエリクも踵を返した。

　大きな背中を見せながらトラウ兄さんはそのまま俺に告げる。

「アルノルト……一人ではエリクには勝てないでありますよ。だからレオナルトと協力するのであります。自分のように優秀な兄弟にすべてを押し付けてはいけない」

「……はい。肝に銘じておきます」

「では行ってくるでありますよ」

「え？　ちょっ！」

　そう言ってトラウ兄さんはいきなり走り出した。呼び止めようとしたが、その前にトラウ兄さんは玉座の間の扉を勢いよく開いてしまっていた。

「父上！　藩国の接待役ですが！　このトラウゴットが！」

「やかましいわ!!　会議中に入ってくるでない!!」

「ひぃぃぃぃ!?!?　申し訳ありません!!」

　言わんこっちゃないと思いつつ、俺は頭を押さえて半泣きで玉座の間から逃走してきたトラウ兄さんの下へ向かったのだった。
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「ではアルバトロ公国の要人への接待役は第六皇子コンラートに、ロンディネ公国の要人への接待役は第九皇子ヘンリックに任せることとする。第七皇子アルノルトは引き続き、ミヅホ仙国の仙姫殿の接待役だ。よいな？」

　玉座の間にて父上がそう告げた。

　俺を含めた三人の皇子が静かに頭を下げる。父上の決定は絶対だ。異論なんて挟む余地はない。そもそもこの場に集められた皇子たちは帝位争いにおいて脇役だ。脇役らしく割り当てられた国も小国ばかり。

　俺たちでも事足りる格の国ということだ。まぁミヅホに関してはオリヒメの意向によって俺を選んでるだけだが。

「こちらの招待に応じない国もいくつかあったが、主要な国はほとんど来る。どれも重要な国ばかりだ。くれぐれも国の規模で判断することのないように。横柄な態度など取ってみろ？　皇子の地位をはく奪するぞ」

　父上が目を細めて俺たちに向けて忠告する。

　それに対して答えるのは第九皇子ヘンリックだった。

「お任せください。皇帝陛下。帝国の皇族として恥ずかしくない振る舞いを約束いたします」

「ワシが心配しているのはお前なのだがな……」

　父上が呆れたようにつぶやく。

　第九皇子ヘンリックは十六歳の皇子だ。中途半端な長さの緑髪が特徴的な皇子であり、その母は第五妃ズーザン、その姉は第二皇女ザンドラだ。

　二人とはかなり距離を置いていたこともあり、わずかな謹慎だけで許された。

　その性格は母譲りというか、姉譲りというべきか。皇族としてのプライドが高く、他者に厳しい。父上が横柄な態度を取りそうだと思うのもわかる。

　接待役の意味をおそらく理解していない。たぶん出迎えてやるとか思っているんだろうな。

　今も自分が心配の種だと言われて、ムッとした表情をしている。侮られたと感じているんだろう。父上の言葉にそんな反応をしている時点で、不安要素ですと公言しているようなもんだ。

「お言葉ですが皇帝陛下。心配すべきなのはアルノルトでは？」

　そう言ってヘンリックは俺に標的を移してきた。

　俺はその言動にため息を吐つく。こいつは昔から俺を目の敵にしているし、レオには激しいライバル心を燃やしてきた。庶民の血が入っている俺たちが自分より上だというのは許せないらしい。だからこいつは俺たちを兄扱いしない。

　正直、面倒だ。

「はいはい。気をつけるよ」

　適当に受け流すとヘンリックが俺を睨にらみつける。この反応も気に入らないんだろう。でもまともに相手しても睨まれるし、どっちにしても一緒だ。

「いやー若者は元気だねー。おじさんついていけないっす」

「二十歳はたちの若造が何を言っておる……」

「もう二十一ですって。お父上。十代の若者と比べたらおじさんっすよ」

　そんな爺じじ臭いことを言うのは第六皇子コンラート。

　赤い短髪と顔に張り付いている軽い笑みが特徴の皇子だ。これでも母は第四妃、兄はゴードン。武人として育てられたはずだが、このとおり俺並みにやる気がない。

　軽い笑みに軽い口調。完全に突然変異だろうな。もしくは父上の血が強かったというべきか。

　俺との違いは怒られない程度には最低限のことをするところか。

「というわけで退出してもいいっすか？　若者に挟まれると疲れるんで」

「はぁ……お前といいアルノルトといい、どうしてそう適当なのだ？」

「お父上に似たんっすよ」

　そう言ってコンラートは父上の許可も待たずに踵を返す。

　そして振り返らずに告げる。

「ご安心を。接待役はちゃんとやりますから」

「そこは心配しておらん。まったく……お前たちも下がれ」

　そう言って父上は俺とヘンリックを下げた。

　玉座の間を出た俺はすぐに自分の部屋に帰ろうとするが、ヘンリックが呼び止める。

「待て、アルノルト」

「なんだ？　ヘンリック」

「呼び捨てにするな！　立場を弁わきまえろ！　出で涸がらし皇子！」

　そう言ってヘンリックが怒りを露あらわにした。

　立場を弁えろときたか。この場であれば年長の俺に敬意を払うべきなのはヘンリックのはずなんだがな。

「僕とお前が同格なんて思うなよ？　僕の下には姉上の勢力がそのまま引き継がれている。僕はこれから帝位争いに参戦するんだ！」

「そうかい。じゃあ頑張れ」

　さきほどと同じように俺は受け流して歩き出す。

　たしかにヘンリックの下にはザンドラの勢力が引き継がれた。とはいえ、その勢力は全盛期の六割程度。残る四割のうち、半分はエリクにつき、もう半分は帝位争いから手を引いた。

　偉そうにするのは結構だが、第四勢力というには弱小すぎる。

　今から皇帝位を目指すのはほぼ不可能だろう。ましてや借り物の勢力では望みは薄い。

「待て！　馬鹿にしているだろ？　今から皇帝を目指すなんてと！」

「……悪いことは言わんからやめておけ」

　そう忠告するとヘンリックは高笑いを始めた。

　しばらくその高笑いはやまない。何がおかしいのか。俺には理解できなかった。だから俺はヘンリックの言葉を待つことにした。

「あっはっは!!　傑作だ！　帝位争いに参加するからといって、僕が皇帝位を望むとでも？」

「違うのか？」

「ふん、この勢力で勝てるとは思っちゃいないさ。僕は頭のいい方法をとる。各勢力に手を貸すのさ。そして帝位争いの後に確固たる地位を確保する！」

「……そんなに上手うまくいくか？」

「上手くいくさ。協力者もすでにいる」

　そう言ってヘンリックは俺の後ろを見る。

　それにつられて振り返ると、そこにはギードがいた。

「やぁアルノルト」

「……ホルツヴァート公爵家か」

「そうさ！　僕はホルツヴァート公爵家の協力を得た！　これでお前たちには万に一つも勝ち目はないぞ！　僕は決してお前たちには協力しないからだ！」

「残念だったな。アルノルト。あのときに僕の誘いを受けておけばこんなことにはならなかったのに！」

　似た者同士、波長が合うんだろうか。

　同時に高笑いが始まる。どちらもプライドが高く、他者を見下すことで自尊心を満たすタイプだ。悪いことだとは言わない。人間は大なり小なりそういう性質を併せ持つ。

　とはいえ、こいつらのは度が過ぎているが。

「じゃあお手並み拝見だな。自分が思ったとおりに帝位争いを進められるといいな」

　そう言い残して俺はギードの横を通り過ぎようとする。

　だが、ギードが俺の腕を掴つかむ。

「まだ何か？」

「慈悲だ。アルノルト。ここで頭こうべを垂れてみじめに情けなく謝罪しろ。そうすればヘンリック殿下にお前とレオナルトの勢力に協力してくれと頼んでやってもいい」

「はは、それはいいな。謝ってみろ、アルノルト！」

　二人の耳障りな声は頭まで響いてくる。

　まったく、ふざけた奴やつらだ。ここで俺が謝ったところで何も変わらない。

　ヘンリックは俺たちの生まれから嫌っている。それがある限り、ヘンリックは俺たちには協力しない。たとえギードが頼んだところで、だ。

　それがわかっているから俺は静かにギードの手を払う。

「悪いがもう簡単には情けない姿を晒さらせないんだ。レオの評判に傷がつくからな」

「今更レオナルトの評判を気にするのか！　笑わせる！　すでにお前はレオナルトの汚点だよ！　お前のような兄を持って、レオナルトは本当に不幸だよ！」

　そうギードが告げた瞬間。強烈な殺気が廊下に満ちた。

　そちらを見るまでもない。ここまで殺気を放つ奴なんて数えるほどしかいない。

「ほかに言い残すことはあるかしら？　ギード」

「え、エルナ……!?」

　こちらに向かって歩いてきたエルナがそう凄すごむとギードは腰を抜かして後ずさる。

　そんなギードからヘンリックに視線が移される。さすがのヘンリックもエルナの殺気の前では何も言えないらしい。怯ひるんだように一歩後ずさる。

「エルナ。あまり脅かすな」

「失礼ね。脅しじゃないわ」

　そう言ってエルナは右手を剣にかける。

　まさかそんなことをするとは思ってなかったギードが悲鳴をあげるが、ヘンリックはそれすらも脅しと踏んだようだ。

「ふ、ふん！　できるものならやってみろ！　皇族に剣を向けるということがどれほどの重罪か知らないわけじゃないだろ！」

「そうですね。ヘンリック皇子。なら皇族の行く手を阻むことが重罪だというのもご存じでは？」

「そ、それは……僕が許可したからいいんだ！」

　ギードのことを示したエルナに対してヘンリックはそんな屁へ理り屈くつで応じた。

　まったく相手にするだけ無駄。そう思って俺はエルナの手を引いてその場を去ろうとする。

　だが、その前に廊下に声が響いた。

「──なら僕が許可する。斬っていいよ。エルナ」

「よかったわ。こっちも許可が出た」

「はぁ……」

　嬉き々きとしてエルナが剣を抜こうとする。俺は呆あきれつつもその手を押さえて、許可を与えた人物を見た。

「煽あおるなよ、レオ」

「仕掛けられたならやり返す。兄さんの方針でしょ？」

　そう言って歩くレオの後ろには多くの貴族が付き従っていた。

　それはすべてレオの支持者である貴族たちだ。会議の後といったところか。その数が今のレオの勢力を物語っている。

　そんな支持者たちを引き連れたレオは真っすぐヘンリックを見る。

「ヘンリック。君が立ちふさがるというなら容赦はしない」

「くっ……！　庶民の血筋が偉そうに！　貴様らなんてエリク兄上の相手ではない！　僕が協力すれば絶対に勝ち目はないんだぞ！」

「勝ち目のない戦いなんて何度も通ってきた。今更その程度で怯むほど僕らは弱くない。困難な道だなんて初めから承知の上で参戦しているんだ。その道を突破してこそ、誰もが認める皇帝になれる。半端な覚悟で僕らの邪魔をしないほうがいい」

　そう言ってレオはヘンリックに忠告する。それは最後通告でもある。

　これが最後の引き際だ。しかしヘンリックは顔を歪ゆがめてレオに張り合うことを選んだ。

「僕だって半端な覚悟で参戦なんてしないさ！　死ぬ覚悟くらいできている！」

「それが半端な覚悟だって言ってるんだ。僕らは死にたくなくて、死なせたくないから戦ってるんだ！　これ以上、無駄な流血はごめんだ。退ひけ！　ヘンリック！」

「退かない！　僕は認めない！　お前たちなんて僕は認めない!!」

　そう言ってヘンリックはその場から走り去ってしまった。

　残されたギードは気づかれないように逃げようとするが、レオはそんなギードを呼び止める。

「ギード・フォン・ホルツヴァート」

「は、はい!?」

「お父上に伝えておいてくれ。これ以上、帝位争いをかき乱さないでほしいと」

「りょ、了解しました！」

「それと……兄さんへの接し方は改めたほうがいい。僕やエルナは兄さんが馬鹿にされるとつい剣に手が行ってしまうからね」

「ひっ……！」

　ギードは恐怖に歪んだ表情のままその場を立ち去る。それを見届けたあと、俺はレオのほうを向く。

「わざと威圧的に振る舞ったな？」

「ヘンリックは僕らを敵対視してるからね。どうせ敵になるなら少しは怖がらせておこうかと思ってね」

　そう言ってレオが軽く舌を出す。茶ちや目めっ気けのあるそのしぐさを見て、俺はため息を吐く。

　帝位争いが始まった当初は、こういう芸当はできなかった。成長といえば成長なんだろうが、なんだかやり方が俺に似てきた気がする。

「複雑そうね？」

「純粋な弟が毒されてしまった気がしてな」

「毒した人間が何言ってるのよ」

　エルナにそう突っ込まれて俺は顔をしかめる。弟の成長を喜ぶべきか、それとも嘆くべきか。

　そんなことを思いつつ、俺はレオとその支持者たちと別れた。

　いよいよ式典が近づいてきた。

　何事もなければいいが……きっとそれは叶かなわない夢なのだろうな。

　そんなことを思いながら俺は自分の部屋へ戻るのだった。
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　父上の即位二十五周年を祝う式典。前夜祭は式典三日前から続き、式典自体も三日間続く。

　それに参加するために帝都には各国の要人が集まりつつあった。

　そのピークが今日になりそうだ。すでに皇国の要人は来ている。そして、もう一人。

「おお!?　見ろ！　アルノルト！」

「見えるわけないだろ……」

　城のバルコニーにて手すりに手をかけながら外を見ていた俺だったが、暇を持て余したオリヒメが後ろから乗ってきたことで視界がとんでもなく制限されてしまった。

　ぶっちゃけ、下しか見えん。

「なんと!?　小さな竜に人が乗っているぞ!?　あれが噂うわさに聞く竜騎士か！」

「連合王国ご自慢の竜騎士団か」

　なんとかオリヒメを横にずらして上を見る。不満そうにオリヒメは抵抗するが、気にしてはいられない。

　空には十数騎の竜騎士が飛んでいた。彼らが跨またがるのは飛竜。竜の亜種ではあるが、連合王国はそれを乗りこなす技術を持っている。その飛竜に跨る竜騎士たちは藩国を征服したときに大活躍し、王国と戦争状態になったときも主戦力として活躍した。

　そんな竜騎士を率いるのは赤い飛竜に乗った男。帝剣城の正門近くに着地したその男は華麗に飛竜から飛び降りると、出迎えに出てきたゴードンと固く握手をした。

「何者だ？」

「ウィリアム・ヴァン・ドラモンド。連合王国の第二王子だ。通称は竜王子。見ての通り竜騎士だ」

「王族なのに竜に乗るのか。危ない奴め。常識がないとみえる」

「お前にだけは言われたくないだろうよ」

「なにおう!?」

　オリヒメが俺の言葉に怒り、制裁とばかりにまた後ろからのしかかってくる。正直重い。

「どうだ!?　まいったか!?」

「はいはい。まいったまいった」

「むー、いまいち反省の色が見えん気が……」

　そうは言いつつオリヒメは俺の上からどいて隣に移動する。

　そうこうしているうちにウィリアムはゴードンとともに城へと入っていった。

「妙に仲がよさそうだったが……はっ!?　あの王子は男が好みか!?」

「絶対、本人の前で言うなよ？　頼むから俺のいる前でも言うな。即座に外交問題だ。いいか、あの二人が仲がいいのは友人同士だからだ」

「友人同士とな？　帝国と連合王国は同盟国というわけではあるまい？」

「そうだが、ゴードンは半年ほど連合王国に留学してたことがある。そのときに知り合ったそうだ。どちらも武人だから意気投合できたんだろう。年も近いそうだし」

「ふむ、そうだったのか。さすがに趣味が悪すぎると思ったが、安心したぞ」

「そもそも最初にそういう発想が思い浮かぶのがおかしいだろ……」

　オリヒメの発想に呆れつつ、俺は城の中へと戻ったのだった。
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「あとはエルフの要人だけか」

「はい、まだエルフの里から要人の方は到着しないようですね。私もクリスタ殿下も待っているのですが……」

　すでに皇国と藩国。そして南部の二つの公国からは要人が到着している。

　皇国は大臣を務める皇子が来て、藩国は藩王の息子が来た。到着したときはピリついたがトラウ兄さんが友好的に接したため、そういう空気感は深刻にならずに済んだ。

　二つの公国からは公王の子供たちがやってきた。アルバトロ公国から来たのは双子の姉弟、エヴァとジュリオだ。ロンディネ公国は公子がやってきた。

　残る主要な要人はエルフの里の要人だが、いかんせんエルフは秘密主義のため、里を出たということしかこちらには伝わっていない。

　四方に人を遣わして情報収集をしているが、今どこにいるのかわからないというのが現状だ。

「そうか。まぁ気長に待つしかないだろうな。エルフは人間よりもはるかに長生きのせいか、急ぐってことをあまりしない」

「はい。待つのは構わないのですが、無事にたどり着けるかどうかが心配で……」

「平気だろ。エルフの精鋭が護衛につくはずだからな」

　俺はフィーネの懸念にそう答えつつ、安心させるように笑うのだった。
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　次の日の朝。城は大騒ぎだった。

「じゃあクリスタを頼むよ」

「はい。お任せください」

　そう言ってフィーネがクリスタとともに部屋を出ていく。騒ぎの理由は突然エルフの要人が現れたからだ。

　帝国は四方に人を放っていたのに、帝都に入ってくるまで存在にすら気づかなかった。

　おそらく通常の魔法ではなく、エルフ秘伝の魔法だろうな。それで隠おん密みつ行動をしていたんだろう。おかげでこちらはバタついているんだが、そういう配慮のなさがエルフらしいといえばエルフらしい。

　俺はバルコニーに出て様子を見る。

　すでにエルフの要人は馬車から降りていた。美形のエルフたちに囲まれて、青い髪の女エルフが立っていた。ほかのエルフも綺き麗れいだが、そのエルフは一段と美しい。

「あれがエルフの長老の孫娘か」

　スレンダーな体つきの大人っぽい女性だ。トラウ兄さんとジークの好みからは外れている。

　ロリではないし、エロいわけでもない。まぁジークは綺麗なら関係ないところはあるが、優先度としては肉体的に豊満な女性を好む。

　エルフだから綺麗であることは覚悟していたが、よかった。あれでどちらかの好みに偏っていたら心配事が増えていたところだ。

　ただ青い髪のそのエルフを見ているとなんとも言えない違和感が湧いてくる。じっと観察しながらその違和感の正体を探ろうとするが、そんな俺に声をかける人物がいた。

「アルノルト様」

　声を聞き、俺は青い髪のエルフから視線を外して後ろを振り返る。

「どうした？　セバス」

「ご報告が。ＡＡＡ級の賞金首が帝都に入ったそうです」

「……」

　俺はセバスの報告に押し黙る。賞金首というのは、ギルドが設けた制度だ。文字通り、その首に賞金が掛けられているモンスターのことを指す。ただし、東部に現れた吸血鬼たちのように、人間や亜人であっても危険と判断されれば、ギルドはモンスター扱いで賞金首にする。

「レティシア関連か……」

「正確なところはわかりません。確認できたのは帝都に入ったことまでですので」

「そうか……名は？」

「呪じゆ詛そ使いのイアン。強力な呪詛結界の使い手として、数年前にギルドの賞金首となりました」

　呪詛使いか。厄介な奴やつが現れたな。

　呪いと魔法は似ているようで違う。呪いは系統的には古代魔法に近い。一流の呪詛使いともなれば、対象を呪い殺すことも可能だ。その危険性から、軒並み禁術とされている。

　暗殺にはもってこいの人材ではあるな。

「行方を追え。検問のある帝都に入れたということは、背後に誰かいる」

「かしこまりました」

　そう言ってセバスがその場から姿を消す。

　ふと視線を下に戻すが、すでに青い髪のエルフの姿はない。クリスタたちと城に入ったんだろう。あの違和感を探るのもまた今度になりそうだ。

　何か問題を抱える要人に、違和感のある要人。さらには賞金首。

　トラウ兄さんの言う通り、この式典はただでは終わりそうにないな。
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「さて、どうするべきでしょうか」

　夜の帝都。セバスはそこを駆け巡りながら情報を探っていた。

　正確には情報を持っていそうな者を探していた。聖女を暗殺するなんていう大事を決行するならば多くの準備がいる。その準備のために怪しい者たちは尻尾を出す。それらの者を辿たどれば、いずれイアンにたどり着く。そう踏んでいたのだ。

　そしてそれは間違っていなかった。

　夜の帝都で怪しい人物たちを見つけたのだ。数人でなにやら話をしており、その動きは明らかに素人ではない。セバスでなければ気づかれていたかもしれない。

　しかしセバスは完全に闇に溶け込み、存在を悟らせない。

　話し合いを終えたのか、彼らは散り散りになっていく。捕まえるのは簡単だが、現場で動いているということは彼らは下っ端。

　その裏にある計画が聖女暗殺でなかったとしても、これだけの猛者を下っ端として使う者は放置しておけない。

　裏にいる人物を探るためにセバスは彼らを泳がせることに決めた。

「追跡といきましょうか」

　そうセバスが決断したとき。

　散り散りにその場を離れようとしていた彼らを〝矢〟が襲った。

「なんだ!?」

「ぐわぁ!?」

　手て練だれと思われる彼らがまったく反応できずに倒れていく。

　残ったのは味方が盾となって守った男だけ。そんな男の前に矢を放ったと思われる人物が姿を現した。

「お、お前は!?」

「わたくしを知っているということはやはり──〝組織〟の者ですわね」

　その人物は朱色の仮面を被かぶっていた。口調と体形から女性だろうことは想像できた。

　しかしセバスが驚いたのはそこではなかった。

　彼女は男に弓を向ける。しかし、その弓には矢がなかった。

「ま、魔弓に朱色の仮面……義賊・朱月の騎士ヴアーミリオンか……！」

　魔弓。魔法を弓で放つ技術であり、特殊な才能が必要ではあるが通常の方法で放つ魔法よりも数段上の威力を出すことができる。

　それを使う義賊が藩国には存在した。圧政を良しとする貴族を中心に襲撃し、民から巻き上げた金を取り返したり、不正を公の下に晒さらしたりと動く義賊。その名は〝朱月の騎士ヴアーミリオン〟。

　同じ仮面を被る者としてシルバーと繋つなげる者もいる。片方は希少な古代魔法の使い手であり、片方は貴重な魔弓の使い手だからだ。

　いい迷惑だとアルが漏らしていたのを思い出し、セバスは深く同意した。藩国の義賊がなぜここにいるのか。疑問を抱きつつ、セバスはスッとナイフを取り出した。彼女の注意を引き、男を逃がそうと考えたのだ。

　ここで捕まえたところで有力な情報は得られない。それは暗殺者として長く闇の世界にいたセバスの経験から来る推察だった。しかし彼女にはそこまでの推察はできなかった。

「吐きなさいですわ。藩国を中心に活動していた組織がなぜ帝国に？　何をする気ですの？」

「ふん、何の話だ？」

「とぼけても無駄ですわ。藩国での拠点を一つ壊滅させたときに、帝国で何かする気だという計画書を発見したんですわ。言い逃れはできませんわよ」

　そう言ってヴァーミリオンは男に弓を引く。それに合わせてセバスがナイフを投げようとする。しかし、その瞬間。セバスに向かって数発の魔法の矢が飛んできた。

「っ!?」

　セバスは驚きつつもナイフを的確に投げつけて迎撃する。ヴァーミリオンに魔法の矢を放った形跡はない。おそらくさきほど放っていた矢がまだ残っており、セバスの動きに自動で反応したのだろう。

　状況を分析しつつ、セバスは状況のまずさに思わず舌打ちをしそうになる。

「何者ですわ!?」

　そう言ってヴァーミリオンは路地裏のセバスに向けて魔法の矢を放つ。セバスはそれを迎撃しようとするが、さきほどよりも数が多いため迎撃しきれずに避よける羽目になる。

　しかし、魔法の矢はセバスに向かって方向を変えると再度向かってきた。

　それを今度は確実に迎撃したが、その間にヴァーミリオンは路地裏に侵入してきた。

　それを見てセバスは覚悟を決めた。予定とは違うが男とヴァーミリオンを引き離すことには成功した。セバスならば逃げた方向さえ限定できれば探すこともできる。数少ない情報への糸口をここで潰す愚は犯せない。

「護衛がいたのは意外でしたですわ」

「私も藩国の義賊がいたことは意外でした……ですがここで消えていただく」

　そう言ってセバスは連続でナイフを投げる。

　それをヴァーミリオンは事も無げに弓で叩たたき落おとすと、お返しとばかりに魔法の矢を放つ。

　セバスは黒い短刀を持ち、それを弾はじき、掻かい潜くぐりながらヴァーミリオンの懐にもぐりこんだ。

　ヴァーミリオンは敵でもないが、味方でもない。ここで戦うのはデメリットもある。しかし予想外の乱入者を放置すれば、さまざまな歯車が狂いかねない。

　かつてソニアに盤面を狂わされたように、予想外の人物はアルの障害となる。

　殺さないまでもここで退場させる気でセバスは戦闘に臨んでいた。

「ふん!!」

　セバスが放った短刀の一撃をヴァーミリオンは弓で受け止めるが、予想外に力強い一撃によってヴァーミリオンの体勢が崩れた。

　その隙を逃さずにセバスは完全に密着して、距離をゼロにした。

「これで魔弓は使えませんな」

「失礼しちゃいますですわ。接近戦も得意ですわよ？」

　そう言うとヴァーミリオンはセバスの腕を巻き込むようにして放り投げる。

　耐えれば腕を折られる。そう判断してセバスは自分から飛んで威力を軽減しにかかる。

「!?」

「距離がなくても弓を撃つくらい造作もないですわ」

　だが、そう言ってヴァーミリオンはセバスが空中に浮いた瞬間に腕を放し、そのまま流れるような動作で弓を引く。

　わずかな隙間しかないにもかかわらず射撃の体勢に持ち込んだのだ。そして放たれた矢はセバスに迫る。それをセバスは空中で無理やり体をひねることでかろうじて躱かわしてみせた。

「まるで曲芸師ですわ！」

「いえいえ、そちらには負けますな」

　そう言いつつ、セバスは距離を取る。

　暗殺者だったセバスにとって、正面きっての戦いは本来の土俵ではない。とはいえ、大抵の相手には後れをとらない自信がセバスにはあった。しかし、そのセバスをしてヴァーミリオンは強いと認めざるをえなかった。

　義賊というだけあって、ヴァーミリオンはセバスを殺そうとは考えていないようであったし、何より周りの建物に配慮して矢の威力を落としていた。

　それでようやく互角といったところ。正面きっての戦いでは勝ち目はない。

　しかしヴァーミリオンの実力を考えれば足止めは不十分。

　すでに男は逃げ去っているが、本気で追えばまだまだ追いつく距離だ。もう一戦交えて、どうにか足を止めなければ。幸い、勝機はセバスのほうに転がりつつあった。

　だが、唐突にヴァーミリオンが構えていた弓を下ろした。

「……どういう風の吹き回しですかな？」

「どうもあなたは組織の者ではなさそうな気がしますですわ」

「わかりませんよ？」

「組織の者は基本的に助け合ったりしませんわ」

　そう言ってヴァーミリオンは屋根の上に視線を向ける。そこではジークが槍やりを構えて様子を見ていた。

「鋭い嬢ちゃんだな」

「まったくですな」

　ジークが来たことを察し、セバスは勝機を感じたのだがヴァーミリオンはそれも見抜いていた。そして互いに深手を負う前に戦闘をやめることを選んだのだ。

「わたくしは組織を追って帝国に来ました。あなた方は帝国の方ですかですわ？」

「ややこしい喋しやべり方かただな。まぁ似たようなもんだよ」

「それなら戦う理由はありませんわ」

「少しお待ちを。追うのは私に任せてもらえないでしょうか？　これでも元暗殺者ですので」

　話は終わったとばかりにヴァーミリオンは男を追おうとするが、それをセバスが制止する。

　少しの間、セバスとヴァーミリオンの視線が交差した。そして折れたのはヴァーミリオンのほうだった。

「……地の利があるのはそちらですし、お譲りしますですわ」

「ありがとうございます。手に入れた情報は共有します。どうすればいいですかな？」

「……明日の夜にもう一度この場所で。それと深追いは禁物ですわ。彼らの組織の名は〝魔奥公団グリモワール〟。大陸規模の犯罪組織ですわ」

　その名にセバスは聞き覚えがあった。魔導の秘奥を目指す研究会から発展した犯罪組織であり、時代の節目に顔を出す謎多き組織だ。

　それが帝国で動いている。

「なるほど。困ったものですな、あの方の嫌な予感というのも」

　そう呆あきれたようにつぶやきつつ、セバスは一礼して承知の意思を示す。

　するとヴァーミリオンは跳躍してその場を後にした。

　残されたジークとセバスもそれを見送ったあと、逃げた男を追うのだった。
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「──ということがありました。一応逃げた男が逃げ込んだ建物までは把握しております」

　翌朝。

　セバスからの報告を受けた俺は盛大に顔をしかめることになった。

「藩国の義賊がどうして帝国にいるんだ？」

「組織を追ってきたようです」

「ふん……その魔奥公団ってのはどんな組織なんだ？　昔、お前から名前を聞いたことがあるくらいだが」

「私も詳しくは知りません。元々は魔法を研究する魔導師たちの集まりと聞いていますが」

「どうしてそれで犯罪組織になるんだ？　禁術でも研究してたのか？」

「それも一つあります」

　禁術は分類としては現代魔法にあたる。とはいえ、がっつり禁止されているような禁術の性質は古代魔法に近い。先人の賢者たちが危なすぎて禁止したわけだしな。

　各国はそういう先人たちの教えを守って、禁術の研究を禁止している。ザンドラみたいに許可をもらって研究しているような奴やつもいるものの、黙って研究してたら間違いなく捕まる。

　ザンドラが魔導師たちに支持された理由はまさにそこだったわけだが、魔奥公団とかいう連中はそういう権力者を支持する方向には走らなかったらしい。

「彼らは魔法というものを極めたいと願い、そのために手段を選ばなくなった集団です。禁術の研究や魔法アイテムの蒐しゆう集しゆうはもちろん、研究のためには先天魔法の使い手を殺すことすら厭いとわない。魔導師が主体となっている犯罪組織の中では最悪でしょうな」

「各国や冒険者ギルドは対処しないのか？」

「基本は研究組織ですからな。あまり表には出てこないのです。彼らは研究対象さえあればいくらでも部屋に閉じこもっている類の人間でしょうから」

「なるほど。穴倉から出てくるタイミングで叩かないといけないってことか」

「もしくは繋がっている人間たちを捕まえるかです。そういう意味では藩国が拠点というのは納得できます。あそこは貴族の腐敗もありますし、冒険者も動きづらい国ですからな」

「帝国に迷惑をかけないなら正直どうでもいいんだが……今、問題なのはそいつらが帝国領内で何かをしようとしているということだ。聖女に関係ないとしても放ってはおけない。まぁ四宝聖具とその使い手の聖女……研究対象としては面白いだろうな」

　王国よりは帝国にいるときのほうが狙いやすいと考えるのはわからんでもない。

　王国内での聖女の警護は厳重だ。しかし、帝国での警護も甘くはない。

「近この衛え騎士が護衛につくくらいは想像できると思うが、それでも狙うと思うか？」

「私なら狙いませんな。あえて狙うなら移動中ですが」

「鷲獅子グリフオンに乗ってる聖女を狙うってのも難しいわな」

「はい。何か仕掛けがなければ不可能でしょうな。もしも……アルノルト様が狙うとしたらどうなさいますかな？」

「俺ならか……」

　セバスの質問にしばし考える。

　古代魔法で強行突破なんてのは考えない。そういうことをセバスは聞いているんじゃない。

　シルバーとしてではなく、アルノルトとして。どれだけ厄介な犯罪組織だとしても、エルナみたいな強者を抱えるのは難しい。となるとそこそこの戦力での達成が求められる。

「うん、無理だな。だから……俺なら警備に穴を空ける。内側からな」

「つまり協力者を作るということですかな？」

「そういうことだ。外から無理なら内から。そういう観点ならこの国はうってつけだ。なにせ帝位争いの真っ最中。勢力が乱立している。条件次第じゃ協力する奴もいるだろうな。これまでの行動を見れば」

　帝国内で聖女が死ねば責任問題になる。それは帝国にとってデメリットだ。普通ならやるわけがない。だが、そういう普通という考えは捨てたほうがいい。

「聖女が暗殺されるなんて現実的じゃないと思っていたんだが……ちょっと現実味を帯びてきたな」

「ご本人も何か感じておられるのでは？　そうでなければ最後などという言葉は使わないと思いますが……」

「その本人が自分のことだと言ったんだ。彼女の性格はよく知っている。自分で言ったことは変えたりしない。超頑固だからな。俺に話さないのは迷惑をかけたくないから。そう思われている時点で俺から聞き出すのは無理だ。可能性があるとするならレオだろうけど……事情を説明すれば上手うまくいかないのは目に見えている」

「レオナルト様の手腕に期待するしかありませんか。まぁ女性相手なら大丈夫では？」

「いつもなら天然で落とせると思うんだが……相手が相手だからな。まぁどうにかしてもらうとしよう」

　こればかりは暗躍でどうにかなる問題ではない。

　本人が本人の力で勝ち取ってもらわねば。

「夜になったら俺もついていく。仮面の義賊に興味があるからな」

「よろしいのですか？　姿を晒さらすことになりますが」

「帝国のために皇子が動いているのは変ではないだろ？」

「それはもちろんそうですが、出で涸がらし皇子という評判はよいのですかな？」

「他国の人間だ。しかも仮面を被かぶった陰気な客人でもある。俺が真面目なところを見せても問題ないだろ？」

「完全にブーメランですが、まぁいいでしょう。此こ度たびは全力ということですな？」

「そういうことだ。父上は帝位争いは休戦と言ったが、犯罪組織が相手なら問題ないだろ。結果的に帝位候補者たちが関わっていたとしても帝国を守るための戦いだ。許してくれるだろ」

「そうですな。しかしもしも聖女様の一件に魔奥公団が関わってない場合はどうなさいますか？　そちらを追っても聖女様の危機が回避されない場合はまずいと思いますが？」

　セバスの言葉に俺はしばし考え込む。

　たしかにそれが一番厄介だ。放置するという選択肢はない。だが二つが繋つながっていなかった場合、片方の問題が解決しない。

　戦力を分けるべきかどうか。レオの傍そばに戦力を置けば、それだけで聖女の護衛を強化することに繋がる。

「近衛騎士が護衛についている以上、一定以上の守りは保証されている。それを内側から掻い潜るとするなら……一人二人増員したところで無理だろう。そこもレオに任せるとしよう」

「よろしいのですか？　そのような不確かな方法で」

「ほかに手がない。それにレオならなんとかするだろ。犯罪組織まで関わっていて、大がかりな暗殺計画ならまだしも、王国周辺の裏切り者程度の暗殺ならレオがどうにかする。あいつは俺の双子の弟だ。きっとあいつも嫌な予感を覚えてるはずだからな」

　双子の俺たちは互いが自分の分身のようなものだ。

　能力に差があるかもしれない。性格に差があるかもしれない。

　だけどそこらへんによらない感覚的なものは共通している。レティシアの言葉に俺が嫌な予感を覚えたように、レオもレティシアの様子に嫌な予感を覚えるはずだ。

　それが俺たちの強みでもある。俺たちは互いのことをよく知っている。

　言葉は必要ない。

「俺は犯罪組織を追う。レオは聖女の傍にいる。それでいこう」

「かしこまりました。ジーク殿にはまた手伝ってもらいますか？」

「いや仮面の義賊を引き入れる。ジークにはクリスタたちの護衛をしてもらわないといけないからな」

　そう言って俺はニヤリと笑う。魔奥公団の連中は暗躍しているつもりだろうが、暗躍はお前たちだけのものじゃないってのを教えてやるとしよう。
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　式典まであと三日。今日から大々的に祭りが開催され始める。

「美味である！」

「金を払ってから食え！」

　祭りといえば露店。そう言われて俺はオリヒメによって帝都の街に連れ出されていた。

　もちろんお忍びでだ。

「うむ！　我が従者よ！　払っておくがよい！」

「まったく……」

　俺は露店のモノを勝手に食ったオリヒメを注意しつつ、店主に頭を下げて料金を払う。

　こういう祭りで要人がお忍びで回るというのは珍しいことじゃない。

　過去にもそれを願い出た要人はけっこういる。帝都の祭りはそれだけデカいってことだ。

　だから帝国側でもそういう時の対応は準備している。

　変装用にフードつきのコートが渡され、完璧な護衛体制で祭り巡りはなされる。コートは城が保有する魔導具だ。その効果は折り紙付き。

　フードを被ればほぼ気づかれない。とはいえフードが脱げれば効果は切れるし、被る前から被った者を認識していた者には通用しない。

　だから俺とオリヒメの周囲には近衛騎士が一定間隔でついて回っている。エルナは少し遠目から俺たちを見ており、ほかの騎士は祭りの客に成りすましている。

　俺とオリヒメの設定は従者とお忍びのお嬢様。名前を呼ぶとバレる可能性があるため、オリヒメは俺を従者と呼ぶ。俺以外の皇子なら拒否しかねない設定だが、どうせいつも従者みたいなもんだから俺に否やはなかった。

　そういう手の込んだ護衛の下、このお忍びは成立しているのだが、オリヒメにその自覚はない。

　好き勝手に動いて、俺ですらついていくだけで精一杯だ。周りの近衛騎士たちは苦労しているだろうな。

「次はあっちだ！　従者よ！」

「おい！　待てって！」

「待たぬ！」

　ハイテンションなオリヒメは人込みの中を器用に走っていく。

　わっはっはー！　とか妙な笑い声をあげながら走っているため、どうにか追えているがそのうち見失いそうで怖い。

　まぁそのためにエルナが遠くに控えているわけだが。

　はぐれたらきっとエルナがオリヒメを捕まえる。そしてその時点でお忍び終了となる。正直、そのほうが楽なんだが、ずっと城の中だと暇だと騒いでいたオリヒメのストレス発散も兼ねているし、はぐれてエルナに捕まえられたらオリヒメが不機嫌になるのは目に見えている。

「ままならんなぁ……」

　ここで面倒事を引き受けるか、あとで引き受けるかの違いだ。それならオリヒメの機嫌が良くなる展開のほうがまだ楽ということで、必死に俺はオリヒメを追いかけた。夜になれば仮面の義賊にも会いにいかないといけないってのに、体力を使わせてくれる困った奴だ。

　そしてようやく追いついたと思ったら、オリヒメは一つの露店に釘くぎ付づけになっていた。

「はぁはぁ……やっと追いついたぞ……」

「我が従者よ！　妾わらわはこれがやりたいぞ!!」

　目をキラキラさせてオリヒメが告げた。

　どんな露店だと俺は膝から手を離し、体を起こす。

　するとそこにあったのは射的の露店だった。おもちゃの弓で棚に並べられた景品を射うって、下に落とせばその景品をもらえるという露店だ。祭りには昔からある古典的な露店といえる。

「あのなぁ……」

「やりたいやりたい!!　やりたいぞ!!」

　俺が露骨に嫌な顔を見せると、オリヒメが服を掴つかんで子供のようにせがんでくる。上目遣いで頼んでくる姿は小動物のようでやらせてあげたい気持ちも湧いてくるが、やらせたが最後、きっと面倒なことになるのは目に見えている。

　こういう露店は景品がすべて取られたら商売あがったりだ。だから景品が落とされない工夫がされている。負けず嫌いなオリヒメのことだ。絶対に夢中になって落としにかかり、しまいには駄だ々だをこねるに決まっている。

　だから俺はため息を吐ついて、オリヒメにお金を渡した。

「これを使い切ったら諦めろ。それが条件だ」

「おー!!　これだけあれば十分だぞ！　ふふん！　妾が店の景品をすべて奪ってくれよう!!」

　そう言ってオリヒメが意気揚々と露店に向かっていく。

　その姿は勇ましく、まるで戦場に向かう将軍のように堂々としている。

「敗走しなけりゃいいんだがなぁ……」

　無謀な戦いに向かう君主を見送る臣下とはこんな気分かと思いつつ、俺はオリヒメを見守ることにした。
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「うわぁぁぁぁぁぁんん!!!!　なぜだぁぁぁ!?!?」

　オリヒメが頭を抱えて絶叫する。

　それを見て店主はホクホク顔だ。オリヒメには結構なお金を渡したが、それをほぼ使い切ったというのにオリヒメは一つも景品をゲットできていない。

「うう……予定ではすべての景品が妾の下にあったはずなのにぃ……」

　オリヒメは残り少なくなったお金を半泣きで見つめたあと、こちらをちらりと見てくる。

　軍資金の増強を要請したいようだが、これ以上は増やす気はない。

「ある分でなんとかしろ」

「なぜだ……従者なのに冷たい……ううぅ……できるのはあと一回か……」

　がっくりと肩を落としたオリヒメだが、すぐに気を取り直すと新たな料金を払って再度トライする。最後の突撃をかけるといったところか。

「狙うは大将首!!」

　そう言ってオリヒメはケースに入った宝石を狙う。

　二つの宝石が入ったそれはこの店のおそらく目玉の一つ。そういう景品は間違いなく落ちないようになっている。だから別のを狙いにいけば一つも取れないなんてことはないんだろうが、別のところに行くという発想がないオリヒメはそればかりを狙って無残な姿を晒し続けている。

「うわぁぁぁぁ!?!?　また落ちない!!」

　オリヒメが放った矢はケースにかすった。しかしケースはビクともしない。たぶん後ろに仕掛けがあるんだろうな。たぶん正面から直撃しても落ちないぞ。

　そうは思っていても口は出さない。それもまた祭りの醍だい醐ご味みだし、かつてどこぞの幼おさな馴な染じみが不正だとわめいて揉もめ事ごとに巻き込まれて以来、祭りで露店にケチをつけることはしないと決めている。

「終わったなら行くぞ」

「うわーん!!　妾はあれがほーしーいー!!」

　オリヒメが両手を振り回して我わが儘ままを言う。露店にあるモノだし、どうせ大した品じゃない。

　だがオリヒメは気に入ってしまったらしい。どうしても欲しいらしく駄々をこねる。

　金がないわけじゃないが、一度甘い顔を見せるとまた駄々をこねる。そもそもほぼ間違いなくあれは取れないしな。

　お金を渡したところで時間とお金の無駄だ。

　そんな風に思っているとスッとオリヒメの横に女性が現れた。

　年は俺と同じくらいだろうか。亜麻色の髪を三つ編みにしており、琥こ珀はく色いろの瞳をしている。

　特徴的なのは分厚い眼鏡。その眼鏡のせいでひどく野や暮ぼったく見える。

「どれが欲しいんですの？」

「うー……あれ」

　オリヒメが聞かれた質問に対して、宝石の入ったケースを指さす。

　それを聞き、女性はニッコリと笑うと店主にお金を払っておもちゃの弓を構えた。

「弓が原因ではありませんわね」

　そう小さくつぶやき、何度か引く動作をしたあと、女性はスッと目を細めて景品に狙いを定めた。

　そしておもちゃの矢が放たれる。

　オリヒメが放ったときとはまったく軌道が違う。オリヒメの場合はすぐに失速したのに、女性が放った矢は糸を引くように景品に向かっていく。

　だが、その矢はオリヒメが求めるケースの横にある景品に当たってしまう。しかも中央に当たらなかったため、景品が勢いよく回転していた。

　一瞬、店主がホッとしたように息をつく。だが、回転していた景品が横にあるケースに当たり、ケースは後ろではなく前に落ちた。

　きっと後ろには支えがあったが、前に倒れることは想定してなかったんだろう。

「はい。それはいただきますですわ」

「ちょっ！　今のはなしだ！　後ろに落とすゲームだぞ！」

　女性の神技で落とされたケースを抱えて、店主がそう叫ぶ。まさかそんな屁へ理り屈くつを言われると思ってなかったのか、女性が困ったように眉をひそめる。

　さすがにこれ以上は困らせられないか。

　俺はゆっくりと前に出ると露店の中に入り、店主に顔を寄せる。

「おい、俺の顔に見覚えはないか？」

「はぁ？　見覚えなんて……え……？」

　フードを少しずらし、俺は店主にだけ見えるように顔を見せた。つい最近、レオと一緒に顔を見せたばかりだからな。店主もすぐに気づいたらしい。

「あ、あ、あなたは……！　お、お、おう」

「ストップだ。俺の連れが欲しがっている。もらってもいいな？　それなら不正については目を瞑つぶってやる」

　そう脅しをかけると店主は黙って何度も頷うなずき、ぎこちない動作で女性にケースを渡した。

　いきなり店主の態度が変わったことに女性は首を傾かしげつつも、オリヒメにケースを渡した。

「はい、どうぞですわ」

「おおおお!!!!　ありがとう！　優しい人よ！　大好きだ!!」

　そう言ってオリヒメは女性に抱きつき、喜びを露あらわにする。

　しばし、女性にべったり抱きついたあと、オリヒメは満足したのか女性に向かって手を振って別れを告げる。

「さらばだ！　優しい人よ！　この恩は忘れぬぞー!!」

「恩だなんて大げさですわ」

　そう言って女性は人込みの中に消えていく。それにしても神技だったな。あんな芸当、近この衛え騎士でもできるかどうか。なにせおもちゃの弓だからな。

　なんてことを思っていると、オリヒメが俺の腕を持ってなにやらしていた。

「なにしてる？」

「動くでない！　むむ！　意外に難しいな！」

　そう言ってオリヒメはしばらく悪戦苦闘したあと、晴れ渡った顔で完成を告げた。

「うむ！　できたぞ！」

「これは……」

　俺の右の手首にはケースの中に入っていた宝石がついていた。どうやらブレスレットだったようだ。正直、大した出来じゃない。

　だがオリヒメはとても気に入っているようで、自分の手首にもつけている。

「どうだ！　お揃そろいだぞ！」

「まったく……」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮かべるオリヒメは、俺とお揃いなのを何度も確認すると満足したのか、また人込みの中を走っていく。

　そして俺はまたそれを追うのだった。

[image: ]




　　　　10




「むむっ!?」

　そろそろこの日の祭りも終わろうという頃。オリヒメがふいに顔をあげた。

　その声色は明らかにいつもと違っていた。

「向こうか」

　そう言ってオリヒメは一気に加速し、人込みの中を駆け抜けていく。

　とてもじゃないが俺では追いつけない速度だ。

「殿下」

「俺は良い。追え」

　最も俺の近くにいた近衛騎士、マルクが小さく指示を仰いでくる。

　それに即座に返すと近くにいた近衛騎士たちも一瞬で移動を始めた。俺の護衛が外れた形だが、少し離れたところにエルナがいる。エルナなら状況を見極めて俺の護衛に徹するだろう。

　そして離れているといってもエルナにとってはその程度は十分射程圏だ。何が来てもどうにかしてしまうだろう。

　そんな風に思いつつ、俺は小走りでオリヒメを追った。
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「このガキ！　邪魔するんじゃねぇ！」

　俺がオリヒメに追いついたとき、そこには人だかりができていた。

　ぐるりとオリヒメたちを囲う人だかり。そしてその中心にはオリヒメと露店で神技を見せた女性、そして倒れている老婆。それに対するのは二人組のゴロツキ。どちらも大柄だ。

　すぐ近くには露店があった。しかし荒らされており、周辺にはその露店のモノらしい食べ物が散らばっている。

　なにか揉め事があったことは容易に想像できた。

「それはこちらの台詞せりふだ！　お婆ばあさんに謝るがよい！」

「謝るわけねぇだろうが！　ここは俺たちの許可なしに露店を開けない場所だ！　勝手に露店を開けたそのババアが悪いんだよ！」

「そんなこと聞いていませんですわ！　お婆さんはちゃんと許可をもらっていますですわ！」

「俺たちの許可はねぇ！」

　なるほど。ゴロツキどもがお金を脅し取ろうとしているのか。

　自分たちの縄張りだから店を出したきゃ金を払えと。

「舐なめた真似まねをするじゃないか」

　本来なら即刻逮捕案件だ。祭りの警備は帝都守備隊が行っており、こういう輩やからの取り締まりは帝都の治安を守る警けい邏ら隊たいが行っている。

　前者はレオの管轄する部隊であり、後者は法務大臣が管轄する部隊だ。しかしこの規模の祭りの細部まですべて見て回るのは、両者を合わせても人手が足りないようだ。

　チラリと見ればマルクをはじめとする近衛騎士たちがこちらを見ていた。

　俺の判断を待っているらしい。さっさと取り押さえるのは簡単だが、どうせこいつらはただのゴロツキだ。ここまで派手に動くということは誰かが裏にいる。

　それを探るのも悪くない。

　そう思って俺は人込みをかき分けて、オリヒメとゴロツキの間に割って入る。

「失礼します。うちのお嬢様が失礼いたしました」

「ああん？　なんだてめぇは？」

「こちらのお嬢様の従者です。申し訳ありません。お嬢様はこういう場所の常識は持ち合わせていなくて」

「従者よ！　何のつもりだ！」

「お嬢様は少し黙っていてください」

　後ろを振り向き、目を細めてじっと見つめる。

　余計なこと言えばわかっているな？　という意味をこめたのだが、正確にそれを理解したオリヒメは体を震わせて、神技の女性の背中に隠れた。

「本当にお嬢様が申し訳ありませんでした。どうかこれでお許しいただけませんか？」

　そう言って俺はチラリと金貨の入った袋を見せつつ、そこから一枚取り出してゴロツキに渡す。大量の金貨を見て、ゴロツキたちの目が輝く。

　そしてゴロツキたちは目を見合わせて、ニヤリと笑った。

　金を巻き上げられると踏んだんだろうな。

「おうおう！　この程度じゃ許せねぇな！　ルール違反したのはそこのババアで、それを庇かばったお前らも同罪だよな？」

「はい、ですから申し訳ありません」

「申し訳ねぇと思っているなら誠意を見せてもらわねぇとな！」

　そう言ってゴロツキたちはさらに金を要求してきた。

　まったく、祭りで気が大きくなっているな。好都合だが。

「でしたら、これでどうでしょうか？」

　そう言って俺はさらに金貨を数枚渡す。

　だが、ゴロツキたちはそれで満足しない。

「はっ！　これで誠意か？　おい、よく聞け！　俺たちの後ろにはガームリヒ男爵がついてんだ！　あの人が全部握りつぶしてくれるから、許してほしけりゃその袋ごと寄こせ！」

　ガームリヒ男爵か。たしかギードの取り巻きの一人だ。

　まぁあの面子メンツならこういう奴やつらとの付き合いもあるだろうし、不思議じゃないだろうな。

「袋ごとすべてはちょっと……あと数枚でどうでしょうか？」

　あえて俺は弱腰の姿勢を見せる。ここでさっさと捕らえて、ガームリヒ男爵に事情を聞けばそれで終わりなんだが、それで俺の評判が上がるのは困る。

　後ろにいる貴族の名を吐かせて、近衛騎士に捕らえさせたと捉えられては困る。それではそれなりに好印象だ。

　あくまで騒ぎを起こさないように金で解決しようとする人間だと思ってもらわねば。ベストは警邏隊が来て、こいつらを逮捕することだ。そのためにも時間を稼ぎたい。

　そんな考えの下、俺はゴロツキとしばらく交渉し続ける。周りの民たちはそのうち俺に白い目を向け始める。なんとかゴロツキの機嫌を取ろうとする従者に見えてきたからだろう。

　そろそろ頃合いかと思ったとき、ゴロツキたちの我慢も限界を迎えた。

「いいから寄こせって言ってるだろうが！」

　そう言ってゴロツキが俺に手を伸ばす。あーあ、警邏隊が来るまで待てなかったか。

　そんなことを思いつつ、俺は迫る手を見つめる。

　その手が俺に触れることはなかった。

「な、に……？」

　民に扮ふんした近衛騎士たちが一瞬でゴロツキたちに剣を向けていたからだ。

　四方を近衛騎士たちに囲まれたゴロツキたちは一歩も動けずに立ちすくむ。

「お許しを、殿下。あれ以上待っていると隊長が動きかねないので」

「いいさ。それがお前たちの仕事だからな。だけど、これで問題があったことを父上に報告しなきゃいけなくなったな……面倒だ」

　本音半分、演技半分でそんなことを言いながら俺はフードをとる。

　一瞬、怪け訝げんそうな表情をゴロツキたちは浮かべる。

　俺の顔にはピンと来なかったんだろう。だから俺は自己紹介をした。

「帝国第七皇子、アルノルト・レークス・アードラーだ。お前たちには出で涸がらし皇子といったほうがわかりやすいか？　お前たちを囲んでいるのは近衛騎士だ。抵抗してもいいが、無駄だぞ？」

「お、皇子!?　どうしてこんなところに!?」

「そりゃあお嬢様が行きたいって言ったからだな」

　そう言いつつ、俺はクルリと振り返るとオリヒメに一礼した。

「我が帝国の民の非礼をお許しください。猊げい下か」

　その言葉を聞き、周りの人間たちがギョッとする。

　猊下と呼ばれるのは一人しかいないからだ。

「よい。こちらも迷惑をかけた」

　そう言ってオリヒメがフードをとった。その瞬間、周りにいた人間たちが一斉に膝をつく。

　ここが出涸らし皇子の効果というべきか。俺の正体を知ったからといって、民は跪ひざまずかない。まぁ何人かは膝をついていたが、大抵の人間は頭を下げる程度だ。

　それなのにオリヒメの正体を知った瞬間、これだ。順調に侮られていることを確認して、俺は苦笑する。

「アルノルト皇子。その者たちをどうする？」

「警邏隊に引き渡します」

「ならばその前にこのお婆さんに謝らせたいのだが？」

　そうオリヒメが申し出る。それを受けて俺は一つ頷き、ゴロツキたちを見る。

「どうする？　謝るか？」

「あ、あ、謝ります！　謝らせてください！」

「そうか」

　俺が目線でマルクに合図すると、ゴロツキたちは近この衛え騎士たちに連れられ、老婆の前に跪いて頭を下げた。それを見てオリヒメが告げる。

「二度とするな。弱い者を搾取しようとすれば、いずれそれは自分に返ってくる。次は真っ当に生きるのだな」

「は、はい！　ありがとうございます！　仙姫様！」

　ゴロツキたちは何度もオリヒメに頭を下げた。オリヒメが気に入らないといえば、さっさと斬首だからだ。少なくとも命だけは助かったというわけだ。

　そうしている間にようやく警邏隊の者がやってきた。

　彼らも騒ぎになっているのはわかったんだろう。結構な人数でやってきたようだ。

「対応は任せるぞ。騎士マルク」

「はっ。お任せください」

　警邏隊への引き渡しや面倒な説明はマルクに押し付け、俺はオリヒメを連れて城に戻ることにした。

「ではな！　優しい人とお婆さん！」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　老婆はしきりに頭を下げており、神技の女性もそれに合わせて頭を下げる。

　だが、ふと神技の女性と視線が合った。そのとき、女性が口を開いた。

「皇子殿下……彼らの裏にいた者はどうなさるおつもりなんですの？」

「……」

　オリヒメの正体を明かして、そちらの話題からは興味をそらしたつもりだったが……。

　なかなかどうしてよく見ている。弓の腕といい只ただ者ものではなさそうだ。

「適切に対応する。俺の弟が」

「お、弟君ですの……？」

「ああ、俺はやらん。そういうのは弟の仕事なんでな。ではまたどこかで」

　そう言って俺はオリヒメとともにその場を後にしたのだった。

　こうも騒ぎになってはもうお忍びというわけにはいかない。
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　そして夜。城に帰ったあと、問題が起きたことを父上に報告し、加えてセバスが探り当てた情報も父上には伝えた。とはいえ、まだまだ断片的な情報だ。

　もしかしたらという憶測に過ぎないため、父上もフランツも困り顔だった。

　結局、セバスが情報を集めたらまた伝えますということで話はまとまった。

　ようはこの一件はしばらく俺に任されたということだ。

「なかなかどうして夜の路地裏ってのは不気味だな」

「密談にはもってこいではありますな」

　そんな会話をしていると後ろから気配がした。

　ゆっくり振り向くと、そこには朱色の仮面を被かぶった女性がいた。その手には弓を持っている。

　こいつが藩国の義賊、朱月の騎士ヴアーミリオンか。

　そんな風に思っていると、俺の顔を見た向こうが少し慌てた様子でつぶやいた。

「あ、アルノルト皇子……!?」

「ほう。ご存じだったか。さすがは藩国の義賊。俺もターゲットに入っていたかな？」

「そ、そんなことありませんですわ！」

「……ですわ？」

　耳に飛んできたのはややこしい口調だった。

　俺は祭りで似たような口調の女性と会っている。無理やり語尾にですわをつける人間がそう何人もいるとは思えない。どう考えても間違ったですわの使い方をしている人物といえば。

「……露店で会った神技の女性か？」

「ち、違いますわ！　弓なんて使っていませんですわ！」

「……そうか。弓は使ってないか」

「ああ……やってしまいましたですわ……」

　俺は一度も弓なんて言ってない。それにすぐに気づいたヴァーミリオンは自分が墓穴を掘ったことを知り、肩を落として落ち込むのだった。




　　　　■■■




「よくまぁそれで仮面の義賊なんてやっていられたな？」

「うう……言い返せないですわ……」

　俺の言葉にヴァーミリオンは項うな垂だれる。

　場所はセバスが用意した宿屋。本来なら路地裏で話を終えるつもりだったんだが、ヴァーミリオンの正体に触れてしまったため、場所を移すことにした。こちらのほうが安全だからな。

「はぁ……想像の斜め下を行かれるとは思わなかった」

　椅子に座った俺はあまりの迂う闊かつさに呆あきれつつ、そうヴァーミリオンに告げる。

　後ろでセバスが、人のことは言えませんがねとつぶやいたが、無視した。

　フィーネにバレたときのことを言っているんだろうが、皇子の部屋へ勝手に入るなんて誰が予想できるのか。ヴァーミリオンの失敗と一緒にしないでほしい。あれは回避不可能だ。

「とりあえず自己紹介から行こうか。知っていると思うが、俺はアルノルト・レークス・アードラー。帝国の皇子だ。こっちは執事のセバスチャン」

「どうぞ、セバスとお呼びください。昨日は大変失礼いたしました」

「い、いえ、こちらこそですわ……」

　セバスが丁寧に頭を下げると、ヴァーミリオンも頭を下げた。

　その姿を見て、朱月の騎士なんて大層な名前を想像するのは無理だろうな。とはいえ、彼女が藩国の義賊であるのは事実であるし、こちらの知らないことも知っている人物であることも事実。だから俺は彼女に包み隠さず話すことにした。

「魔奥公団グリモワールのことは父上には伝えたが、まだまだ情報が不確定すぎて国としては動けない。だから俺は魔奥公団が本当に帝都にいるのか、そして何を目的としているのか。それを探り当てたい。そのために力を借りたいんだが？」

「……義賊と呼ばれていようと私は賊ですわ。皇子がそんな者と協力しているなんてバレたら、藩国との関係が破綻してしまいますわよ？」

「そのことは承知の上だ。だから闇に紛れて会いにきた。まぁ俺が来たのは……いざとなれば切ることができる皇子だからだな」

「……祭りの時もですが、聞いていた人物像とだいぶ違うような気が……」

　俺の説明を聞いてヴァーミリオンは困惑した様子を見せた。

　そんなヴァーミリオンに対して、俺は脚を組んで答えた。

「出涸らし皇子にしてはちゃんとしすぎているか？」

「……ありていに言えばそうですわ。無能無気力の皇子という評判と、今のあなたは一致しないですわ」

「まぁそうだな。この一件はやる気を出しててな。なにせ弟が関わってるかもしれない。俺に関わりないところで起きていることなら気にしないが、俺の家族が関わってくるなら話は別だ。俺は俺の周りに危害を加えようとする奴らには容赦をしないと決めているんでな」

　そう言った俺の目を見た瞬間、ヴァーミリオンは一歩後ずさった。

　思わずといった感じだったんだろう。そのことにヴァーミリオン自身も驚いていた。

　そんなヴァーミリオンに対してセバスが困ったような口調で告げる。

「いつもこういう風にやる気を出してくれると助かるのですがね。つまるところサボり魔ということです」

「サボり魔なんて可愛かわいいものではありませんですわ……能ある鷹たかは爪を隠すと言いますが、さすがは黄金の鷲わしの一族。曲くせ者もの揃ぞろいですわね」

　そう言ってヴァーミリオンはゆっくりと仮面を外した。その奥にあった素顔は綺き麗れいな少女の顔だった。眼鏡をかけていたときはさして目立たなかったが、整った顔立ちだ。

　フィーネやエルナのように人の目を強く惹ひく美しさとは違う。

　彼女たちがバラやアジサイのように一目で美しいとわかる花であるとするなら、目の前の少女はしっかりと見つめて良さが見えてくるユキノシタといったところか。

「私はミアと申しますわ。藩国では朱月の騎士ヴアーミリオンと呼ばれています。帝国に来たのは魔奥公団の支部で帝国にて何か計画があることを突き止めたからですわ」

「信用してくれたと取ってもいいかな？」

「構わないですわ。あまり貴族や王族という身分の方は好きではありませんが……あなたは別だと思いましたわ」

「理由は？」

「出涸らし皇子などと呼ばれても本気にならないのに、家族のために本気になる。きっと家族が大切なのでしょう？　私には血縁で結ばれた家族はいませんが、それとは違う絆きずなで結ばれた家族がいます。あなたのその気持ちが私にはわかりますわ。だからあなたを信用することにしたんですわ」

　ミアの言葉に俺は苦笑する。義賊なんてやっているだけあって、判断基準も特殊だな。

　だが信用してくれるというなら都合がいい。

「では手を結ぶとしよう。この一件が終わるまでは君に手出しはさせない。その代わりこちらに協力してほしい」

「わかりましたですわ。帝国側から追手を差し向けられては調査どころではありません。その代わり、そちらの情報もいただきますですわ」

　そう言ってミアはこちらの情報も要求してきた。なるほど、力だけで全部解決の脳筋かと思ったけど頭も回るらしい。

　わざわざセバスを夜の街で動かしていた以上、こちらにも情報があると踏んだんだろう。

「別に構わないが……後には退ひけないぞ？」

「元々、仮面を被ったときから退路は断っていますわ」

「そうか……皇帝の即位二十五周年式典には各国の要人が来ている。それは知っているな？」

「もちろんですわ。あなたといたオリヒメ様もその一人ですわね？」

「ああ、そうだ。その中には王国の聖女もいる。接待役は俺の弟だ」

「……その聖女様に何かあると？」

「本人の言動が不穏だった。最後なんて言葉をむやみに使う人じゃない。それで何かあると踏んだ。彼女が身の危険を感じているなら、裏で何か企たくらみが進行しているかもしれない。だからセバスに不審なところがないか調べさせていたのさ」

「……聖女様が頼んだわけではないと？　よくそれで動く気になりましたわね……」

「俺の嫌な予感はよく当たるんだ」

　そう言って俺は小さくため息を吐つく。今回も残念なことに当たってしまった。あとはどこまでその嫌な事態が広がっていくかだが、それはこちらの努力次第で食い止められる。

「正直、聖女に何かしようとするなら内部に協力者が必要だ。だが、城には多くの人がいるし、帝位争いのせいで勢力もいくつかある。内部から探すのは難しい。繋つながりのある組織から辿たどる以外に手はないというわけだ。これが唯一の手掛かりといってもいい」

「魔奥公団なら聖女様を襲撃しても不思議ではありませんわ。あの組織は藩国の闇を牛耳り、自分たちの研究素材を探し続ける異常者の集まりですもの」

「狙っているという証拠はないが……いるだけで害悪だ。さっさと潰すとしよう。セバスに組織の男を追わせる。それに付き合ってもらっても構わないか？」

「もちろんですわ」

「ああ、セバスの指示には従ってくれよ？　うっかりなんだから」

「う、うっかり!?」

「うっかりだろ？　口調やら出来事なんかで正体がバレたわけだし」

「な、慣れていなかっただけですわ！」

「慣れていなかったって……敵と出会ったときはどうしてたんだ？」

「遠くからドーンですわ。近づいたとしても会話なんて滅めつ多たにしませんし、逃したりもしませんもの」

「……」

　弓を放つ素振りを見せながらミアはそう告げる。

　なるほど。強すぎて正体を隠すとかそういう心配をするまでもなかったのか。

　心配の種がまた一つ増えたな。

「ちゃんと見張ってろ」

「かしこまりました」

「ど、どういう意味ですの!?　訂正を求めるですわ！」

「そのヘンテコな口調を直してから出直してこい」

「ヘンテコな口調!?　お爺じい様直伝の淑女の口調ですわよ!?」

「本当の淑女はそんな喋しやべり方かたはしない」

　ガーンとショックを受けるミアを見て、俺は軽く頭痛がしてきた。

　こんなんで大丈夫なんだろうか。

　そんな不安を覚えつつ、その日の密談は終了したのだった。
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　次の日の夜。

　俺は城を抜け出して、ミアと密談をした宿屋にいた。

「どうだ？　収穫はあったか？」

　俺の問いかけにミアがすぐに頷うなずく。

　式典はもう間近。さすがに向こうも動いたか。

「魔奥公団の幹部を見つけたですわ」

「ほう？　顔見知りなのか？」

「いいえ。私は初めて見る顔でしたですわ」

「それなのに幹部だとわかるのか？」

　ミアは頷き、一枚の紙を取り出す。

　そこに描かれていたのは黒い本のマーク。ただの本ではない。悪魔の羽が生えた奇怪な本のマークだった。見るからに怪しそうなマークに俺は目を細める。

「これは？」

「魔奥公団のシンボルマークですわ。幹部はこれを入れ墨として体に入れているのですわ」

「なるほど。このマークを持っている奴やつを見つけたか？」

「はいですわ」

　魔奥公団の幹部を見つけられたのはデカい。そいつの動きを追っていれば、自然と何をしようとしているのかがわかってくる。

　式典中の帝都に犯罪組織というのは不穏極まりないが、対応できることとすれば警備を厚くすることくらいか。

　父上に言ったところで捜査には乗り出さないだろう。そんな人手はないし、すでに計画が始動しているなら時すでに遅しだ。中止というのもありえない。

　やれることは限られている。

「もう一つお知らせすることが」

「なんだ？」

「その幹部は帝都に潜入していた賞金首、呪じゆ詛そ使いのイアンです」

「賞金首が魔奥公団の幹部？　元々、幹部だったのか、それとも招かれたのか。どちらにせよ、帝都に入れた理由がはっきりしたな」

　点が線で繋がっていく。別々に追う必要がなくなったのは助かるな。だが、そうなるとなおさら侮れない。

　賞金首の呪詛使いを使って、一体何をする気なのか。暗殺か、もしくは別のことか。敵の選択肢は多い。こちらはさまざまなことを想定しなければいけない。厄介極まりない。

「考えることが多いな。今回は」

「そのようですな。それはそうと、レオナルト様はいかがですか？」

　セバスがそうレオの様子を聞いてくる。

　秘密を握っているだろう聖女から何かを聞き出せそうなのはレオしかいない。

　気にするのは当然だ。

「どうだかな。仲良くなってはいるだろうが、レオ次第だろうさ」

「聖女様も何か不穏な気配を感じているなら言ってくだされば力になれるのにですわ」

「彼女が話さないという時点である程度のことは予想できる」

「予想というと？」

「……聖女レティシアは王国のために戦った。王国とそこに住む民こそが彼女の守るべきものだ。たとえそれが自分を裏切ろうともな」

「王国が聖女を裏切ると？」

　セバスの問いに俺は一つ頷く。

　自分の問題だとレティシアが口を閉ざすというのはそういうことのはずだ。

「信じられないですわ……王国を支えるのは聖女様のはずでは……？」

「王国とて一枚岩じゃない。現在、王国を主導する派閥は聖女レティシアを中心とする親帝国派だ。だが、それとは別に反帝国派も大勢いる。そして反帝国派は親連合王国派でもある。彼らは連合王国と手を組み、帝国に対抗するべきだと主張する。だから帝国との関係を改善させ、連合王国からの侵攻を跳ね返したレティシアは邪魔で仕方ないんだ」

　連合王国にとってレティシアは目の上のたんこぶだ。

　レティシアという聖女がいるかぎり、連合王国は王国の領土を手に入れることはないだろう。そもそも連合王国の主要な者たちは開戦に踏み切らない。いや踏み切れない。

　それほどレティシアというのは連合王国には恐れられている。トラウマに近いかもしれない。

　だからこそ、連合王国と親密な関係を築く上でレティシアの存在は邪魔となる。

「救国の聖女なのに……都合が悪くなれば排除しようとするだなんて……最低ですわ」

「人間なんてそんなもんさ。レティシアが戦場に立ったとき、王国はひどく弱っていた。そこからようやく巻き返すことに成功してきたわけだが、力を取り戻せば領土の拡大を視野に入れることになる。そうなると帝国と仲がいいのは困る。領土を拡大するうえで最も欲しいのは大陸中央部の領土、つまり帝国領土だからだ」

「皮肉ですな。聖女様が救い、勢力を回復させたがために聖女様が排除されようとするとは」

「まったくだ。この時期にレティシアが帝国に来たということは、親帝国派は帝国と条約を結ぼうと考えているはずだ。阻止するなら今と考え、反帝国派が動いているならレティシアの言葉も理解できる。これは確かに王国内の問題だ。ただし舞台は帝国だがな」

　帝国内で聖女が暗殺されれば帝国と王国は緊張状態となる。

　かねてから連合王国は大陸に領土を求めていた。藩国よりもさらに大きな領土だ。だから王国に侵攻したわけだが、王国に対して執着しているわけではない。

　彼らが欲しいのは大陸の領土だ。どの国の領土でもいいというわけだ。そういうことならば王国と手を組んで帝国を攻めるのはありえる話だ。大義名分さえあれば皇国だって巻き込めるかもしれない。そうなればいくら帝国でも厳しい。

「ここからは完全に想像の話だが……帝国が劣勢に陥った場合、帝国は領土を割譲することになるだろう。加えて聖女暗殺の責任を誰かに取らせることになる。そして傍そばにいた接待役であるレオがその犠牲になる可能性は高い。つまり……帝位候補者たちにとっても旨うまい話というわけだ」

「自分の国に被害をもたらしてまで帝位が欲しいというんですの？　本末転倒ですわ」

「まったくもってその通りだが……これまでの行動からないとは言い切れない。そこらへんの事情に魔奥公団グリモワールが付け込んだか、もしくは王国か帝位候補者が巻き込んだか。どちらにせよ、どの陣営にも動機がある。動機があるということは可能性があるということだ」

「しかし、それぞれの目的で動いている以上、シナリオどおりには事は運ばないかと」

　セバスの言葉に俺は頷く。

　反帝国側は帝国を滅ぼしてしまいたいと思っているし、帝位候補者たちも王国を味方とは思っていないだろう。そうなると聖女が暗殺されるか、もしくはその少し前にそれぞれが独自の行動をとり始めてもおかしくない。

　さまざまな思惑が入り乱れれば非常に読みづらくなる。

「魔奥公団が聖女に関わっているかは定かではないが……わざわざ帝国の式典に潜り込んでいる以上、よからぬことを考えていることは事実だ。結果的に関わっていなかったとしても、魔奥公団の企みを阻止すれば、それを理由に要人たちを早めに帰国させることも可能になる。これ以上、面倒なことになるのは避けられるかもしれない。さらに魔奥公団を探れ。奴らの計画が何なのか知る必要がある」

「かしこまりました。万が一、間に合わなかった場合はどうなさるおつもりですか？」

「そのときはこちらで手を打つ。来てほしくはない未来だがな」

　きっと聖女が暗殺でもされたらレオはしばらく立ち直れない。

　そうなれば勢力自体が揺らぐ。なにより、俺も自分を許せないだろう。

「最悪の場合は奥の手でどうにかする。だが、使いたくはない手だ。わかっているな？」

「はい。お任せください」

　そう言って俺はセバスとミアに魔奥公団の件を任せて部屋を出た。

　さて、どう転ぶやら。とりあえず監視すべき帝位候補者は決まった。

　戦争という単語が大好きな奴ならこういう計画にも乗るだろう。

「昔はどうあれ、今はもう救いようがない馬鹿だな。ゴードン」

　そうつぶやきながら俺は城へ戻ったのだった。
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　朝。帝都はいつになく活気に満みち溢あふれていた。

　今日は式典の一日目。開会式だ。城はいつもよりだいぶ慌ただしい。

　その慌ただしさのせいで目が覚めてしまった俺は、運動がてら城を散歩していた。

「アル兄さま……？」

「クリスタ？　早いな」

　後ろから声をかけられ、振り返るとそこにはクリスタがいた。

　場所は城の中腹。広場があるエリアだ。

「兄さまこそ早い……なにしてるの？」

「散歩だな」

「じゃあ私たちと一緒」

「私たち？」

　そう聞き返すとクリスタが静かに頷うなずき、広場のほうに視線を向ける。

　そこでは青い髪のエルフとリタが楽しそうに歩いていた。

「エルフの姫君か。ずいぶん仲良くなったみたいだな？」

「うん。良い人」

「そうか」

　クリスタが懐くのは珍しい。排他的なエルフは人間を見下す者も多い。だが、そういう人物ならクリスタが懐くこともないし、リタと楽し気に歩くこともないか。

　ただ問題がある。彼女を見ているとどうにも違和感が湧いてくる。

　城に来たときは結局、違和感の正体には気づけなかった。

　彼女には何かがある。

　そう思って彼女を注意深く観察していると、向こうがこちらの視線に気づいた。

　深く一礼すると向こうも頭を下げたあと、こちらに近づいてきた。

「お初にお目にかかります。第七皇子のアルノルトと申します。エルフの姫君」

「姫君なんて言われると照れてしまいます。私はウェンディ。エルフの里より参りました」

　丁寧にあいさつするウェンディからは不穏な気配は欠片かけらも感じられない。

　親しみのある笑顔には嘘うそもない。しかし違和感だけは消えない。

「アルノルト殿下はクリスタ殿下と仲がよろしいのですか？」

「うん、アル兄さまとクリスタは仲良し」

　クリスタがそう言って抱きついてくる。苦笑しながらクリスタの髪を撫なでつつ、俺はウェンディから視線を外さない。何かあともう少しで掴つかめそうな気がする。

　そう思っているとリタが慌てた様子で俺とウェンディの間に割って入った。

「あ、アル兄！　そろそろリタたち行かないと！」

「う、うん！　戻らないと！」

　リタとクリスタの慌てようはどうもおかしい。二人はウェンディの手を引いてその場を去ろうとする。そのとき、一瞬だがウェンディの姿がブレたような気がした。

　錯覚と思ってしまいそうなわずかな変化だが、俺はその手の現象を見慣れている。

「幻術か」

　俺の言葉を聞き、リタとクリスタが足を止め、体を震わせた。

　ビンゴか。二人とは対照的に当事者のウェンディは落ち着いた様子だった。

「さすがは帝国の皇族。どなたも良い目を持っておられますね」

「クリスタも気づきましたか」

「はい。話は部屋でも構いませんか？」

「もちろんです。何か事情がおありなのでしょうから」

　そう言って俺はクリスタたちと共にウェンディの部屋へ移ったのだった。
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「まずは欺いたことをお詫わび申し上げます」

「それは構いません。気になるのはなぜ幻術を使っているのか、ということです」

　俺の質問にウェンディは一つ頷き、自らにかけていた幻術を解いてみせた。

　かるくウェンディの体が光り、そのあとに本当のウェンディが現れた。

　スレンダーな大人の女性だったウェンディが、クリスタと変わらない背になっていた。

　つまり子供ということだ。

「なるほど。子供が代表では礼を欠くというところですか」

「はい。エルフの里で人間の国に行きたがる者は多くありません。その多くない中で要人を務められる身分は私しかいませんでした。しかし大国である帝国への使者として子供が向かったとなれば失礼に当たるのではという意見もあり、仕方なく幻術で姿を変えていたのです」

「先に言っていただければ対応したのですが……まぁもう仕方ないでしょうね」

　嘘をついた以上は嘘を貫き通すしかない。事情が事情だし、バレたところで父上が怒るとも思えないがバレずに済むならそのほうが面倒は少ない。

　チラリとクリスタとリタを見ると、二人とも怒られるのではとビクビクしていた。

　そんな二人の頭に手を置く。

「秘密を守るならもっと上手うまくやれ。怪しかったぞ？」

「……怒らない……？」

「怒らないさ。お前は接待役だ。立派に務めを果たしてる。リタもな」

「リタは何もできてない……」

　嘘がバレたことがショックだったのか、リタは肩を落としている。

　護衛としての力不足は感じているんだろう。せめて秘密を守る手伝いくらいはと思っていただろうに、それを暴いてしまった。悪いことをしたな。

「姫君。この子たちをよろしくお願いします。困ったことがあれば頼ってくださればお力になりましょう」

「陛下にお伝えしないのですか……？」

「伝えたところで対応する暇は父上にはありません。仕事を増やすよりは誤ご魔ま化かし通したほうがよいでしょう。まぁバレたところで問題にする人ではないので、肩の力を抜いてください」

　俺の言葉を聞き、ウェンディは安心したようにほっと息を吐いた。

　ずっと気を張ってたんだろうな。エルフの成長はある程度のところで止まる。だが、ある程度のところまでは人間と変わらない成長速度をたどる。つまり見た目が子供のウェンディは間違いなく子供ということだ。異国の地で心細かっただろう。それでも耐えられたのはクリスタとリタが友人になったからだろうな。

「フィーネには伝えてあるのか？」

「ううん……まだ」

「じゃあフィーネには伝えておけ。問題が起きたら俺かレオに知らせろ。なんとかする。いざとなれば母上に頼めばどうにでもなる」

　父上はクリスタには甘い。その母親代わりである母上にも当然ながら甘い。

　クリスタが母上に頼れば、父上は間違いなく許すだろう。だが、父上が許したところで問題を大きくしようとする者もいるはずだ。エルフは嫌いだという者も帝国にはいるし、礼儀を重んじる者もいる。

　そういう奴やつらを黙らせるのに父上の手を煩わせるのは心苦しい。大忙しだからな。

「とはいえ、なるべくバレないように。皇族の視線にはお気をつけを。俺が気づけるということは全員に気づかれる可能性があるということです」

　まぁ違和感を覚えて、それを解明しようとする者は少ないだろう。

　問題なのはそこではない。ウェンディの姿がドストライクな変態がいるということだ。

「とりあえずトラウ兄さんには近づくな。いいな？」

「うん、わかった」

　クリスタが真剣な顔つきで頷く。クリスタもまずいとは思っているみたいだな。

　ウェンディはトラウ兄さんが求めていた〝ロリフ〟そのものだ。

　あの人がウェンディを見てどんな反応をするのか。ちょっと予測できない。

「注意点はそのくらいか。では失礼します。姫君」

「あ、アルノルト殿下。その……ありがとうございます」

「礼は結構です。その分、帝国を楽しんでください。そのために来られたのでしょう？」

「はい！　私は人間や人間の国に興味があります！　お祭りも見てみたいです！」

「リタも祭り楽しみ！」

「私も」

「それはフィーネに伝えておけ。手配してくれるはずだ」

　そう言い残して俺は部屋を出る。扉を閉めると壁に寄り掛かったジークがいた。

「また聖女の部屋に近づいたのか？」

「ちげーよ。お前さんの妹たちの護衛で眠いだけだ」

「そうか……悪いな。面倒事を押し付けて」

　ジークにはクリスタとリタの傍そばにできるだけいてもらうようにしている。

　たぶんその過程でウェンディの正体にも気づいていたんだろう。

　バレないようにしっかり護衛してくれているようだ。

「別にいいさ。これも仕事だ。こっちはどうにかなる。そっちはどうだ？」

「順調とは言えないな。最悪、騒動が起きるかもしれない。クリスタにしろ、ウェンディにしろ、狙われる可能性は十分にある。任せたぞ？」

「はっ……誰に言ってやがる。このジーク様が護衛してんだ。傷一つ」

「あ、ジークいた」

　カッコつけている最中にジークはクリスタに抱えられて部屋に連れていかれてしまう。

　きっとまたおもちゃにされるんだろうなと思っていると、中から叫び声が聞こえてきた。

「いてぇぇぇぇ!!　引っ張るんじゃねぇぇ!!」

「……まぁ仕事と割り切ってもらおう」

　少し同情しつつ俺はその場をあとにする。

　やることはたくさんあるのだ。
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「我が治世は二十五周年を迎えた。皆には苦労もかけてきた。良いことばかりではなかっただろう。反省すべき点はいくつもある。だが、こうして無事にこの日を迎えられた。それは支えてくれた臣下たち、そしてついてきてくれた民たちがあればこそ！　今日という日は皆のための日だ！　このような皇帝によくぞついてきてくれた！　帝国が存続し、栄え続けたことを祝い、喜び、そしてこれからの未来に希望を持って歩こう！　今日はそういう特別な日にしようではないか!!」

　皇帝ヨハネスの演説により即位二十五周年を記念した式典の開会式が始まった。

　それを観覧席から見ていたレティシアとレオは拍手をしながら民に視線を移す。

「皇帝陛下万歳!!」

「帝国万歳！」

「帝国よ永遠であれ!!」

　熱狂ともいうべき雰囲気を見て、レティシアがふっと柔らかい笑みを浮かべた。

「よい国ですね」

「そうですね。陛下は……いえ、父上は良い国を作られた。僕もあのようにあれたらといつも思っています」

「レオナルト様ならきっとなれます」

　そう言ってレティシアは笑顔を浮かべた。

　お世辞ではなかった。レオならばできるとなぜか自信をもって言えた。

「……そうであればいいのですが」

「自信がありませんか？」

「そうですね……僕は自信を持てることを何もしていませんから」

「ふふ、あなたにそれを言われては多くの人が立つ瀬がないでしょうね」

「謙遜ではありません……本当に僕は何もしていないんです。人は僕を英雄と呼ぶ。けれど、英雄と呼ばれるほどのことを僕はしていない。必死に皇族としての義務を果たし、周りが助けてくれただけです」

「人に助けられるのも皇帝の素質だと思いますが？」

「そうかもしれません。幸運にも周りの人には恵まれています。ですけど、それが最も大切だとするなら……僕より優れた人がいる」

　そう言ってレオは違う場所で皇帝の演説を見ているアルのほうに視線を移した。

　そこにはオリヒメとウェンディがおり、クリスタやフィーネもいた。

　アルは全員と打ち解けた様子で会話をしている。

　得難き人を得る。その才能がアルにはあった。

「たしかにアルノルト様は素晴らしい方だと思います。あの人はきっと人を味方にする才能があるのでしょうね。私も……あの人が弟なら楽しいだろうなと思います」

「お、弟ですか？」

「弟です。私のほうが年上ですから」

　ひとしきり自分のほうが年上だということを強調したレティシアは、柔らかな笑みをレオに向けた。その笑みを見て、レオは顔を赤くする。

「レオナルト様は悩まれているのですね。自分が皇帝になるべきなのか。アルノルト様のほうがふさわしいのではないかと」

「……はい」

「では断言しましょう。きっとあなたのほうが皇帝に向いています。アルノルト様は近しい人に興味を示しますが、そうでないならきっと興味を抱きません。今も傍にいる人たちに目を向けても、民には目を向けていませんから。一方、レオナルト様は国を家族と捉えることができます。民のために何ができるのか。そう考えられる人です。どちらが皇帝に向いているかははっきりしているかと」

「向いている、ですか……」

「はい。あなたは向いています。そして相応ふさわしいのもレオナルト様です。皇帝とは国の象徴。皇帝は決断し、国を導く存在です。そうである以上、皇帝を目指し、国をよくしようと考える者が相応しい。アルノルト様は資質に恵まれていても、その意思に欠けます。なぜならあの人にはあなたがいるから。あなたがいる以上、アルノルト様は皇帝を目指さないでしょう。誰よりもあなたを認めているからです」

　まだ足りませんか？　とレティシアが視線で問いかける。

　それに対してレオは首を横に振った。勢力が弱かった頃は必死だった。やらなければ死が後ろにあったからだ。しかし勢力が大きくなり、皇帝の椅子というものがちらつき始めて、迷いが出てきた。自分でいいのかという迷いだ。

　迷うほどには余裕ができたということだ。だがその迷いも払拭された。

　迷うだけ無駄だったと気づけたからだ。

「大丈夫です。ありがとうございます」

「そうですか。それはよかったです」

　レオがアルのほうが相応しいと感じたように、アルもレオのほうが相応しいと感じている。

　そして向いているのは自分だというなら答えは決まっている。皇帝になったからといって兄弟でなくなるわけではない。互いに信頼し、今までと同じように支え合っていけばいい。

　その未来がレティシアの言葉で見えた。

　目の前にあった霧が晴れたような気分だった。ずっと抱いていた迷いが消え去ったのだ。

　感謝しつつ、レオはもう一度、アルのほうを見る。

　アルはレオのほうを見ない。

　それはきっとレオを信頼しているから。そしてそれは無言のメッセージでもあった。

　レオとて馬鹿ではない。ずっと傍にいたのだ。レティシアが何か抱えていることは察していた。だが、それをどうするべきか扱いかねていた。

　同じことをアルが気づき、相談してくるかもと思っていた。しかしアルは何も言ってこなかった。気づかないはずはない。同じ双子なのだ。

　ならば答えは一つ。

「僕に任せるってことか……」

「はい？」

「いえ……一つ答えにたどり着いただけです。レティシア」

　さん付けもせず、ただ名前を呼び捨てにした。

　今までにない呼ばれ方にレティシアは目を見開くが、レオはそのまま言葉を続けた。

「あなたが僕の悩みを聞いてくれたように、僕もあなたの悩みを聞きたいと思っています。もしも信頼しているというなら──僕に話していただけませんか？　あなたの悩みを」

　レティシアの目を真っすぐ見つめてレオは告げる。

　思いもよらなかった言葉にレティシアは言葉を失った。

「本当はずっと気づいていました。あなたが何かを抱えているのだと。けれど聞くのが怖かった。だから兄さんがその話を持ち掛けてくるまで待っていました。でも兄さんは何も言ってこなかった。きっとそれは僕に任せるということでしょう。だから聞きます。あなたが抱える悩みを僕に共有させていただけませんか？」

「レオナルト様……」

　迷いのなくなったレオは真っすぐだった。その真っすぐさにレティシアは最初こそ驚いたが、今はこれがこの双子の相違点なのだろうと分析していた。

　アルはこんな風に真っすぐ聞くようなことはしない。回りくどいともいえる手を使い、聞き出そうとするだろう。一方、レオは一切寄り道もせずただ真っすぐに質問してきた。

　どちらが自分にとって好ましいか。レティシアは考えるまでもなく後者だと思えた。

　善意に対してレティシアは弱い。そういう点でいってもレオはレティシアの説得に向いていた。レティシアは困ったように笑ったあと、小さくため息を吐ついた。

　喋しやべってしまいたいと思ってしまったからだ。そう思わせる何かがレオにはあった。

　喋れば巻き込むことになる。それは絶対に良いことではないとわかっていた。しかし、レティシアの口からこぼれたのはその思いとは裏腹な言葉だった。

「……国王陛下は老いられました。現在、政務の大半は第一王子殿下が取り仕切っています。そして……第一王子殿下は反帝国派と手を結びました。私を邪魔だと感じるようになったのでしょう。いずれ私は暗殺されると思います。王国はもはや私を必要としていないのですから」

「暗殺……？　王国のために尽くしたあなたを!?」

「もちろん味方してくれる方もいます。ですが……私はこの聖せい杖じようを手に取ったとき、王国にすべてを捧ささげると決めました。王は国を導く者。そして次代の王が私の死を望むならば……私は受け入れます」

「そんな……そんなことって……」

「王国は変わりました。私が戦場に立ったとき、王国はひどく弱っていました。しかし今は違います。大陸三強と呼ばれるだけの力を取り戻しつつあります。そしてそれは民も同様です。民は自信を取り戻し、王国こそが大陸最強であると考え始めています。しかし現実的には王国は大陸三強の中では最も弱小と考えられており、そういう扱いを受けます。それが民の不満となりつつあるのです。そういう王国の雰囲気を感じ取ったからこそ、今までどちらの立場にもつかなかった第一王子も動いたのでしょう。私が考えを変え、帝国と事を構えることを容認すれば命は助かるでしょうが……私は帝国と戦うことが王国の未来に繋つながるとは思えません。帝国は強い国です。戦うよりも手を取り、共に発展することのほうが王国のためになると思います」

「そのとおりです！　レティシア、あなたは間違っていない！　僕が力になります！」

　そうレオは語る。聖女レティシアの人気は大陸規模だ。それを支持する勢力はかなりいるはず。それを帝国が後押しすれば、第一王子も考えを変えるだろう。

　そうレオは思っていたが、それに対してレティシアは悲しく微笑ほほえむ。

「この問題に帝国が関われば、王国と帝国の戦争に繋がります。最悪、王国を二分する内乱になりかねません。それを容認することはできません」

「ではただ殺されるのを待つのですか……？」

「帝国に迷惑はかけません。彼らはきっと帝国内で私を暗殺し、帝国との戦争の口実にする気でしょう。しかし、式典中に私を暗殺するのは至難の業です。近この衛え騎士が睨にらみを利かせてますからね。狙いはきっと帰路。しかし信頼できる者を連れてきています。私が暗殺可能になるのは王国領内に入ってからでしょう。ですから……この式典での時間が私の最後の時ということです。だからあなた方兄弟を指名しました。あなたたちならばきっと楽しい時間を過ごせると思ったから……」

　帝国の近衛騎士団は大陸最強と言ってもいい。その護衛を突破するのは非現実的だ。

　しかし、いつまでも帝国にいるわけにもいかない。

「これが私の悩みです。そしてこれは私の問題です。レオナルト様が気に病むことではありませんから……どうかそんな悲しそうな顔をしないでください」

「……王が死ねと言えば……死ぬのですか？」

「……それが国というものです。私の聖杖は強力です。民たちが王国の力に自信を持つのは、この聖杖の力もあります。私が死ねば民の熱も落ち着くでしょう。そうなれば第一王子も方向転換がしやすくなります。戦争は悲惨です。しないで済むならしないほうがいい。私が王国領内で死ねば戦争は避けやすくなる……それが私にできる王国への最後の奉仕です」

　そう言い切ったレティシアの顔に迷いはなかった。

　聖杖は王国の奥深くに封印されていた。国を救うためにその封印を解きに向かったときから、まともな死に方など望んではいなかった。

「私の最後の我わが儘ままです。どうか楽しい時間をください。レオナルト様」

　そう言ってレティシアは笑う。

　何を言えばレティシアの考えを変えられるのか。レオにはそれがわからなかった。生きることをレティシアは諦めている。そんな人間に何を言えばいいのか。

　そして結局、言葉は見つからないまま開会式は終わり、帝都は記念式典へと移行したのだった。
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　開会式の後、レオが俺の部屋に来て、二人で話したいと言ってきた。

　あまりにも深刻そうな顔つきだったので、俺はオリヒメをフィーネのところに向かわせて話を聞くことにした。

「……」

「……」

　しかしレオは喋らない。いや喋れないのかもな。自分の中でも整理できていないのだろう。

「レティシアは何と言っていた？」

「……兄さん。僕は……」

　レティシアの名前を聞いた瞬間、レオの顔が泣きそうに歪ゆがんだ。

　それを見て、どういう会話がなされたのかは大体予想がついた。

「彼女はやはり命を狙われていたか……」

「兄さんは気づいていたんだね……」

「そうかもしれないと疑ってた。けれど彼女は俺には話さなかった。お前には話したんだな」

「嬉うれしくないよ……彼女は自分の命を諦めてた……！」

　レオは絞り出すようにそう告げると、レティシアとの会話の内容を喋り始めた。

　レティシアが王国の反帝国派に狙われているということ。その反帝国派には次期国王もいるということ。国民も含めて、王国には反帝国の意識があるということ。

　反抗すれば国を割るため、レティシアは自らの命を諦めているということ。最後の時を楽しませてほしいと言われたこと。レオは悔しそうに語った。

「それが彼女の決意か……」

　王国に身を捧げたレティシアにとって、王国は自分のすべてだ。

　何をするにも王国を最優先に彼女は考える。そんなレティシアにとって、王国が帝国との戦争に向かうのは避けなければいけない。しかし、真っ向から対立することもできない。

　ならば聖杖の持ち主であり、強い王国の象徴である自分が死ぬしかない。そう思っているんだろう。

　すべては王国のために。彼女らしいといえば彼女らしい。

「なにか……なにか手はないかな？　僕は彼女を救いたい！」

「立派なことだが……俺たちには関係ないことだ」

「え……？」

「彼女は王国の人間。だから王国のことを最優先で考える。俺たちは帝国の皇族。帝国のことを最優先に考える義務がある。彼女が帝国で死なないように守ることには賛成だが、その後まで関わる義理はないし、余裕もない」

「そんな……！　なら彼女に死ねというの!?」

「そうだ。死にたいなら死ねばいい。彼女が望んでいることだ。そこに俺たちが口をはさむのは間違っている。帝国で死なれたら困るが、王国内で死ぬなら俺たちは困らない」

　ドライともいえる俺の言葉を聞き、レオが一歩後ずさる。

　絶望に満ちた顔を見たくないため、俺は目を閉じた。

「兄さん……彼女は友人でしょ!?」

「友人だ。しかし家族じゃない。家族なら何をおいても助けるが、あくまで良き友人だ。王国の旗の下で生きている以上、俺たちが助ける対象ではない」

「そんな言い方！　彼女は必死に王国に尽くし、王国のために頑張ったんだ！　こんなことってないよ！」

「そうだな。言いたいことはわかる。だが、なんとかすべきなのは王国の人間だ。これは王国の問題なのだから」

「彼女は親帝国の人だ！　助けることは帝国の利益に繋がる！」

「半端な覚悟で関われば彼女の言う通り、王国が二分される。それを避けるために彼女は死のうとしているんだ……。彼女の決意を無駄にする気か？　死んでほしくないなんて言うのはこちらの勝手な都合だ」

　スッと目を開けるとレオが感情がごちゃまぜになった表情を浮かべていた。

　憤り、悲しみ、諦め。いろんな感情が内から湧き出て、まったく整理できてなさそうだ。

　似たような表情を昔見たことがある。

「昔……お前が死にかけの猫を拾ってきたのを覚えてるか？」

「……覚えてるよ」

「あの時、母上はお前に自分の責任だと言った。〝その後〟のすべてに責任を持つなら助けてもいいと母上は言ったな。今回も一緒だ。責任が持てないなら行動はしてはいけない」

「……彼女は猫じゃない」

「そうだな。だから降りかかる責任もその比じゃない。彼女は王国の聖女。彼女を助けるということはその後にやってくる数多くの問題について責任を持つということだ。そして俺たちはその責任を持てる立場にはない。だから彼女が望むとおり、楽しい時間だけ提供してやれ」

　結局、死にかけの猫は二人で世話をして寿命を迎えるまで一緒にいた。

　だが、今回は二人で力を合わせても無む茶ちやが過ぎる。

　レオは項うな垂だれて、視線を落とす。無力さを痛感しているんだろう。

「セバスが調べたかぎりじゃ、帝都に犯罪組織が潜入している。俺はこれからシルバーに動いてもらうように頼みにいく。お前は彼女の傍そばにいてやれ」

「……それしか、ないのかな？」

「さぁな。俺は俺らしい答えしか出せない。今言ったのは俺の答えだ」

　その言葉を聞き、レオはぎこちなく笑う。

　そしてわかったよと言って、レオが部屋を出て行こうとする。そのとき、扉がノックされた。

「どうぞ」

「失礼いたします。私はウェンディ様の従者、ポーラと申します」

　そう言って入ってきたのは眼鏡をかけた女のエルフだった。

　できる人という雰囲気を纏まとったその人は、笑顔を浮かべて丁寧に頭を下げた。

「何かありましたか？」

「ウェンディ様が祭りを見てみたいと仰おつしやいまして。あの場にいる方では判断できなかったので、アルノルト殿下へお伺いしに参りました」

「そうか。わかった。手配する」

「ありがとうございます。それとレオナルト殿下ですね？　殿下のお噂うわさはエルフの里まで聞こえてきています。お会いできて光栄です。握手をしていただけますか？」

　そう言ってポーラはレオに握手を求める。

　まったくもってそんな気分じゃないだろうが、レオはなんとか笑顔を浮かべて対応する。

「そんな顔でレティシアのところに行ったら悲しませるぞ？」

「わかってるよ……ちゃんとやるから」

　ポーラが出て行ったあと、レオにそう言うと小声でそう返してきた。

　大丈夫だろうかと思いつつ、俺はレオを見送る。

　すると俺の後ろから声がしてきた。

「少々厳しいのでは？」

「一緒に助けてやるって言えばよかったか？」

　音もなく現れたセバスは首を横に振る。

「そういうわけではありません。ただ追い詰めすぎではと思いまして」

「あの程度で諦めるならその程度だ。諦めたほうがいい」

「まるで諦めてほしくないかのような言いぶりですな？　レオナルト様なら違う答えにたどり着く。そんな風に思っておいでですかな？」

　セバスはフッと笑いながらそんなことを言ってきた。

　それに顔をしかめつつ、俺は話題を変えた。

「賞金首の男の拠点は見つけたのか？」

「はい。バレてもいません」

「そうか。なら俺がやる。ミアは待機させておけ」

「ずいぶんと積極的ですな」

「城の内部に必ず裏切り者がいる。だが、色々と見て回ったが誰かはわからん。魔奥公団グリモワールが唯一の手掛かりだ。失敗は許されない。最大戦力で制圧する」

「かしこまりました」

　そう言ってセバスはシルバーの仮面を用意するのだった。
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「拠点は今は誰も使っていない貴族の屋敷の地下です。魔導師の集団だけあって、強力な結界が張ってありますので、直接転移というのは止よしたほうがよいでしょうな」

「わかった。一応周りで待機しておいてくれ」

「かしこまりました」

「じゃあ行ってくる」

「行ってらっしゃいませ」

　そう言って俺はシルバーとして転移したのだった。

　転移した先はあらかじめ教えられていた貴族の屋敷。数年前に使われなくなってから、放置されていたそうだ。それが犯罪組織の拠点にされているのだから帝国の落ち度と言えなくもない。

「まぁ放棄された屋敷なんて一々把握できないから仕方ないか」

　そんなことをつぶやきながら、俺は屋敷の中に入る。

　そして地下室に繋つながる扉を見つけた。もちろん鍵がかかってるし、結界で封じられてもいる。

　だが、この程度なら無いも同然だ。

　扉に手を添え、魔力を流し込む。すると扉が一瞬で爆はぜた。結界も俺が送り込んだ魔力に耐え切れず、完全に消失してしまった。

「これで向こうも気づいただろうな」

　地下室に繋がる階段を下りながら俺は周りの魔力濃度を上げていく。

　魔導師が主導する組織とはいえ、末端にいるのは普通の人間のはず。わざわざそういう奴やつらの相手をしてやる必要もない。そんな風に思っていると地下室についた。

「ほう？」

　目の前にあるのは一本道。

　何の変哲もないように見えるが、見えない魔力の糸が張り巡らされている。

　それに引っかかれば何かが出てくるんだろうな。そんな風に思いつつ、俺は平然とその一本道を進む。すると魔力の糸が反応して、壁から矢が飛び出してきた。

「魔法と罠わなの連動か。さすが魔奥公団の拠点だな」

　面白い仕掛けだとは思うが、面白いだけだ。発動までの時間を考えれば猛者には通用しない。

　実際、俺に向かってきた矢は途中で失速して落ちてしまっている。

　そのまま一本道を抜けると一気に広い空間に出た。

　そこでは数十人の男たちが武器を構えて待っていた。

「来たぞ！　投げろ！」

　あの罠を突破するような奴には矢が効かないと判断しているからだろう。

　男たちは投なげ槍やりを投げてきた。その投げ槍も魔法で若干強化された代物だ。その質は軍で採用されてもおかしくないレベルだ。

　とはいえ。

「これでおしまいか？」

「嘘うそだろ……」

　誰かがそうつぶやく。投げ込まれたすべての槍は俺の前で止まっていた。

　空中で静止する槍を見て、勘のいい者は次に起こる事態を察して物陰に隠れようとする。

「なら全部まとめて返品だ」

　槍がその場でクルリと反転する。そこでようやく何が起こるのか察した多数の男たちが逃げようとするが、もう遅い。

　一瞬で俺の前にあった槍が射出され、男たちの体を貫いていく。

　物陰に隠れた者もその遮蔽物ごと貫き、その場にいた大半が死亡、または行動不能になった。

　だが、しかし。

「ほう？」

「うぉぉぉぉ!!」

　一人、それなりにできそうな奴がいたか。

　剣を抜いた男が俺の左から突っ込んでくる。あの槍の雨を潜くぐり抜ぬけた時点で、たぶん実力的にはＡ級冒険者クラスの力は持っている。まぁ、とはいえ。

「そんな……馬鹿な……」

「悪いな。半端な攻撃じゃ俺には触れることもできんよ」

　男の渾こん身しんの一撃は俺の前で静止した。

　ビクともしない剣を見て、男が絶望の表情を浮かべる。

「言い残すことはあるか？」

「し……」

「し？」

「し、シルバーだあぁぁぁぁぁぁ!!!!」

「紹介ご苦労」

　男を左手で吹き飛ばす。それだけで男は壁にめり込み、絶命する。

　さて、今ので俺が来たということは敵全体に伝わったはず。

　見る限り、この地下室はかなり広い。おそらく元からあった地下室を拡張したんだろう。

「さて、幹部を探すとするか」

　つぶやき、俺は血の海と化した部屋を抜けて先に進んだのだった。
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「撃て撃て!!　これ以上、中に入らせるな!!」

　地下室を進んでいくと組織の構成員と思われる者たちが思い思いの反撃手段を取ってきた。

　魔法を使う者もいるし、連れん弩どを使ってくる者もいた。

　結果はどれも変わらず俺に届かないということで共通ではあったが、何人か最初に出会った強者と似たようなレベルの者がいた。それだけでこの組織の層の厚さが理解できる。

「邪魔だ」

　俺の前で机を積んで、バリケードにしようとしていた奴らを見つけると、俺は右腕を振るって風圧を起こし、バリケードごとそいつらを吹き飛ばした。

　こういう閉鎖空間だと何をするにもかなり手加減しないといけないから、俺からすれば不利なんだが、この陣容を見れば俺が突入してよかったな。

　セバスとミアでも制圧はできたかもしれないが、きっと時間がかかるし、取り漏らす可能性も増える。

　そんな風に分析していると奥から若い男が出てきた。

　血のように赤い髪の粗野な男。背中には大剣を背負っている。その顔に浮かぶのは挑発的な笑み。

「まさか犯罪組織にＳ級冒険者が関わっているとは思わなかったぞ。イグナート」

　目の前に現れた男の名前はイグナート。霊亀討伐に際して集められたＳ級冒険者の一人だ。

「はっ！　冒険者は何でも屋だぜ？　報酬さえ積まれればなんだってやる！　誰かさんの割り込みで思っていた以上の報酬はもらえなかったんでな。ここで稼いでるのさ。こいつらは最高だぜ？　なにせ金払いがいい。帝国と違ってな！」

　そう言ってイグナートは愉快そうに笑った。

　金のために動くというのは冒険者らしい考えだ。それは間違ってない。だが、冒険者ギルドは所属する冒険者に対して犯罪組織と関係を持つことは許さないと宣言している。

　民のため。その唯一無二の鉄則に反するからだ。

「冒険者としての矜きよう持じは捨てたか？」

「民のためってか？　さすがはＳＳ級冒険者殿。お利口様だぜ。そんで俺の答えだが、そんなのはクソくらえだ。民が俺たちに何かしてくれんのか？　守ってやってんのに文句ばかり言いやがって。俺は大嫌いなんだよ。民も、その冒険者の鉄則を振りかざすお前みたいな奴もな！」

　そう言ってイグナートは背中の剣を抜いた。

　そしてその剣に魔力が流し込まれると、その刀身は炎に包まれたのだった。

「魔剣か」

「そうだ！　モンスターだろうが人間だろうがなんでも焼き斬る最高の相棒だぜ！」

　叫びながらイグナートは真っすぐ俺に突っ込んでくる。

　Ｓ級冒険者はただでさえ強者だし、俺は閉鎖空間じゃ全力を出せない。

　誤算も誤算。大誤算だが……。

「かはっ……!?」

「──奇遇だな。俺も大嫌いだ。冒険者唯一の鉄則を破る奴がな」

　イグナートは俺に近寄る前に、横殴りの攻撃を受けて壁に叩たたきつけられた。

　なにが起こったのか理解できていないイグナートに対して俺は手招きする。

「立て、イグナート。ＳＳ級冒険者として冒険者の鉄則ってやつを叩き込んでやる」

「ざけんな！　ひ弱な魔導師風情が!!」

　起き上がったイグナートは、今度はフェイントを入れながら俺に肉薄する。

　そして上段から魔剣を振り下ろした。それを俺は結界で受け止める。

「受け止めたな？　余裕が消えたぜ？　シルバーさんよぉ！」

「いや、なんでも斬れる相棒とやらを試しただけだ。大したことはなかったが」

「このっ！　お前は殺す！　そしてその趣味の悪い仮面を剥はいでやるよ!!」

　こうして帝都の地下で人知れず、ＳＳ級冒険者とＳ級冒険者の戦いが始まったのだった。




　　　　５




「はっはっはっ!!　どうした！　シルバー!!」

「ちっ！」

　イグナートはフェイントを巧みに使いながら接近戦に持ち込んでくる。それに対して俺は両手に魔力を集中させてイグナートの魔剣を弾はじきつつ、距離を取ろうとしていた。

「防戦一方だな！　その程度か！　ＳＳ級ってのは！」

「喋しやべるなんて余裕だな」

　そう言いながら俺は手刀を振り下ろす。そこから発生したのはカマイタチだった。

　イグナートは咄とつ嗟さに魔剣で受け止めるが、その勢いに押されて大きく後ずさることになった。

「ちっ！　魔導師風情が!!」

「その魔導師風情に接近戦でようやく互角といったところじゃＳ級も落ちたものだな」

「この……！　その言葉！　後悔させてやる!!」

　イグナートは魔剣にさらに魔力を込める。

　すると剣を包む炎が一気に膨れ上がるが、すぐに静かに剣に纏まとう程度に収まった。

　不発というわけじゃないだろう。強大な炎が圧縮されたとするなら魔剣はより強化されている。

「ＳＳ級になるにはギルド本部が認めるだけの特別な戦功が必要になる。俺になくてお前にあったのは、その戦功たり得るモンスターと出会ったという一点だけだ!!」

「つまり自分はチャンスさえあればＳＳ級冒険者になり得たと？」

「そうだ！　それをこれから証明してやる!!」

　そう言ってイグナートが突っ込んできた。

　ただ真っすぐ突っ込んでくるだけのため、再度手刀でカマイタチを作り出す。

　しかし、さきほどは受け止めたそのカマイタチをイグナートは苦も無く叩き斬って、さらに直進してきた。

「こんなもので止められるかっ!!」

「ほう？」

　さすがはＳ級冒険者というべきか。なかなかにやる。

　俺は正面に強固な結界を張って、イグナートの魔剣を受け止めた。最初に試しで受け止めたときとは違う。しっかりとした結界だ。

「そっちも本気じゃないってか！」

「さぁな」

　俺は動きの止まったイグナートの胴体を貫こうとする。それをイグナートは体をひねって躱かわすと、俺の腕を搦からめとるようにして投げ飛ばす。

　飛ばされた俺は空中で体勢を整えて着地するが、その隙を狙ってイグナートがまた突進してくる。

　徹底的に接近戦での一撃を狙ってきている。たぶん距離を空けた攻撃では俺の防御を突破できないというのと、俺に得意な距離で戦わせたくないという二つの狙いがあるはずだ。

　そういうところを徹底してくるあたり、腐っても冒険者というところか。

「もらったぁぁぁ!!」

「くっ！」

　俺の胸に向かって突き出された魔剣を俺は両手の平で挟み込んで受け止めた。

　普通は高温の剣を掴つかんだら手のほうがやられるが、それを危惧して両手には魔力を集めている。だが、それでも熱さを感じるあたり、なかなかに手て強ごわい魔剣といえるだろう。

「もう結界を張る余裕もないか？」

「そうだな……苦手なんだよ。接近戦は」

　そう言って俺はイグナートに向かって蹴りを出すが、イグナートは咄嗟に魔剣から手を離し、蹴りを避よけて俺の腹部にお返しとばかりに突きを放つ。

　俺はその突きで後退を余儀なくされ、魔剣からも手を離す。その魔剣が空中にあるうちにイグナートは握った。

「ぐっ……」

「魔力で強化された蹴りか。威力は十分だろうが、そんなお粗末な技術であてられるわけないだろ？」

　魔力でどれほど強化しても素体となる俺自身が欠片かけらもセンスがないからな。

　多少はましになるとはいえ、戦闘のプロとは比べるのもおこがましいレベルだ。

　そんな俺の体術ではイグナートを上回ることはできない。まぁわかってたことだが。

　腹部を押さえながら俺は立ち上がる。ダメージはあまりない。しかし内容では向こうのほうが上だ。そのうち良い攻撃をもらいかねない。

　それがわかっているからイグナートは余裕の表情を浮かべている。

「どうした？　お得意の大魔法を使えよ！　まぁ帝都の地下で使えば、上にも被害が出るだろうけどな！」

「よくわかってるじゃないか。だから俺は大魔法を使わない」

「民のために、か。馬鹿馬鹿しいぜ！　お前がそんなこと気にしなきゃ、こんな展開にはなりはしないだろうに！　自分の命よりも民のほうが大切だってのか!?」

　イグナートの問いに俺は答えない。答えるまでもない問いだったからだ。

　古代魔法を使うＳＳ級冒険者。それがシルバーであり、帝国の守護者として振る舞ってきたからこそ容認されてきた異端者だ。

　それが民のためにという鉄則を破ればどうなるかなんて目に見えている。理想の冒険者でいるからこそ、シルバーは帝国に君臨することができている。

　だからシルバーは帝国の民を見捨てない。たとえ自分が死のうとも。

「はっ！　理想に生きるのは勝手だが、そうしているならお前の命は長くねぇぞ!!」

　そう言ってイグナートは魔剣を上段に構えた。強力な一撃を放つ気か。

「一々自分のやる技に名前はつけねぇが、その中で唯一名前をつけているのがこの技だ」

「切り札というわけか……さすがはＳ級冒険者。引き出しが多いな」

「その余裕……この技の後でも保てるかな！」

　魔剣が大きな炎に包まれる。

　その炎はこれまでイグナートが見せてきた炎の中でもとりわけ赤く強い炎だった。

　煌こう々こうと燃え盛るそんな炎はイグナートが深呼吸するごとにどんどん小さくなっていく。イグナート自身が炎を取り込み、剣との同調率を高めているといったところか。

　そしてしまいには魔剣を包む炎は消えてなくなった。しかしそれは嵐の前の静けさに近いものだろう。

「終火葬」

　イグナートがつぶやいた瞬間、イグナートの姿が消え去った。

　そして俺の懐にイグナートはいつの間にか潜り込んでいた。

　速い。今までとは段違いだ。瞬間移動に近いそのスピードは、魔剣が生み出した炎をイグナートが取り込んだからだろう。身体能力が爆発的に増したのだ。

　元々、魔剣士としてＳ級冒険者になったイグナートの身体能力は高いレベルにあった。それがさらに上がったのだ。

　そのままイグナートは突きに移行した。その魔剣からは膨大なエネルギーが感じられた。

　制限を加えられている俺では回避不能だった。元々、魔導師である俺はこんな閉鎖空間では全力を出せない。イグナートと相対していた距離は本来なら絶対に侵入させない領域だ。

　いつもなら排除するか距離を取るかする。

　しかしここではそれができなかった。転移魔法で仕切りなおすという手もあっただろうが、そんなことをすればせっかくの手掛かりを失う。

　かといって大魔法で攻撃すれば地下室が崩壊するだろうし、地上の帝都にまで被害が出る。

　だから俺は八方ふさがりと言っていい状況だった。ゆえに。

「ご苦労。そういう攻撃を待っていた」

「な、に……？」

　イグナートが放った突きは俺に触れる前に結界に止められた。

　それはただの結界ではない。

「俺の魔法は閉鎖空間では強すぎるんでな。手加減するのすら難しい。だからお前の攻撃を利用するのが一番楽なんだ」

「まさか……!?」

「ああ、安心しろ。俺は本気だったぞ。全力ではなかったがな」

「くっ!?」

　出現した結界がどういうものか察したイグナートは俺から距離を取ろうとするが、もう遅い。

　そもそもここは閉鎖空間。逃げ場なんてない。

　結界の名前は反射結界。その名のとおり相手の攻撃を反射する。

　イグナートの突きはため込んだエネルギーを一気に解放したが、それはすべて一度結界に吸い込まれ、イグナートに向かって改めて跳ね返された。

「ぐわぁぁぁぁっっ!?!?」

　自らの切り札をもろに浴びたイグナートだったが、とっさに魔剣を持っていた右腕で体をかばっていた。そのため、イグナートの体自体は軽いやけどで済んでいる。とはいえ、全身に広がっているため重傷といえるだろう。

　そして右腕は炭化していた。ボロボロと右腕が崩れ去り、イグナートも意識を失う。

　そんなイグナートを結界で捕縛すると、俺は踵きびすを返す。

「さて、調査の続きといくか」

　さすがにイグナート以上の護衛はいないだろう。あとは幹部を逮捕するだけだ。

　さっさと終わらせるとしよう。ここはストレスがたまる。そのうちストレスで、ついつい魔法を放ってしまいそうだ。
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　イグナートとの戦いに勝利したあと、俺はさらに地下室を進んだ。

　予想どおりイグナート以上の用心棒はもうおらず、最深部までの間にあったのは散発的な抵抗だけだった。

　そして俺は一つの扉の前にたどり着いた。

　魔力を感じる扉だが、俺は気にせず扉を開ける。すると俺に向かって電撃が飛んできた。

　しかしそれは結界によって防がれる。

「さすがは古代魔法の使い手。帝国最強の魔導師と呼ばれるだけはある。大した結界だ」

　そう言って拍手をしたのは金髪をオールバックにした青年だった。

　その目は紫と緑の虹彩異色オツドアイだった。それだけで高い魔法の素養があることはうかがえる。

　偉そうに椅子にふんぞり返り、俺を真っすぐ見つめている。

　その部屋は今までとは違う部屋だった。

　本で埋め尽くされたその部屋は書斎といったところか。目の前の男の私的スペースなのだろう。どこか爺じいさんの部屋に通じるものがある。

　魔法に魅了され、魔法の研究ばかりしているという点では同類といえる。本質的には大きく差があるだろうけど。

「お前が幹部か？」

「いかにも。私の名はイアン。魔奥公団グリモワールの幹部だ。まぁ、最近入った身だがね」

　そう言ってイアンは自分の左手にあるマークを見せる。

　悪魔の羽が生えた本のマーク。ミアが言っていた幹部の証あかしだろうな。

　虹彩異色は生まれながらにして強い魔力を持つ。それを持つということはそれだけで優秀な魔導師ということだ。

「魔法の研究者たちが集まって出来上がった犯罪組織、魔奥公団。帝都の地下でこそこそと一体何をやっていた？」

「知らずにやってきたのか？」

「地下に蛆うじ虫むしが湧いていると聞いてな。蛆虫が何をしているかまでは知らん」

　俺の挑発にイアンは笑う。その笑みには余裕があった。

「ひどい言われようだ。我々が蛆虫か。ならば地上の人間たちは石ころかなにかか？」

「そうだな。お前たちと比べれば宝石ほどにも価値がある」

「さすがは帝国に君臨するＳＳ級冒険者だ。贔屓ひいきがすごい」

「どうかな。どのＳＳ級冒険者に聞いても同じ答えだと思うぞ？　これでもＳＳ級冒険者の中では優しいほうなのだがな。俺の言い方は気に食わなかったかな？」

「そうだな。人並みの感性は持ち合わせているのでね。蛆虫と同列に扱われると少しは傷つく」

「そうか。悪かったな。言い直そう。魔法に取りつかれたクズ。この帝国で何をしていた？」

　イアンは今度は反応しない。しかし、ゆっくりと魔力は高まりを見せている。

　顔に浮かべている余裕の表情はいまだに消えない。何か策があるんだろうな。

「どこで魔法の研究をしようと私の勝手だと思うが？」

「魔法の研究？　後ろめたいことがないならなぜ地下室にこもる？」

「人見知りでね」

「そうか。では健全な魔法の研究だと？」

「もちろん」

「……魔導師として興味本位だ。聞くだけ聞いておこう。何を研究していた？」

「とある人物の協力を得て、大魔法に挑戦しようと思っている。今まで誰もやったことのない魔法だ」

「協力か……」

　この時期にわざわざ帝都に潜入して、普通の魔法を研究するわけがない。

　そしてこいつらに協力するということは実験体になるということだ。喜んで協力する奴やつなんてまぁいないだろう。つまり。

「協力者ではなく、被検体の間違いじゃないのか？」

「そういう言い方もできるな」

「そうか。興味本位にもう一つ。それは聖女か？」

「さすがはシルバー。耳が早いな。そうだ。彼女に協力してもらうつもりだ」

　ニコリとイアンは笑った。

　そこに悪意はない。自分が悪いことをしていると思っていない人間の笑みだ。

　自分以外のすべては実験体くらいにしか思っていないのかもしれない。ザンドラに通じるモノを感じる。こいつらにとっては自分の目的以外はどうでもいいんだろうな。

「なるほど。詳細を話してもらえると助かるんだが？」

「そういうわけにはいかないな」

「そうか、では無理やり聞くとしよう。小細工の準備は整ったか？」

　俺がそう言うとイアンが一瞬、顔をしかめる。だが、すぐに笑みに戻った。

「余裕だな。わざわざ準備が整うのを待っていてくれたのか？」

「魔導師としての興味だ。非合法な手段を用い、他人を利用し続けて開発された魔法というのがどれほどつまらないものか興味があってな」

「ふん……そのつまらないものに貴様は敗れるのだ！」

　そう言ってイアンが指を鳴らした。

　その瞬間、部屋中に張り巡らされた無数の結界が発動し、俺が立っているところは魔法陣で囲われる。

　その魔法陣は一つ目のような紋様をしており、それが俺を見つめて拘束する。

「私の専門は呪じゆ詛そ。古今東西の呪詛結界を集め、研究した私の呪詛結界は対象を完全に無力化する！　それが我が新魔法・邪眼結界！　部屋に入った時点で貴様の負けは決まっていたのだ！」

「たしかに多様な結界を組み合わせているようだな」

　部屋に張り巡らされた結界は二十を超えている。これだけの結界を重ね合わせ、強力な効果を俺の下にある一つ目の魔法陣に集中させているんだろう。

　たしかに強力だ。しかし所詮は寄せ集め。

「私こそが最強の呪詛使い！　相手が悪かったな！　シルバー！」

「ああ、まったくだ。相手が悪かったな」

　そう言って俺は右足を軽く上げ、そのまま一つ目を蹴る。

　それだけで俺の下にあった魔法陣は崩れ去り、部屋に張り巡らされた結界もガラスが砕けたような音とともに崩れ去っていく。

「ば、かな……」

「正直、大したものだと思う。反発しあうだろう結界を上手うまい具合に組み合わせ、絶妙なバランスで一つの結界に落とし込んだんだからな。だが、そのバランスを崩せばすぐに崩れ去る。実戦じゃ使い物にはならんよ」

「そんなことはわかっている……だからトラップのようにして使ったのに……なぜその結界内で動ける……？」

「お前の呪詛より俺の結界のほうが強いからだろうな」

　イアンは結界内にさえ取り込めば勝てると踏んだようだが、さすがに甘い考えだ。

　仮にもこっちは帝国最強の魔導師。相手がオリヒメの結界だろうと時間さえあれば脱出は可能だ。大陸最高の結界使いでそれなのだ。イアン程度の呪詛結界なら通常どおりに動ける。

　そして通常どおりに動けるなら魔力を込めて魔法陣のバランスを崩すことも容易だ。

「どれだけ多種多様な魔法を研究し、組み合わせたところで、それは新魔法とは呼ばん。そんなものは現状の仕様を少し弄いじったのと大差ない。新魔法とは既存の物の壁を一つ越えてこそ作られる。魔法の開発を舐なめるな」

「ふ……ふっふっふ……さすがだ……私では及ばないか……だが、もう遅い」

　笑っていたイアンの手には手鏡のような魔導具が握られていた。それは一瞬で広がり、大きな円となってイアンを飲み込む。

　転移型の魔導具。希少性の高い魔導具であり、売れば何世代にも渡って遊んで暮らせるだけの金が手に入る。そんなものをイアンごときが惜しむ素振りも見せずに使うとは。

　予想外のことに俺は少し固まる。その間にイアンはそこから転移してしまった。

「侮ったか……」

　言いながら俺は瞬時に転移門を開く。まさか転移するとは思っていなかったが、用心のために追跡用の魔力をイアンにつけている。

　無駄に喋しやべっていたわけではない。普通の相手ならここから追跡が始まり、数日は稼げるだろうが。

「残念だったな。転移は俺も使える」

　言いながら俺はイアンを追って転移したのだった。
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　転移した場所は王国と帝国の国境付近。そこにある小さな山。

　あらかじめ転移場所が設定されていたんだろう。

　周囲には馬で逃げた痕跡があった。それを空を飛んで追跡する。

　すぐに俺は馬で逃げるイアンを捕捉した。

「逃げられると思ったか？」

「ふん！　こちらに策がないと思ったか！　援軍は用意している！」

　イアンはそう叫ぶ。だが、イアンの言うような援軍の気配はない。

　イアンも何かおかしいと感じているのか、しきりに周りを見渡している。

「なぜだ……？　どこにいる……？」

「手違いか、もしくは見捨てられたか。どちらにせよ、残念だったな」

　そう言って俺はイアンを結界に閉じ込める。これで逃げられる心配はない。

　そう思った時。遠くで何かが光った。

　咄とつ嗟さに自分の周りに結界を張るが、それは俺の結界を容易たやすく貫通して、俺の横を通り過ぎていく。

　俺の結界を容易く貫く攻撃。そんなことができる奴は数えるほどしかいない。しかも、俺の感知が遅れた。おそらく長距離の狙撃。

　それらが相手のことを教えてくれる。だが、その前に俺の思考は止まる。攻撃を受けたのは俺だけではなかったからだ。

「かはっ……」

「ちっ！」

　捕らえていたイアンの胸には風穴が空いていた。すぐに治癒結界を展開するが、即死に近い怪け我がだ。間に合うかどうか。

　そんな処置をしている間に、狙撃手が姿を現した。

「なんだ、シルバー？　治してんのか？　そいつは生死を問わない賞金首だぞ？」

　気だるげな口調でそう言い放ったのは、中年の男。ぼさぼさの亜麻色の髪に、同じ色の瞳。細身だが、その姿から発せられる雰囲気は強者のそれだった。

　どこにでもいる男に見えて、大陸屈指の猛者。だが、その顔は赤く、明らかに酒が入っている。そのことに俺は苛いら立だちを覚えつつ、男の名を呼んだ。

「どういうつもりだ……ジャック！」

　男の名はジャック。形式上は王国に所属する冒険者だ。その階級はＳＳ級。大陸に五名しか存在しないＳＳ級冒険者の一人。

　二つ名は〝放浪の弓神〟。大陸最強の弓使い。魔弓使いでもあり、その気になればまったく姿が見えない場所から標的を狙撃できる達人だ。

「見てわからねぇか？　依頼だ、依頼」

「依頼だと？　誰の依頼だ？」

「知るかよ。興味もねぇ。さっさと身柄を寄こせ。酒代が尽きてな。そいつの賞金が必要なんだ」

　ＳＳ級冒険者は問題児ばかりだ。その中でもジャックは素行不良といえるだろう。酒におぼれ、基本的には依頼を受けない。受ける時は金がなくなった時。ふらりと現れ、ふらりと依頼をこなす。他人の依頼を奪うことも多々あるため、同じ冒険者の中でも嫌う者は多い。

「俺が追っていた相手だが？」

「知るか。仕留めたのは俺だ」

「ルールというものを知らないようだな？　ここはまだ帝国領内だぞ？」

「だからどうした？　てめぇだって、他国で動いてただろうが。たしか……そう、公国での海竜騒ぎだ。それと一緒だろ？」

「一緒にするな。ＳＳ級冒険者の縄張りで勝手に暴れたことはない」

「面倒くせぇな。ギルドが勝手に決めたことだろうが」

　あくびをしながらジャックは告げる。帝国所属や、王国所属。それはギルド側が決めたことだ。そこを拠点とすることからの表現だが、それは縄張りの主張でもある。他の冒険者たちはあまり気にしないことだが、ＳＳ級冒険者は違う。強力すぎて、小競り合いでも大事になるからだ。だから所属を決めておく。

　唯一の例外はエゴール翁おうのみ。本人が手柄に固執しないこと、そして他のＳＳ級冒険者たちから一目置かれていること。この二点があるからだ。

「良いように利用されたな？　こいつは帝国の記念式典で何かを企たくらんでいた犯罪者だ。口封じにお前は利用されたんだぞ？」

「何度も言わせるな。知るか」

　一瞬、静寂が流れる。そして、同じタイミングで動いた。

　ジャックは一瞬で魔法の矢を放ち、治療中のイアンを狙う。それを俺は光弾で相殺する。

　一瞬、眉をひそめたジャックは、今度は俺に向かって矢を放った。それも連射で。

　無数に飛んでくる矢に対して、こちらも無数の光弾で応戦する。矢と魔法がぶつかり合い、俺とジャックの間で爆発していく。

　小技の打ち合いでは埒らちが明かないな。相手は同格のＳＳ級冒険者。繰り出す一発一発が俺の魔法と同じだけの威力を誇っている。

　どちらともなく、俺たちは距離を取った。俺は空へ上がり、ジャックは一瞬でかなり後ろまで下がった。

「最後の忠告だ。そいつを渡せ、シルバー」

「断る。重要な情報を持っているはずだからな」

「ふん、なぜそこまで拘こだわる？」

「言ったはずだ。そいつは犯罪組織の一員。帝国において何かしようとしており、それについての情報を持っている。犠牲を減らすためには、そいつの情報が必要だ」

「そんなことをてめぇがやってんのか？　それは帝国の人間がすることだぞ？」

「帝国は俺の縄張りだ。犯罪組織が好き勝手やるのを見過ごせと？」

「暴れたら討伐する。それが俺たちの仕事だ。未然に犠牲を減らす？　情報を手に入れる？　はっ、笑わせる。そんなことは他の奴に任せておけ」

「お前とは本当に意見が合わないようだな」

「みたいだな？　はっきり言っておくが、俺はお前が嫌いだぜ？」

「奇遇だな。俺もだ」

　互いに放つのは殺気。相手が相手だ。本気でやらなければ、怪我では済まない。

　先に動いたのはジャックだった。一瞬で弓を引く速射。数は三つ。ただの矢ではない。大陸最強の弓使いが放つ強力な魔法の矢だ。数を絞った分、さきほどの矢よりも威力は上だろう。

　それを俺は魔法の槍やりで迎撃する。数は九つ。一本の矢に対して、三つの魔法の槍がぶつかっていき、相殺されていく。だが、予想したより爆発が俺寄りだ。こっちの予想以上の威力だったということだ。ジャックの矢が。

「ふざけた魔導師だ……詠唱もなしにそんな大技を使うんじゃねぇよ」

「大技？　この程度で大技と言うのは止よしてもらおう」

　そう言って、俺はお返しとばかりにジャックを結界で包囲した。一瞬の出来事にジャックの動きが止まる。その隙を逃さず、俺はジャックを結界で押しつぶしにかかった。

　弓を引けなければ、弓使いは無力。そのセオリーに沿った攻撃だったが……。

「舐めんな！」

　そう叫んで、ジャックは結界を蹴り破った。俺の結界を、だ。

　大陸に何人いるだろうか？　俺の結界を予備動作もなく、破れるものが。しかもそいつは弓使いだ。剣士でも拳士でもない。

　ＳＳ級冒険者は規格外の集まりだ。詠唱なしで破格の魔法を放てる俺は、魔導師の規格外。当然ながら、ジャックも規格外だ。弓すら使わず、俺の結界を破壊できる。弓使いの常識など通用しない。

　それを改めて認識し、俺はゆっくりとため息を吐ついた。

　その間に、ジャックは強く弓を引く動作に入った。矢はないが、次第に魔力が集まり、巨大な矢を形成していく。小手先の勝負には飽きたらしい。

　それに対して、俺は魔力を集めて詠唱に入った。それならば受けて立つまでだ。

《我は銀の理ことわりを知る者・我は真なる銀に選ばれし者・銀雷は天空より姿を現し・地上を疾駆し焼き尽くす・其その銀雷の熱は神威の象徴・其の銀雷の音は神言の鳴響・光天の滅雷・闇あん天てんの刃雷・銀雷よ我が手で轟とどろき叫べ・銀天の意思を示さんがために──シルヴァリー・ライトニング》

　霊亀のブレスと打ち合った銀雷。人に放つには過剰すぎる魔法だが、ジャックが相手では仕方ない。ＳＳ級冒険者は人類の規格外。性質的には人よりも悪魔に近い。

　同じことを向こうも思っているだろう。

　俺が銀雷を放ったと同時に、ジャックも巨大な光の矢を放ってきた。

　互いに放った攻撃が衝突し、その余波が周囲を破壊していく。結界で守っていなければイアンはこの余波で死んでいただろう。

　威力は互角。一進一退の攻防が繰り広げられるが、結局は決着がつかずに双方の攻撃が霧散していく。

　風景の変わった一帯が、衝突の凄すさまじさを示している。まるで竜でも暴れたかのような光景だ。人が近くに住んでいなくて、本当によかった。

「ちっ……酔いが覚めちまった。やめだ、やめだ」

　ジャックは手をヒラヒラとして踵きびすを返す。警戒しつつ、俺は地上に降りてイアンの様子を見た。なんとか一命をとりとめたようだが、話ができるようになるまでどれほどかかるか……。

「シルバー、一つ言っておくぞ？」

「なんだ？」

「帝国が大事なのはわかるが、あまり肩入れするな。ＳＳ級冒険者が政治に関わるのはご法度だ。バランスが崩れるからな」

「言われるまでもない」

「それなら構わん。てめぇがＳＳ級冒険者として不適格と判断されれば、ほかのＳＳ級冒険者が始末に駆り出される。そんな面倒なことはごめんなんでな」

　そう言ってジャックはその場から立ち去った。

　ＳＳ級冒険者が政治に関わってはいけないのは、国の中枢に関わることでバランスを崩してしまうからだ。強力なＳＳ級冒険者は政治にも強い影響力を持つ。肩入れしすぎれば、そのうち国同士のバランスを崩しかねない。それは大陸のバランスを崩すことに繋つながる。

　それを防ぐために、不適格とギルドが判断すれば危険因子として始末される。出張ってくるのはジャックのようなＳＳ級冒険者だ。

　皇子という立場のＳＳ級冒険者はこれまで存在しない。俺が正体を明かせば、混乱はあれど始末という話にはならないだろう。だが、それはこちらの切り札であると同時に、弱点でもある。帝位争いがここまで進んだ以上、明かすタイミング次第ではレオが失脚しかねない。

　身分が明かせず、かつ肩入れが過ぎると判断されれば処罰が下る。

「厄介なものだな……」

　奴やつらが相手では俺も厳しい戦いを強いられる。楽に追い返せる相手ではない。

　ＳＳ級冒険者として、政治に介入する難しさを再認識しつつ、俺は帝都へと転移したのだった。
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「情報は集まったか？」

　魔奥公団グリモワールのアジトに戻った俺は、アジトに残されていた資料を整理していたセバスに問いかける。

　俺の登場に驚いた様子もなく、セバスはいくつかの資料を俺に渡してきた。目を通し、俺は思わずため息を吐いた。

「はぁ……」

「横の方は情報を吐きましたかな？」

　セバスは俺の隣で寝ているイアンに視線を向ける。状況的に何かあったことは察しているんだろう。

「いや、邪魔が入った。しばらくこいつは役に立たん」

「なるほど。では、どうされますか？」

　詳しく聞いてくることはしない。それが今、重要なことではないからだ。

　幸い、手元にある資料だけでもそれなりの情報になる。これだけあれば動きようはある。

「ここは任せたぞ？」

「かしこまりました」

　後始末をセバスに任せ、俺は城へと転移したのだった。
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　式典でてんやわんやの城の中で、多くの者が俺の姿を見てギョッとしたような表情を浮かべるが、気にせずどんどん上へ登っていく。

　目指すのは最上階。玉座の間だ。上へ行くごとに上級貴族や大臣たちともすれ違う。

　俺の姿を見るたび皆が慌てる。何事かとオロオロとしているが、誰も後を追おうとはしない。行き先には見当がつくが、ＳＳ級冒険者と皇帝の間に入る物好きはいないのだろう。

　そして俺は玉座の間にたどり着く。護衛につく近この衛え騎士に冒険者カードを見せ、そのまま扉を開ける。すると玉座の間には先客が何人かいた。

「シルバーか。祝いの言葉を言いに来たという感じではないな？」

　父上が俺の姿を見てため息を吐く。そんな父上とは打って変わって、怒りを露あらわにするのはウィリアム王子と共に挨拶に来ていたゴードンだった。

「シルバー！　無礼にもほどがあるぞ！」

「確かに無礼ではあるな」

　そう言ってゴードンの言葉に乗るのはエリク。

　その横には皇国の要人もいる。皇国の大臣職についている皇子だ。外務大臣であるエリクにとっては交渉相手でもある。しかしエリクはこちらの様子をうかがっており、狙いを見極めようとしているようだった。怒りを露わにするゴードンよりは一歩引いている立ち位置だ。

　チラリとゴードンの横に目をやる。そこにいるのは竜王子と呼ばれるウィリアム王子。俺の登場にも動じていない。しっかりと観察している。さすがと言えるだろう。

　そんな二人の皇子と要人たち。この先客たちを俺はすべて無視した。

「お話がある。人払いを」

「ほう？　皇子たちには聞かせられない話か？」

「そうだ。残念ながらあなたの息子たちを俺は信用していないのでな」

「そうか……二人とも下がれ。ウィリアム王子、マルティン大臣。挨拶中にすまない。またあとで来ていただけるか？」

「父上！　要人方よりも冒険者風情を優先されるのか!?」

　ゴードンが怒りを爆発させるが、それに対する父上の反応は冷ややかなものだった。

「そう言っている。早く下がれ」

「くっ……」

　きっぱりと言い切られてゴードンは黙るしかなくなった。

　エリクや要人たちは口答えせず、大人しく一礼して下がっていく。ゴードンよりは大人だな。さすがに。

　そして四人が立ち去り、玉座の間には父上と俺、そして父上の横に控えているフランツしかいなくなった。

「フランツも下げるか？」

「その必要はない。これは宰相にも見ていただきたいからな」

　そう言って俺は魔奥公団の拠点から持ち帰ったいくつかの資料をフランツへ渡す。

「これは……？」

「出で涸がらし皇子に厄介な犯罪組織の拠点制圧を依頼された。帝都の地下に犯罪組織の拠点があるというのも、気持ちがいい話ではないので引き受けたわけだが、予想以上に厄介なことになっているようだ」

「そうか、アルノルトが言っていた魔奥公団は確かに帝都で動いていたか……手間をかけたな」

「まったくだ。捜査をさせるならもう少し戦力を与えたほうがよいだろう。あの皇子は最近、面倒事は真っ先に俺へ持ち込むようになっている」

　そう俺が言うと父上は苦笑する。そしてフランツから資料を受け取って、それに目を通していく。すると徐々に表情が険しいものに変わっていった。

「聖女を使った魔法実験か……」

「その計画書だ」

　そう、あの拠点にあったのは〝聖女をどう使うか〟。そういう資料ばかりだった。まだ手に入っていないものを必死に研究していたということだ。それはあまりにも不自然だろう。

「聖女の警備は厳重だ。にもかかわらず、奴らは誘拐の計画ではなく、その先の計画をしていた。この意味がわからないあなた方ではあるまい」

　聖女の守りがいくら強固であろうと関係ない。奴らには手に入れる算段があったということだ。近衛騎士に守られたレティシアの身柄を、だ。

　レティシア自身も聖せい杖じようの使い手。生半可な戦力では捕らえることなどできない。

　しかも奴らはそれに対する準備をしている様子はなかった。聖女を拉致しようと思えば、必ず大がかりになる。どこかに綻びが出るはずなのに、その綻びが見えなかった。

　つまり聖女を捕らえるのは魔奥公団ではないということだ。

「魔奥公団とは魔導の秘奥を求める研究者たちだ。聖女を欲するのもわかる。その拠点にこのような計画書しかなかったというなら、奴らに協力する者がおり、その協力者が聖女を拉致する役目を担っている。そして我々はその協力者を割り出せてはいない。だから危険だとお前は言うわけだな？　シルバー」

「ご名答だ。今すぐ聖女を王国に帰すべきだろう」

「ずいぶんと肩入れするな？　これは政治的な問題だぞ？」

「人の命が掛かっている」

「なるほど……結論を伝えよう。彼女は王国には帰さん。このまま予定通りに式典とその後の祭りまで楽しんでもらってから帰国してもらう」

「……何かあってからでは遅いのだぞ!?」

　俺の言葉に父上は深く頷うなずく。

　わからないわけがない。この国で聖女が誘拐されるということがどんなことに繋がるのか。

　暗殺のほうがまだましだ。彼女の身柄が魔奥公団の手に渡れば、その研究の被害を受けるのは帝国となるだろう。内部では魔奥公団。外部からは怒れる王国。最悪のシナリオだ。

「まず一つ聞きたい。拠点内にこれしか資料がなかったのは処分されたからではないか？」

「そんな痕跡は見当たらなかった。もしもそうだとして何が変わる？　魔奥公団が聖女を狙っているという事実は変わらないし、その手段も俺たちにはわからない。危険があるから王国に帰す。それのどこが間違いだと？」

「だが、魔奥公団の拠点はお前が壊滅させたのだろう？　危険はグッと下がったと言えるのではないか？」

「……聖女に死んでほしいのか？　王国との戦争がお望みか？」

「シルバー。陛下としても取れる手段は少ないのです」

　フランツが口を挟んでくる。その顔には渋い表情が浮かんでいた。

「どういう意味だ？」

「……王国は帝国との戦争を望んでいます。この式典は皇太子殿下を失い、さまざまな事件で弱体化したと思われている帝国の健在をアピールする意味もあるのです。そこで危険だからと聖女を送り返せば、王国は帝国の弱体を確信してしまうでしょう」

「そうなれば王国は攻め込んでくる。連合王国や藩国も動くだろう。ゆえに弱気は見せられん」

「体面を気にしている場合ではないはずだ。聖女が帝国内で誘拐されれば同じことが起きるぞ？」

「ですが……王国という国はひどく弱体化します。王国内には親帝国派と反帝国派がおり、聖女の所属は親帝国派。彼女が誘拐されたとすれば、親帝国派は反帝国派の差し金と思うでしょう。一枚岩でなくなればいくらでも付け入る隙はあります」

「どうせ戦争になるならば聖女がいない王国のほうが与くみしやすいと……？　今動けば救える命があるのだぞ!?」

「王国に帰したところで聖女の命は長くはない。王国は今や反帝国派が主流。彼女はいずれ暗殺されるだろう。彼女自身がそうワシに告げた。帝国との平和を願っているが、力及ばず申し訳ないと。王国に残っている彼女の支持者たちも状況は理解している。聖女の死を受け、怒りに任せて暴走することはない。王国は確実に一枚岩ではなくなる」

　一枚岩でなくなればいくらでも分断できる。そう父上の目が語っていた。

　そのことに俺は唇をかみしめる。言っていることはわかる。だが、それを受け入れてしまえばきっとレオが深い傷を負う。それだけは許容できない。

「シルバー。お前とワシとでは立場が違う。救えるからといって彼女を救えば、きっと彼女は殺されるか、戦争に利用されるだろう。帝国にとって最悪なのは後者だ。王国は彼女にとってすべてだ。いざとなれば彼女は帝国と敵対する道を選ぶ。それが王国のためだと納得したならば、な。そうなれば命を散らすのは我が国の兵士たちだ。ワシは皇帝。帝国のことを最優先に考えねばならん」

「……死んでくれたほうが帝国のためだと？　それがあなたの答えか？」

「そうだ。もちろん守りはする。万全の体勢でな。すでに仙姫殿に依頼して、彼女の部屋には結界を張ってある。彼女が開かなければ誰も侵入できん。お前とて短時間では難しいはずだ」

「仙姫殿の結界は確かに強固だ。俺もそれは認める。だがどのような守りにも欠点はある」

「万全は尽くしている。そのうえで彼女にもしものことがあれば、それはそれだ。フランツと共にその時のことは考えて動いている」

　現実的な考えを伝えられて、俺は何も言えなかった。

　冒険者の立場としても、皇子としての立場としてもこれ以上、俺には何も言う権利はなかったからだ。レオのために彼女を助けたいとは思っていた。皇子としては彼女の死を受け入れたが、シルバーとしては別だ。

　助けられる命は助ける。それがシルバーの信条だ。

　だが、事は国家レベルの問題だ。そうであるならば皇帝の決定は絶対となる。

「そうか……あなたの考えはわかった」

「失望したか？」

「いや……立場は理解できる」

「そうか。それは助かる。彼女が……帝国の者なら別なのだがな」

　そうだ。皇子としてもそういう結論に達した。帝国に属する者にとって、王国の者を助けるのは無理がある。結局はそこに至るのだ。

　もはや冒険者の立場でも彼女を救うことはできない。国家としての決定を無視してまで彼女を助ければいくらシルバーでも問題視されるだろう。これはもはや政治だからだ。

　つまり……レオに期待するしかないということだ。

　俺は諦めて踵きびすを返す。だが、すぐに立ち止まって最後の質問をした。

「皇帝陛下。聖女を狙う以上、外部の人間だけでの犯行は不可能だ。間違いなく城の中に協力者がいるだろう。目星はついているのか？」

「フランツに調査はさせている」

「……皇子たちには気をつけることだ」

「ワシの息子たちが帝国を裏切ると？　ありえん。帝位を手に入れれば帝国はその者の物だ。自らの物を傷つける奴やつがどこにおる？」

「他人の物になるくらいなら壊してしまえという破滅的な考えを持つ者もたまにはいる」

「ワシの息子はそこまで愚かではない」

　そう言った父上の顔には信頼が見え隠れしていた。根本の部分で帝国を裏切らないと確信しているようだった。もちろん普通はそうだ。だが、今回の帝位争いは少し勝手が違う。

　それはフランツも感じているのだろう。

　父上の横でフランツは思案顔を浮かべていた。主君が信じるのは悪いことではない。もしもその信頼が外れたとしても、臣下がフォローすればいい。そして父上には名参謀がいる。

　俺は俺にやれることをやるだけだ。父上のことはフランツに任せればいい。

　そう判断して、俺は玉座の間を離れたのだった。
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「レオナルト様！　こっちに行きましょう！」

　帝都で行われる祭り。そこにレオとレティシアの姿があった。

　だが、二人は有名人。変装なしに外出はできない。そのため、二人の服装はいつもと大きく異なっていた。

　レオはシンプルに眼鏡をかけただけ。しかし、以前フィーネが使った物と同じく、それには幻術効果が付与されていた。ゆえにすれ違う人々はレオだと気づかない。

　問題なのはレティシアのほうだった。フリルのついたメイド服。それを纏まとって、完全にメイドになり切っていた。

「あの……レティ」

「ああ、申し訳ありません。ご主人様」

　外出時に決めた呼び方だ。レオはレティシアのことを、レティと呼び、レティシアはレオのことをご主人様と呼ぶ。主従という設定だからだ。

　なんとも言えない感覚に、レオは顔を赤らめてそっぽを向く、それを見て、レティシアはクスクスと笑う。それがレオの気恥ずかしさを助長させていた。

　なぜレティシアがメイド服を着ているのか？　それはこのメイド服に幻術効果が付与されていたからだ。あくまで試験用に作られたもので、用途は護衛の隠蔽、要人のすり替えなどだ。真面目な目的で作られたものだが、レオにとってはたまったものじゃなかった。

　誰が用意したのかは察しがついた。本来なら要人用にフードつきのコートが用意されているが、それでは自然に楽しめない。そんな理由でわざわざアルが用意したのだ。面白半分で。

　いつか仕返しをしようと決意しながら、レオはレティシアと共に祭りを楽しむ。

　その祭りの中で、二人はとある会場の前で足を止めた。

「演劇ですね？　見ても構いませんか？」

「どうぞ」

　そう言ってレオはレティシアを連れて、人だかりをかき分けて、よく見える位置まで移動する。護衛という観点では危険な行動だが、周りには近この衛え騎士がいる。さらにレオも目を光らせているため、よほどのことがない限り安全と言えた。

「皆、立ち上がりなさい！」

　演劇はとある少女の物語だった。窮地の祖国を救うため、伝説の杖つえを手に取る少女。少女はやがて、聖女と呼ばれるようになる。

「あなたの物語のようですね？」

「少し恥ずかしいですね……」

　照れたようにはにかみながら、レティシアは主役が持つ杖に注目する。それは聖杖を模した小道具だった。

「よく出来ていますね。あまり見せないのですが」

「たしかに。僕も四宝聖具の一つ、聖杖と呼ばれることくらいしか知りません」

「隠しているわけではないのですけどね。名は虹天イーリス。その能力は色を付与すること。各色にはそれぞれ特性があります。強化魔法を付与すると思ってくれれば、だいたい合っていますね」

「良いのですか？」

「一応、機密ではありますが、隠しても仕方ありませんから。それにわかっていても、防げません。四宝聖具というのは、そういうものです。といっても、聖剣と比べては見劣りしてしまいますが」

　苦笑しながらレティシアはそう説明した。そこに垣かい間ま見みえるのは確かな自負。連合王国の猛攻をしのぎ切った事実が、その自負を支えていた。

「祖国を守るのです！　生きとし生ける者として、自らの居場所を守るのです！」

　演劇はラストスパートに入った。聖せい杖じようを手にした少女は、軍を率いて祖国を守るための戦いへと挑む。激しい戦闘の末、少女は勝利を手にしたのだった。

「……どうでしたか？」

「面白かったですよ。けれど、実際はあんなに煌きらびやかではありませんでしたが」

「そうなのですか？」

「帝国との戦争は王国の力を大きく削そぎました。そこにきての連合王国による侵攻。軍は新兵ばかりで、統率が取れておらず、王家の求心力も落ちていました。城では毎日、政治争いが繰り広げられ、名のある将軍たちは皆、遠ざけられていた。聖杖を手に取ったから戦地に赴いたのではありません。戦地に赴くために、国を一つにするために、聖杖を手に取ったのです」

「そんな裏側があったのですか……」

「戦場も綺き麗れいなところではありません。ご主人様ならわかると思いますが……あそこには死が渦巻いていますから。けれど、民は英雄を求める。知りたいのは現実ではないからこそ、演劇は煌びやかになるのでしょうね」

　少し悲しそうにレティシアはつぶやく。煌びやかな話ばかりを聞いているから、民は勘違いをしてしまう。その勘違いの結果、レティシアは身動きが取れない状態になってしまった。

　だが、だからといって英雄たちの実像を教えても仕方ない。見たくないものは見ないのが人間だからだ。

「こんな話はやめましょう。今は楽しい時間ですから」

　そう言ってレティシアはレオの手を掴つかみ、引っ張っていく。その笑顔が眩まぶしくて、明るいがゆえに、レオの気持ちはどんどん沈んでいったのだった。

　いずれこの笑顔が散るのだとわかっていたからだ。
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　結局、俺は城内の裏切り者の手掛かりを探し出せなかった。

　そして式典一日目の夜。城では大規模なパーティーが開かれていた。各国の要人たちはもちろん、多くの貴族が招かれたそのパーティーは大いに盛り上がりを見せていた。

「フィーネ！　あちらにも珍しそうな食べ物があるぞ！」

「オリヒメ様。あんまり走ると危ないですよ」

　黒いドレスを着たオリヒメが周りを見ずに走って、人とぶつかりそうになる。それをフィーネがやんわりと注意する。

　フィーネは青いドレスを着ており、どちらもパーティー会場では別格の存在感を放っていた。

　そんな二人の後を追い、俺はパーティー会場を移動する。本来、オリヒメの接待は俺の役目なんだが、今日一日、オリヒメの接待をしていたのはフィーネだった。だからオリヒメはフィーネと仲良くなっていた。まぁそれとは別に、オリヒメがほったらかしにされてへそを曲げているというのもあるが。

「むむっ！　これはまた珍妙な味だ！　しかし辛いな。アルノルト。妾わらわは喉が渇いた」

「そこらへんにあるぞ」

「喉が渇いた」

　オリヒメはジーっと俺を見つめてくる。一日中ほったらかしにしておいて、その程度の願いも聞けないのか。そんな風に目が語っていた。仕方なく、俺は近くのテーブルに置いてある果汁水を持ってきて、ため息交じりにオリヒメに渡す。

「ほらよ」

「うむ。ご苦労」

「偉そうだなぁ」

「むっ？　何か文句があるのか？　そっちがその気なら妾も一日中ほったらかしにされた文句を言ってもよいのだぞ？」

「ほったらかしって言ってもフィーネと遊んでたんだろう？」

「うむ。フィーネは大変良くしてくれたぞ。エルフの姫たちと一緒に祭りも見に行ったしな」

「ならいいだろ？」

「良くはない！　妾は悲しかった……」

　しょぼーんといった様子でオリヒメが肩を落とす。

　それをフィーネが苦笑しながら慰める。なんだかとても悪いことをした気分だ。まぁ祭りにまた行きたいとオリヒメは言っていたし、連れて行ってやるとも言っていた。その約束を破る形になったのは申し訳ない。

「悪かった。機嫌を直せ」

「むー……」

「今度埋め合わせをする」

「本当か？　嘘うそではないな？」

「ああ、本当だ」

「うむ！　ならば許そう！」

　そう言ってオリヒメは快活な笑みを浮かべる。切り替えの早いことだ。まぁすぐに機嫌が直るのは助かる。というか、接待役を放り出したのに機嫌が悪くなった程度で済んでいる時点で感謝するべきか。

　父上に報告されたら俺は大目玉だっただろう。そのときは正直に魔奥公団グリモワールの調査だったと言うが、手間であることは変わりない。今は時間が惜しい。何をやるにしても時間が足りない。

　このパーティーの時間を使って、セバスに城の中を探らせているが果たして手掛かりが見つかるかどうか。

「見つからないだろうな……」

　つぶやきながら俺は周囲を見る。パーティー会場の端ではウェンディとクリスタ、そしてリタが楽しそうに食事をしている。そこから少し視線を移すと皇国の大臣とエヴァとジュリオが話をしていた。たぶん外交に関する話だろう。

　近くにはエリクとコンラートがおり、二人で何かを話していた。形式的とはいえ、コンラートはゴードンを支持している扱いだ。それがエリクと何を話しているのやら。

　まぁコンラートは食えない奴だ。飄ひよう々ひようとしており、世渡り上手な雰囲気を持つ。エリクとも仲良くしておいたほうがいいと思えば、すぐに実行する。

　そんな場所から正反対のところにゴードンとウィリアム王子がいた。喋しやべる相手は藩国の要人。傍そばにはトラウ兄さんがいる。

　トラウ兄さんの視線は離れた場所にいるクリスタのほうに注がれている。もはやさすがとしか言いようがない。

　まぁそうは言っても聞き耳は立てているようで、藩国の要人もやりづらそうだ。なにか企たくらみについて話していたら、真っ先にトラウ兄さんが気づくだろう。あれで本気になったトラウ兄さんは厄介極まりない。出し抜くのは相当難しい。

　やはり俺が心配すべきはあっちか。そう思いながら俺は会場の中央に視線を移す。

　そこには白いドレスを着たレティシアがいた。清純清せい楚そを体現したような純白のドレスはレティシアによく似合っており、会場中の視線を集めていた。

　まさに主役といった様子だ。自然と目を惹ひかれるし、その振る舞いについつい見み惚とれてしまう。その隣にいるのはきっちりとしたレオ。こちらも女性陣の注目を集めていた。レティシアの隣にいながら存在感を失わないのはさすがというべきか。

　女性陣がため息を吐つくほどにお似合いの二人だと言えた。

　しかしレオのほうはどうも憂いを含んだ表情を浮かべている。近くにいる貴族の女性はそんなレオを見て、今日のレオナルト様はいつも以上に素敵！　とか言っていたが、俺からすれば不安しかない。

　ふとレオと視線が合った。助けを求めるような視線だ。

　仕方ない。できれば自分だけで解決してほしいんだがな。

　俺は首を動かして、ついてこいと伝える。正確にその意図を察したレオは、レティシアに断りを入れて俺の後に続く。場所はバルコニー。ちょうどいいことに周りに人はいない。

「兄さん……」

「浮かない顔だな？」

「うん……ちょっとね」

　そう言ってレオは視線を伏せる。

　まったく、手のかかる弟だ。そう思いながら俺はレオに訊たずねる。

「レオ。お前の答えは出たのか？　俺の答えじゃなく、お前自身の答えだ」

　レティシアを見捨てるというのは皇子として出した俺の答えだ。

　それがレティシアの望みにも適かなう。だが、それは俺の答えだ。レオの答えは聞いていない。だから俺は訊ねた。そのことで悩んでいると思ったからだ。

　しかし、それに対するレオの返答は早かった。

「出てるよ。僕の答えはもう」

「ん？　そこで悩んでるんじゃないのか？」

「答えも出せないようなら皇帝になる資格なんてないよ。兄さんが言うように彼女に最高の思い出をあげるべきだと思った。だからずっと、彼女のことだけを考えた。そして気づいたんだ。僕は──こんなにも彼女に生きてほしいと思ってるって」

「へぇ……それでどうするんだ？」

「……すべて解決する方法は一つ。彼女を帝国に引き抜くことだ」

「亡命か。彼女が飲むとは思えないが？」

「わかってる。だから最後の手段を使うよ」

「最後の手段？」

　ある程度、予想はできる。レオならそういう答えが出せると思っていたからだ。

　あえて言わなかったのはレオに気づいてほしかったからだ。そして自分で気づかないと意味がないから。

　レオが自分で出した答えの延長でなければレティシアは動かない。これは感情の話だから。

「うん。僕は……レティシアを妻に迎えたい」

「そうか。いいんじゃないか？　お似合いだと思うぞ？」

　レオの答えに満足しながら俺は何度も頷うなずく。

　やっぱりレオはレオだ。悩みながらもベストな答えを導きだす。帝位争いのことを考えても、ここで人気のあるレティシアを妻に迎えるのはメリットしかない。個人的にも大局的にも完璧な一手といえる。

　さすが俺の自慢の弟だ。そんな風に思っていたのだが、途端にレオが情けない表情を浮かべた。

「そ、それでね……兄さん……困ったことがあるんだ……」

「うん？　なんだ？」

「……あのさ……」

「どうした？　体調でも悪いのか？」

「体調というか、気分が悪い……実はね……プロポーズの仕方がわからなくて困ってるんだ……どうしよう……なんて言えばいい？」

　縋すがるようにこっちを見てくるレオを見て、俺は深くため息を吐いた。

　やっぱりこいつは手のかかる弟だ。
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「ふー……疲れましたね」

「え、ええ……」

　夜。パーティー会場を抜け出したレティシアとレオは城の外を歩いていた。

　レティシアは楽しそうに歩いていたが、レオはそれどころではなかった。

　バルコニーにおいて、アルにプロポーズの仕方がわからないと告げたレオだったが、アルには俺もわからんと返されてしまった。

「そりゃあ兄さんも経験ないかもしれないけどさ……」

　弟の一生モノのピンチに対して、わからんとは何事かとレオはため息を吐いた。

　子供の頃からレオにとってアルは相談役だった。困ったことがあれば相談し、その相談に対してアルはいつも為ためになる答えを返してくれた。

　周りの大人たちとは違う視点で物事を捉えるアルは、そのときそのときで必要なことをわかっていた。だからレオはアルを頼ってきた。

　しかし、今回は答えてくれなかった。答えられなかったわけじゃない。答えなかったのだとレオはわかっていた。自分で考えろということだ。

　考えた結果、どうすればいいかわからないというのに、だ。会話の最後のほうにアドバイスらしきものをくれたが、詳しいアドバイスではなかった。レオは詳しいアドバイスが欲しかったのだ。あんまりだと思いつつ、レオはレティシアの後を追っていく。

　たどり着いたのは鷲獅子グリフオンたちの小屋だった。

「ふふ……元気にしてましたか？　ブラン」

　そう言ってレティシアは自らが騎乗してきた白い鷲獅子の頭を撫なでる。

　その後ろから自分も撫でろとばかりに頭を出したのは、乗り手がいなかった黒い鷲獅子だった。

「はいはい。ノワールも元気でしたか？」

「あの……レティシア」

「はい？　なんでしょうか？」

「その、あなたの騎乗する鷲獅子は白い鷲獅子ですよね？　黒い鷲獅子はどういう理由で連れてきたのですか？」

「この子は連れてきたのではなく、ついてきたんです」

　そう言ってノワールと呼ばれた黒い鷲獅子の頭を撫でながら、レティシアは苦笑する。

　ついてきたという言葉にレオは怪け訝げんな表情を浮かべた。

　鷲獅子はペルラン王国に住む幻獣種だ。人間から危害を加えないかぎりは人間を攻撃しないため、モンスターではなく貴重な動物として扱われている。賢く、勇猛であり、誇り高い鷲獅子は滅めつ多たなことでは人を主あるじとは認めない。鷲獅子騎士の数が少ない理由の一つだ。

　その鷲獅子がついてきたとはどういうことなのか。

「私を最初に乗せてくれた鷲獅子はこの子たちの母だったのです。その母は病気で亡くなってしまいましたが、その後、私がこの子たちの母親代わりでした。そのせいか、どちらも私に懐いてしまって……特にノワールは私以外受け付けない子で、どこに行くにもついてくるんです」

「母親代わりですか……」

「ノワールは気性も荒いですし、あまり他国には連れてきたくはなかったので最初は置いてきたんです。しかし隙を見て脱走したようで……」

「なるほど……繋つながっているんですね」

「ええ、この子はどこにいても私を見つけます。私の前ではとても良い子なんですが……」

　そう言ってレティシアはノワールの顎を撫でる。するとノワールは気持ちよさそうに喉を鳴らした。

　たしかに見ているかぎりでは大人しそうに見える。だからといって自分も触ろうとはレオにはとても思えなかった。ノワールがレオを見る目は確実に敵を見る目だったからだ。

　ここではとてもプロポーズなどできない。したら最後、この鷲獅子に噛かみ殺されるのではないか。そんな想像をしてしまって、レオは場所を変えることを提案する。

「れ、レティシア。あの……絶景を見たくはありませんか？」

「絶景、ですか？」

「はい。帝都を一望できる場所が……」

　言いかけてレオは自分の過ちに気づく。

　空を駆ける鷲獅子の背に乗るレティシアは、綺き麗れいな景色など見飽きているだろう。

　城から帝都を一望できる場所は最高の眺めを約束してくれるが、果たしてレティシアはそこに感動を覚えるかどうか。

　レオは途中で頭を抱えてしまった。そんなレオの様子にレティシアはクスリと笑う。

「絶景もいいですが、もっと行きたいところがあります。連れていってくださいますか？」

「は、はい！　喜んで！」

「では行きましょう！」

　そう言ってレティシアはレオの手を取って走り出した。
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「わー！　本当に隠し部屋になっているんですね！」

　そう言ってはしゃいだ様子を見せるレティシアがいるのは、城にある秘密の隠し部屋だった。

　そこは一般的に知られていない隠し部屋であり、城の下層にある一室の隣に存在した。

　入口は歴代皇帝の肖像画の後ろにあるスイッチを押すことで現れる仕組みで、普通ではまず見つからない隠し部屋だ。

「ここに来たかったんですか？」

「はい。覚えていますか？　五年前、私がミツバ様と話をしているときにアルノルト様と二人で、隠し部屋を見つけに行くと話をしていたの」

「そういえばあの時期ですね」

　五年ほど前。アルとレオは城の隠し部屋を見つけるという遊びにはまっていた。

　帝剣城はその時代ごとの皇帝によっていくつも手を加えられており、知られていない秘密の部屋や通路がたくさんあった。皇帝ですら把握できていない隠し部屋を見つけ出す。それは少年の冒険心をくすぐる遊びだったのだ。

「二人の話を聞いて、私も行ってみたいと思ったのですが……さすがに立場的に言い出せず、ずっと気になっていたんです」

　そう言ってレティシアは秘密の部屋を散策する。

　かなり広いその部屋はシンプルだが高価な家具がそろえられており、中央には大き目のベッドが置いてあった。

「兄さんが調べたかぎりじゃ作ったのは五代前の皇帝だそうです。たぶん愛人との逢あい引びきに使っていたんじゃないかと」

「皇帝ならば側室に取るという手があったのでは？」

「詳しいところはわかりません。図書室で調べていて、兄さんが見つけたのは直筆の手紙ですから。文面から察するにその愛人にあてたものでしょう」

「手紙にはなんと？」

「短いものです。〝叶かなわぬ恋の人へ、秘密の部屋でお待ちください〟と。五代前の皇帝は生涯、側室を持たないことで知られた方だったので驚きましたよ」

「あまり褒められたことではありませんが……素敵だとも思います。こんな部屋まで作っても会いたかったんですね」

「きっと……すべてが許されるならその人と結婚したかったんでしょうね。けれど帝国のために皇帝として生きることを選んだ」

　それは皇帝としては褒められるべきだ。側室を取らないことで、正室の一族とはより強い絆きずなで結ばれる。当時の帝国にはそれが大切だったのだろうとレオは推察していた。

　しかしそれとは別に諦めきれない恋心があったのだろう。だからこの部屋を作った。

　皇帝とて人間だったということだ。

「なんだか悲しいですね……」

「そうですね……」

　その話を聞いたとき、レオもそう思った。

　しかしアルは違った。笑ったのだ。五代前の皇帝を。馬鹿な皇帝だと。

「兄さんは言っていました。手紙が本に挟まれていたのは愛人からのアプローチだと」

「アプローチ？」

「皇帝からの秘密の手紙。本来なら即座に処分すべきところを、受け取った愛人は処分せずに本に挟んでいた。兄さんは関係が発覚することを愛人は望んでいたんだろうと」

「なんだか途端にドロドロですね……」

　レティシアは困ったような表情を浮かべる。同じような表情をレオも当時は浮かべた。

　アルいわく、愛人は関係が発覚したあと、責任を取って側室に取るという皇帝の器に期待したのではないかということだった。

　しかし、二人の関係は結局は表には出なかった。そのときに何があったかはともかく、アルはそんな五代前の皇帝を大馬鹿者と断じた。

「愛した人を守れずして帝国が守れるものか」

「アルノルト様の言葉ですか？」

「はい。兄さんは愛した人を側室にすらできなかった当時の皇帝を徹底的に罵倒しました。当時はそこまで言うかと思いましたが……今ならよくわかります。当時の皇帝は大馬鹿者です」

　皇帝は帝国にすべてを捧ささげる。帝国を第一に考える。それは当然のことだ。

　しかし同時に皇帝も一人の人間。どんなに頑張っても無理が出る。

　そんなときに支えてくれる人が必要となる。その支えてくれる人を守るのも皇帝の仕事。度量の見せ所だ。愛人がどんな立場だったかはわからない。もしかしたら他国の人間だったのかもしれない。もしかしたら複雑な立場の人間だったのかもしれない。

　しかしそれをどうにかしてしまえるのが皇帝だ。皇帝ならば、愛が芽生えた以上、側室にと迎えるくらいの甲か斐い性しようを見せるべきだろう。こそこそ会うなど情けない。

　秘密の部屋だけで囁ささやく愛にどれほど価値があるのか。

　レオはスッと顔をあげて真っすぐにレティシアを見つめた。

「レティシア。あなたに言っておきたいことがあるんです。聞いていただけますか？」

「はい？　なんですか？　改まって」

　レオは軽く深呼吸をした。

　五代前の皇帝が大馬鹿者ならば、今の自分はそれ以下なのだろうとレオは思った。秘密の部屋だけとはいえ、五代前の皇帝は愛を告げた。しかしレオはまだ自分の胸の中にしまっている。

　自分の胸の中で囁く愛にどれほど価値があるのか。

　言わないことで輝く愛だって世の中にはあるだろう。しかしレオのそれは違う。

　言葉にしなければ伝わらない。レオはアルとの会話を思い出す。

「わ、わからないって……兄さん、それはひどいよぉ……」

「お前のことだろうが。俺に聞くな」

「で、でも……断られるかもしれない……そしたら全部無駄になる……彼女を救えないし、両国の関係も、僕と彼女の関係も……壊れる……。僕は怖いよ……全部賭けて断られたら……」

　立場があるゆえに背中に圧のし掛かかるものも重い。平民が平民に結婚してくれと頼むのとはわけが違う。だが、アルはいつもと変わらない雰囲気で告げた。

「やかましい。そういうのは全部賭けて言ってから考えろ。当たって砕けたら破片は拾ってやる」

「ひ、他人ひと事ごとだと思って……」

「俺たちは双子だが、これに関しちゃ他人事だ。当たり前だろ。お前の隣に一生立つ人のことなんだから」

「兄さん……」

「とはいえ、撃沈したら俺も面倒だ。だから一つだけアドバイスしておいてやる」

　そう言ってアルは最後にアドバイスを残した。

　そのアドバイスを胸にレオはスッと息を吸って──告げた。

「レティシア。僕の妻になってくれませんか？」

　たったそれだけのことを言うのにレオはかつてないほど勇気を使った。悪魔に挑むほうがよほど楽だったと思いつつ、レオは震える手を握り締める。

　怖くて仕方なかった。断られれば多くの物を失う。

　それでも言わないことのほうが多くを失う。人と人との関係を前に進ませるというのは、今の関係を捨てるということでもある。大きく前に進もうとすればするほど、捨てる物も大きくなる。だから勇気がいる。捨てることを人は恐れるからだ。

　でもとレオは心の中でつぶやく。言ってから考えろとアルは言った。前に進んでから考えればいい。時間があれば、少しずつ前に進む方法もあっただろう。だが、レオには時間がなかった。

　留とどまるか進むか。二択しかない以上、レオの選択肢は決まっていたのだ。

　しかし。

「……私を救うためですね。私が帝国の皇子と結婚すれば、たしかに帝国と王国は戦争にはならないでしょう。多くの問題はあるとはいえ、私という強い王国の象徴がいなくなるため、王国の戦争への機運は薄まります。それはきっと良い手なのでしょう……ですが」

「違います」

「違う……？」

　レティシアが驚いたように目を見開く。

　アルは最後にアドバイスをした。それは問いかけだった。

　救いたいからプロポーズするのか、愛しているからプロポーズするのか。そこははっきりしておけ。そうアルは告げた。

　その問いかけに対して、レオははっきりと答えを持っていた。持つことができていた。

「五年前……あなたと出会ったときから好きでした。一日たりともあなたを忘れたことなどなかった。そして……今回、あなたが来て、あなたと過ごしてよくわかりました。僕はあなたを愛している。十年、二十年、その先もずっと。傍そばにいてくれる人はあなたがいい。あなたじゃなきゃ駄目なんだ。あなたを失うなんて考えられない。誰かがあなたを奪うなら──僕があなたを奪う。どこの誰だろうと渡しはしない」

　黄金の鷲わしの一族。帝国の皇族、アードラー家はそう呼ばれることがある。

　帝国の紋章である黄金の鷲が元々、アードラー家が掲げた家紋だったため、そう呼ばれる。

　その一族は時に優雅に空を舞い、時に爪を隠しながら大陸中央部に巨大な帝国を作り上げた。

　その性質は狩猟者と同様とされる。アードラーの一族は狙った獲物を逃さない。天性の皇族として、彼らは獲物を前にすれば信じられない強引さを発揮してきた。

　魔王が現れ、混乱した時代にあっても強国であり続け、自国の強化をしてきた彼らを揶や揄ゆして敵対者たちはこう呼ぶ。

　略奪者と。
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「誰かがあなたを奪うなら──僕があなたを奪う。どこの誰だろうと渡しはしない」

　普段のレオからは想像できない強引な物言いにレティシアは完全に圧されてしまっていた。

　真っすぐすぎるプロポーズを受け、レティシアは顔を伏せる。

　自分を助けるためのプロポーズというなら、レティシアにとっては予想できていたことだった。レオは優しい。皇族の一員ということにして自分を守ろうとしてもおかしくはない。そのくらいの認識はあった。

　しかし、愛しているからプロポーズというのは予想していなかった。かつてないほどに恥ずかしさを感じて、レティシアは顔を伏せることしかできなかった。

　それが照れなのだと自覚し、レティシアは顔を赤く染めた。

　なにより──嬉うれしいと思い、勢いのままに返事をしてしまいそうな自分が恥ずかしかった。それはあまりにも軽率で軽薄といえた。

　レオは迷惑などとは決して言わないだろうが、この申し出を受けるということは多大な迷惑をかけるということだ。

　受けてはいけない。受けるわけにはいかない。そう決意してレティシアは顔をあげた。

　しかし真摯に自分を見つめるレオと目が合ってしまった。その瞬間、レティシアは一瞬で顔を伏せた。

　とても直視できなかった。顔がどんどん赤くなり、熱を持ち始めているのがわかった。

　段々息苦しさも感じてきた。このままだと倒れてしまう。

　そんな風にレティシアが思ったとき、レオが告げた。

「返事はすぐにとは言いません。祭りが終わり、帝都を発たつまでに返事をいただけますか？」

「……は、はい」

　自分が出しているとは思えないほどか細く、弱々しい声にレティシアは驚きよう愕がくしてしまう。

　引き延ばしてどうなるというのか。どうせ断るなら今断るべきだ。そう自分を𠮟しつ咤たする内なる自分がいる一方、助かった、よかった、どうしようかと思ったと安あん堵どする内なる自分もいる。

　こんなことは初めてだった。ゆえにレティシアは軽くパニックになっていた。

　プロポーズされるのは初めてではなかった。

　聖せい杖じようを持ち、戦場を駆けたときから何人もの男がレティシアにプロポーズしてきた。

　戦場で杖つえを掲げる姿に惹ひかれた軍人。聖女としての知名度を欲した貴族。最初期から共に戦ってきた仲間。

　誰もが美しいとレティシアを賛美し、その在り方を肯定した。あなたの傍にいたいと告げた。

　しかし傍にいてほしいと言ったのはレオだけだった。奪うなどと言ったのもレオだけだった。

　だからどうしたと思う自分もいる。ただの言葉だと断じるのは簡単だ。

[image: ]

　それでも拒めない自分もいた。レオが聖女としての自分を必要としたわけではないからだ。

　この場において聖女という肩書は足かせにしかならない。それでもレオはプロポーズをしてくれた。それがたまらなく嬉しかった。

「突然のことで困惑したでしょうが……すべて本心です。どのような返答でも受け止めます。ご安心を」

「はい……ありがとうございます」

「ではお部屋までお送りします」

　そう言ってレオは何気なく手を差し出した。

　レティシアもそれを掴つかもうとして、すぐに躊ちゆう躇ちよする。さきほどまで何気なくされていた手を繋つなぐという行為が今、とてつもなく恥ずかしいと感じたのだ。

　手を軽くあげた状態で固まってしまったレティシアを見て、レオは苦笑しながら優しくその手を取った。

「っ!?」

「暗いですから。足元にはお気をつけを」

「は、はい……レオナルト様」

　恥ずかしさで消え入りそうな声で返事することしかできない。他人の言葉でここまで動揺したのは初めてだった。そんなレティシアの手を引きながらレオはふと告げた。

「レオ」

「はい……？」

「レオと呼んでいただけませんか？　僕をそう呼ぶ人はそこまで多くはないので」

「えっと……」

「あなたにはそう呼んでほしいんです」

　笑顔が強引だ。そう思いながらレティシアは目をそらしつつ頷うなずいた。

　それだけのことだが、レオは満足そうに笑ってレティシアのエスコートを続けた。

　そしてレティシアの部屋が見えてきた。部屋の前では金髪の女騎士が立っていた。

「お帰りなさいませ。レティシア様」

「カトリーヌ……遅くなってしまってごめんなさい」

「いえ、お気になさらず」

　そう言ってカトリーヌと呼ばれた女騎士は頭を下げた。

　レティシアはそんなカトリーヌをレオに紹介する。

「れ、レオ……その、何度か会っているとは思いますが、私の護衛隊長を務めてくれているカトリーヌです」

「よろしく、カトリーヌ」

「はい、殿下」

　そう短い会話をしたあとレオはレティシアの手を放した。そして爽やかな笑顔で告げた。

「ではおやすみなさい。レティシア。また明日迎えにきます」

「は、はい……」

　そのまま立ち去るレオの後ろ姿をレティシアは見つめ続けた。

　そんなレティシアの横でカトリーヌが苦笑する。

「お返事はなされたのですか？」

「な、何の話です？」

「プロポーズされたのでは？」

「ど、どうしてそれを!?」

「見ていればわかります。そのご様子では返事はまだですか」

「……待ってもらっています」

「決めるのはレティシア様ですが……身の安全を確保するならば悪い話ではありません。ただ」

「ただ？」

「帝国中の女性を敵に回すかもしれませんが」

「ううぅ……私にはもったいない方です……」

「そうでしょうか？　お似合いだと思いますが」

　そんな風に笑いながらカトリーヌは部屋の扉を開ける。

　そしてレティシアが部屋に入るとオリヒメの結界が発動した。

「それではおやすみなさいませ。レティシア様」

「はい。おやすみなさい。カトリーヌ」

　こうしてレティシアは眠りについたのだった。
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　深夜。城にいるすべての人が眠りについた頃。

　レティシアの部屋をノックする音が聞こえてきた。

　その音で目が覚めたレティシアは目をこすりながら訊たずねた。

「どなたですか……？」

「僕です」

「れ、レオ!?」

　まさかこんな時間に訪ねてくるなんて。それが意味することを考え、レティシアは顔を赤く染める。しかし、すぐにその考えは消え去った。

「お伝えしなければいけないことがあります。開けていただけますか？」

　真剣な口調だった。何かあったのだろうことは容易に察しがついた。

　はしたない想像をした自分を罵倒しつつ、レティシアはベッドから起き上がって扉まで行く。

　そして扉を開けた。

「ありがとうございます。このような夜分に申し訳ありません」

「いえ……何かありましたか？」

「はい」

　そう言ってレオは周囲を警戒しながらそっと部屋に入り、扉を閉めた。

　きっと暗殺に関わることだろうなと思い、レティシアは目を伏せた。

「暗殺者ですか……」

「はい。あなたが無事なら安心です。部屋にも誰もいないようですね」

「はい、ここにはあなたと私しかいません」

「そうですか」

　そう言うとレオはポケットから小さな宝玉を取り出した。

　それを割ると紫色の煙が噴き出る。

「な、なんですか!?」

「安心してください。眠るだけです」

「眠る……!?」

　レティシアは咄とつ嗟さに口と鼻を押さえるが、すでに吸ってしまっていた。

　途端、とんでもない眠気がレティシアを襲う。視界が歪ゆがみ、足元がおぼつかなくなる。フラフラしながらレティシアはそれでもベッドのほうへ向かう。

　そこには聖杖があるからだ。

　だが、レオはそんなレティシアの手を引っ張り、煙のある場所まで引き戻す。

「さすがは聖女様ですね。人間の女性にしか効かないように改良したものですが、普通なら即座に眠りに落ちるはず。大した精神力です」

「あなたは……レオでは……ない……？」

「さぁ、どうでしょうか。あなたには関係ない。あなたはここで死ぬのだから」

「げん……じゅつ……」

　自分の迂う闊かつさをレティシアは呪った。まさかレオの姿に化けてくるとは。プロポーズのあとでまともに顔を見れないのもすぐに気づけなかった要因だ。幻術特有の違和感もしっかり観察しなければわからない。

　これまで感じたどの眠気よりも重い眠気を感じながら、レティシアは自分の唇を噛かむ。

　強い力で噛まれた唇は出血し、一瞬の痛みをレティシアにもたらす。その痛みで眠気を我慢しながらレティシアは這はうようにして聖杖のほうへ向かう。

　だが、あともう少しというところで体が動かなくなってしまった。

「れ、お……」

　最後にそうつぶやき、レティシアは眠りに落ちてしまう。

　そしてレオに化けた人物はそんなレティシアを見下ろしながらつぶやく。

「あなたは何も悪くない。悪いのは王国です」

　そう言って腰に差した剣を抜くのだった。
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　式典二日目の朝。

　レオはレティシアの部屋へ向かっていた。

　今日も祭りはある。楽しんでもらうためにはどうすればいいか。どこに連れていけばいいか。

　そんなことを考えていたレオの足取りは軽かった。

　だが、レティシアの部屋の前に多数の近この衛え騎士の姿を見つけて、その足は止まってしまった。

「……レティシア……」

　名前を呼び、レオはそのまま走り出す。

　近衛騎士が制止しようとするが、それを突破して部屋の扉までたどり着く。

　そこにはエルナがいた。

「レオ……」

「退どくんだ、エルナ」

「悪いことは言わないわ……部屋に戻って」

「退け!!」

　レオは激げき昂こうして、部屋に入ろうとする。

　だが、エルナがそれを止める。そんな二人に向かって静かな声が投げかけられた。

「入れてやれ。見る権利はある」

「アル!?」

「兄さん……」

　アルの言葉を聞き、レオを制止するエルナの手が一瞬緩む。

　その瞬間、レオは部屋の中へと入った。中には皇帝と宰相、エリクとゴードンもいた。

　そして全員の視線が壁に向けられていた。

「あ、ああ……そんな……」

　そこには──レティシアが剣によって壁に縫い付けられていた。

　夥おびただしい血が部屋中に広がり、誰がどう見ても死んでいる。そんな状況だった。

　それを見て、レオの中で何かがガラガラと崩れていった。

「うぁ……ううう……うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!!!!!!!!!」

　レオの悲痛な叫びが部屋中、城中に響き渡る。

　頭を抱え、レオは叫び続ける。こんなはずはない。これは悪い夢なのだと自分に言い聞かせる。そんなレオに向かって、ゴードンが言葉を浴びせた。

「死体を見た程度で悲鳴か。見慣れているだろう。この程度の死体」

　その言葉を聞き、レオは一瞬、頭が真っ白になった。

　そして顔をあげる。視界にはゴードンとエリクの二人が映っていた。

　ゆっくりとレオの手が剣に向かう。

「お前たちかぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!!!」

「エルナ」

「ぐっ……」

　エリクとゴードンに襲い掛かろうとしたレオだが、エルナによって打撃で気絶させられた。

　指示を出したアルは深く息を吐いて、さらに指示を出す。

「部屋に閉じ込めておけ」

「アル……」

　エルナは一瞬、沈んだ表情を浮かべたが、アルに真っすぐ見つめられて静かに頷き、意識を失ったレオを運び出した。

「弟のご無礼をお許しください。父上、兄上方」

「無理もない。ワシですら気が滅め入いる」

　そう言って皇帝は今の件を不問とした。

　そしてアルはレティシアの死体に視線を移す。死体を観察する中で、皇帝に報告が入った。

「殺害に使用された剣は護衛隊長のものです。そして護衛隊長の行方は知れません」

「門番たちはなんと？」

「警備に当たっていたすべての者を集め、聞き取りを進めていますが、今のところ夜のうちに城を出た者はおりません」

「では城を封鎖せよ。祭りが始まればその騒ぎに乗じて逃げられる。絶対に見つけ出せ」

　皇帝の指示を受け、宰相が恭しく一礼した。

　そんな報告を聞きながらアルはレティシアの死体から目を離さなかった。
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　城が封鎖され、犯人捜しが始まった。そんな中、俺はずっとレティシアの部屋にいた。

「後悔しておられるのですかな？」

　音もなく現れたセバスがそう告げる。それに対して俺は首を横に振った。

「別にしてないさ。そもそもどうしてそう思うんだ？」

「無理やりでも連れ出せばよかった。そう思っているのかと思いましたが？」

「ここまで違和感のある現場じゃなきゃそのくらいは思っただろうけどな」

「違和感ですか？」

　セバスが首を傾かしげる。やはりな。レティシアの遺体には微かすかな違和感がある。しかしそれは皇族がよく観察してようやく見つけ出せるかどうかというほどの微かなものだ。

　注意力のあるセバスですら気づかない。完璧な死体といえた。

　だが、どうしても違和感がある。

「私にはわかりませんな」

「じゃあわかることだけ聞こう。なぜ殺したと思う？」

「帝国内で聖女が死ねば王国との戦争のキッカケになります。反帝国派としては望ましい展開では？」

「あのレティシアが信頼して連れてきた護衛隊長が裏切ったと？」

「状況証拠がそれを示しています」

「状況証拠か……オリヒメの結界はレティシアが扉を開けないかぎり破られない。つまり相手はレティシアが扉を開ける人物。たしかに護衛隊長ならそれは可能だろう。剣もその護衛隊長の物だ」

「はい。ですから」

「おかしいだろ？　帝国と王国の戦争。それを望むならレティシアの護衛隊長の犯行であってはならない。こんなものは王国側の人選ミスだ」

「たしかに……」

　セバスも俺の違和感にたどり着く。死体以外にもこの現場に違和感があった。護衛隊長の仕業だと主張しているような状況証拠。それは護衛隊長が本当に反帝国派としてレティシアを殺すならば消さなければならないものだ。

　それはやはり引っかかる。

「時間がなかったと片付けるのは簡単だが……壁に突き刺す暇があるなら消すべきだろう」

「無理やり考えるなら引き抜けなかったというのはどうでしょうか？」

「聖女の護衛隊長は鷲獅子グリフオン騎士でもある。そこまで間抜けか？　それに抵抗の様子も見えない。無抵抗の相手を思いっきり壁まで突き刺すか？　だいたい護衛隊長なら別の凶器を用意するくらいできるだろう」

「まったくですな……そうなると護衛隊長が犯人だと決めつけるのはまずいですかな？」

「まずいなんてもんじゃない。護衛隊長の犯行ではなかったとしたら、犯人は別にいるわけだ。では濡ぬれ衣ぎぬを着せられた護衛隊長は？　現在、父上は濡れ衣で〝王国の護衛隊長〟を犯人として捜しているということだ。しかも城を封鎖してな。これで犯人が外に逃げていれば、追手を出すチャンスを逸したことにも繋つながる。城を封鎖すれば誰も外には出られないだろうが……帝国が誇る近衛騎士も身動きが取れなくなる」

「王国からすれば……願ったりかなったりの状況ですな。それは確実に帝国のミスです」

「わざと取り逃がしたと言われてしまえば反論のしようもない。とはいえ……城を封鎖すること自体はセオリーだ。城で事件が起きれば必ず皇帝は城を封鎖する。問題なのはその滅めつ多たに起きないセオリーを敵が知っていたということだ。知っていなければこの流れにはならんしな。敵の真の狙いはこっちの足止めだ。そして帝国はその罠わなにはまった」

　あの時点で城を封鎖せず、追手を放つという手はない。城に犯人がいるかもしれないからだ。父上は敵の狙いがどうであれ、城を封鎖して捜索を命じるしかない。

　つまりレティシアの死体が出た時点で、この流れは必然なのだ。

　犯人は厄介な近衛騎士を足止めし、王国は戦争のキッカケを得た。

「どうされるのです？」

「帝国側の人間が犯人を見つけるしかないだろうな」

「見つけられますか？」

「見つけられるわけないだろ。手掛かりがない……だが、俺の推測が正しいなら手掛かりは見つけられるかもしれない」

「推測ですか？」

「そうだ。犯人は足止め、王国は戦争のキッカケ。それぞれ今回のことはメリットがある。だが、一つだけ得していない組織がある」

「魔奥公団グリモワールですな？」

　俺はセバスの言葉に頷うなずく。

　帝都の地下で暗躍していた魔奥公団は今回、一切得をしていない。

　組織の拠点を壊滅させられ、しかも研究対象とするはずだったレティシアが死んでいる。

　おそらくこの事件に深く関わっているだろうに、魔奥公団には一切のリターンがない。

「奴やつらは魔法に取りつかれた研究者だ。金程度じゃ動かないだろう。レティシアと同レベルの研究対象を出さなきゃ納得しないはずだ」

「四宝聖具の使い手となると、エルナ様ですかな？」

「不可能だろうな。刃を飲み込むようなもんだ。内から細切れにされる」

　エルナとレティシアは違う。エルナは聖剣がなくても強いが、レティシアは聖せい杖じようがあるから戦場で輝くだけの存在になれる。

　研究対象にするならどっちがたやすいか。比べるまでもない。

　そうなると魔奥公団にはレティシアを渡すしかない。

「王国と魔奥公団は繋がっていなかったということでしょうか？」

「真相は知らんよ。だが……魔奥公団の拠点にはレティシアを手に入れたあとの資料しかなかった。そこがひどく引っかかる。処分するならすべて処分すべきだろうし、痕跡もなかった。だからあそこにあった資料がすべてだ」

「つまり……魔奥公団は聖女様を手に入れる算段があったと？」

「よそから渡されることが前提なら説明がつく。王国はこれから帝国と戦争しようって国だからな。帝国にはできるだけ弱体化してほしいだろうさ。四宝聖具の使い手を被検体にするなんて、どれほどの被害が出るかわかったもんじゃない」

「しかし、下手をすれば王国にも被害が出かねませんが？　それくらい魔奥公団は厄介な組織です」

「被害が大きくなればシルバーが出張るという予想だろうさ。万が一、帝国との戦いでシルバーが帝国に協力したら厄介だろうからな」

「そこまで考えて動くとなるとまずいのでは？　どう考えても王国一国の規模ではないかと」

「そうだな。とはいえ、それより調べなきゃならんことがある」

　そう言って俺はレティシアの死体を指さす。

　あそこにあるのは確実に死体だ。それは間違いない。

「魔奥公団にレティシアの身柄が渡ったとして……じゃああれはなんだ？」

「……偽物ですか？」

「偽物だろうな。この違和感は勘違いではない。必ず魔法的な何かが関わってる。だが、俺ですら微かな違和感としか捉えられない。それはなぜか？　これが間違いなく人の死体だからだ。血の匂いや臓ぞう腑ふの匂い。そこらへんをすべて誤魔化すのは不可能だ」

「なるほど。行方不明の護衛隊長は目の前にいたと？」

「そう考えるのが妥当だろうな。さて、そうなるとわかるな？」

「はい。アルノルト様でも手こずるほどの魔法。それはきっと慣れ親しみのないものだからでしょう。そしてそういう類のものを使う方々がいますね」

「そうだ。急きゆう遽きよ、帝国に来ることを承諾した奴らがいる。大陸西部の大森林は王国に近い。繋がっていてもおかしくない。〝エルフ〟を見張れ。この死体をレティシアに偽装できるのは奴らしかいない。これは〝殺人に見せかけた拉致〟だ。動きがあれば判断は任せる」

　ウェンディは姿を幻術で誤ご魔ま化かしていた。

　その幻術を使えば死体をレティシアに見せることができるかもしれない。というよりそれしか考えられない。ただし、ウェンディよりもよほど高度だ。

　彼女じゃないか、もしくは彼女だけじゃないか。どちらにせよ、監視は必須だ。

「アルノルト様はどちらへ？」

「レオのところへ行く」

「幻術を解くのでは？」

「解けるなら解いてる。エルフの秘術は知らんからな。時間を掛ければいけるだろうが、その時間が惜しい。今の推測を父上に認めさせて、エルフに解かせるしかない」

「なるほど。そのためにレオナルト様が必要なのですね」

「俺よりもよほど発言力があるからな。俺が言っても妄想と言われるだけだ」

　出で涸がらし皇子の推測では人は動かない。もちろん動かそうと思えば動かせるだろうが、そうなると頑張らなきゃいけない。それならレオに説明させたほうがいい。説得する時間も省けるしな。

　レティシアが生きているなら時間は大切だ。

「なるほど。日頃の行いのツケが回ってきましたな」

「うるさい。それとリンフィアを伝令に出してくれ」

「城は封鎖中ですが？」

「待っていたら間に合わないかもしれないだろ？　エルナの部隊がいるところから抜け出させろ」

「バレたら大変なことになりますが？」

「もうすでに大変なことになってる」

「それもそうですな。それでどちらに伝令を？」

「ヴィンのところだ。すべての責任は俺が取ると伝えておけ」

　要人を笑顔で出迎えるのにオレはいらない。そう言ってヴィンは帝都を離れていた。

　ヴィンは発想ではなく予想に長たけた軍師だ。幾通りものパターンを考えて動いている。そしてヴィンが備えていたのは帝都で何か荒事が起きた場合。

　そのためにヴィンはとある場所で待機していた。

「なるほど。傷跡の騎士団の出番というわけですな。しかし手掛かりもなく、どうやって動かすおつもりですか？」

「ヴィンなら上手うまくやる。今の推測を伝えれば、相手の逃走ルートくらい割り出す。まぁしいて言うなら北だ。東部は姉上の領域だ。南部は復興のために多くの軍人や騎士が動いている。西部は王国との国境。最前線になりかねないし、王国関連なら真っ先に捜査される。誰が犯人だろうと逃げるなら北部しかない」

　それも言わなくてもヴィンならすぐに同じ結論に達するだろう。

　皇太子が傍そばに置いたその才は伊達だてじゃない。

「さてと……敵の罠を食い破るぞ」

「かしこまりました」

　そう言ってセバスはその場から去り、俺はレオの部屋へ向かうのだった。
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　レオの部屋に行くとレオは椅子に座ってジッとしていた。

　それをエルナが悲し気に見つめていた。

「アル……」

「どうだ？　様子は？」

「気づいてからずっとあの調子よ」

　完全に覇気を失い、魂が抜けたような様子だ。きっちりしているレオは背を丸めることはない。しかし、今は背を丸め、小さく椅子に座っている。その視線はどこを見ているのかわからない。

「レオ……アルが来たわよ？」

「……」

　エルナの言葉にレオは反応しない。

　そんなレオの様子を見て、俺はため息を吐ついた。完全に意気消沈だな。

　仕方ないことだろう。レオはレティシアにプロポーズした。その返事がどうであれ、その時点でレオにとってレティシアは世界で最も大切な人だった。

　なにがあっても守ると心に誓ったはずだ。その決意を、覚悟を。すべて粉々に砕かれた。

　仕方ない。しょうがない。普通ならそういうことになるんだろう。

　だが、それが許される奴と許されない奴がいる。レオは後者だ。

「いい加減にしろ。腑ふ抜ぬけている暇がどこにある？　戦いはまだまだこれからだぞ。お前は帝位を争っているんだからな」

「……帝位なんて……どうでもいい……」

「そうか」

　こちらに視線を寄こさず、レオがそうつぶやいた。

　すべてどうでもいい。そんな態度だ。

　だから俺は右拳を握って、思いっきりレオの顔を殴った。

「アル!?」

　レオが椅子から落ちて机にぶつかる。机にあるモノが落ちて、部屋中にいろんな音が響いた。

　俺は右拳から来る痛みに顔をしかめる。久々に魔法も使わず、思いっきり殴ったな。たぶんヒビくらいは入ったかな。でもそんなことはそれこそどうでもいい。

「同じことをお前のために死んだ奴らの前でも言えるか？　お前ならよりよい帝国にできると信じて命を落とした者が何人いると思っている？」

　愛した人が死んだからしょうがない。大切な人が死んだからしょうがない。

　そうやって許される奴と許されない奴がいる。

　皇族は後者だ。とくに帝位を争う者は何があっても止まってはいけない。どれだけ絶望を感じてもそれを振り切って、這はい上がらなければいけない。だが、レオは倒れたまま動かない。

「やめてよ……僕は……兄さんみたいに強くないんだ……」

「俺が強い？　勘違いだな。お前が弱いんだ」

「……大事な人が死んで……悲しむのが弱いことなの……？」

「悲しむことは弱いことじゃない。立ち止まることが弱いんだ。下向いたって何の解決にもならない。皇帝を目指す者ならどんなことがあっても〝それでも〟と言って立ち上がれ」

「……帝位なんて……興味はないんだ……僕がなるしかなくて……ならなきゃ周りを守れないから目指してただけなんだ……でも……一番守りたいと願った人が死んだ……なのに僕は〝それでも〟と周りを守ろうとしなくちゃいけないの……？」

　心が折れた覇気のない声が耳に届いてくる。きっと今、レティシアが生きていると伝えても、レオは立ち上がれない。

　わかっている。レオは優しいから。

　立ち上がって、また誰かを失うのを怖がっている。守ろうと執着すればするほど、失ったときの絶望は大きい。しかし、立ち上がらなきゃ誰も守れない。

「失うのが怖くて……もう悲しみたくなくて……その場で蹲うずくまるのは人に備わる防衛本能だ。心が耐え切れないから。でもな、そのままじゃ誰も守れないぞ？　失っていくのを見ているだけだぞ？　どれだけ自分には何も残っていないのだと言い聞かせたって……人は一人じゃない」

　十三歳の頃。母の病を知った。どの医者も匙さじを投げるほどのモノだと。

　治すためにさまざまな書物を読み耽ふけった。その過程で古代魔法に傾倒した曾そう祖そ父ふのことを知り、曾祖父を中心に調べていくうちに、古代魔法の適性がある者しか開けない秘密の部屋の存在を知った。その秘密の部屋を探し出し、そこで本に封印された曾祖父を解放し、俺は古代魔法を会得した。

　過去、これほど頑張った期間があっただろうかというほど努力した。

　二年近く掛けて、ある程度の古代魔法を会得し、その治癒結界で母を治療しようとした。

　けれど、効果はなかった。母の病に古代魔法は無力だった。母の部屋には体調を悪化させる結界が張ってあった。それを壊すことはできたが、それはそもそも体に巣くう病魔を加速させるだけ。

　母は元から病人であり、それを取り除く方法を俺は持っていなかった。

　死にたくなった。ろくでなしな俺でも認めてくれる母を助けるために、生涯で最も集中した期間だった。それが無意味だと突きつけられて、死にたくなった。

　もう何もかもどうでもよくなった。自分の努力が無価値だと思えた。それ以上にそこまでしても母を救えぬことに絶望した。

　母さえ救えればそれでよかった。いつまでも見守っていてほしかった。

　部屋に閉じこもって、泣いて、自らの無力を呪った。母を救えぬ力に何の意味があるのか。

　とても前を向ける気分ではなかった。それでも……俺にはレオがいた。

　理由も聞かず、部屋に閉じこもった俺に食事を運んできた。他た愛あいのない話を扉ごしに続けた。

　弟にそこまでさせて──諦めてはいけないと思えた。顔をあげなければと思えた。ここで立ち止まり続ければ、大事な家族が消えていくのを見ていることしかできないと気づけた。

　それから大陸中に伝わる伝説の薬を調べた。どれもこれもあるのかないのかすら判断できない物ばかりで、正攻法じゃ絶対に手に入らない物だ。皇帝になってもきっと手に入らない。

　ただ一つ可能性がある存在がいた。

　その職業柄ゆえ、未知と遭遇する可能性が高い冒険者だ。その最高位であればもしかしたらと思った。伝説やら幻と呼ばれるモンスターはその希少性ゆえ、薬の材料に記載されていることも多い。

　それらを討伐するだけの力が必要だったが、幸いなことにその力は得ていた。

　本当はあちこちを飛び回れば効率がよかったが、当時の帝国は皇太子を失ったばかりで暗雲に包まれていた。

　レオはそれを憂えていた。犯罪率もあがり、どうにかするのが皇族の役目だと言っていた。

　だから俺はシルバーとして仮面を被かぶり、ＳＳ級冒険者となった。帝都に君臨し、帝国を守りながら、微かすかな希望を探し続けた。

　諦めては意味がない。顔をあげればいろんなものが見えてくる。

　もしかしたらという可能性の光が見えてくる。自分は一人じゃないこともわかる。守りたい、救いたい人の大事なものも見えてくる。それを守り、救うのもその人たちのためだと気づける。

　母が愛し、弟が救いたいと願う帝国を守ろうと思えた。

　価値のない物に思えた古代魔法が輝いて見えた。どうでもいいと思っていたすべてが色づいて見えた。

「顔をあげろ。すべてを失ったように思えてもお前は一人じゃない。大事な物を守るために皇帝になろうと決めたんだろ？　民のことを考えられる皇帝になりたかったんだろう？　帝国で起きるすべての悲劇を否定したかったんだろう？」

「……僕は……愛していると言った人すら守れない男なんだ……そんな僕が帝国なんて守れない……僕なんかが皇帝になっちゃいけないんだ……!!　僕は皇帝に相応ふさわしくなんてない！」

「なら、これから相応しくなればいい。失うのが怖くて、泣きたくないならすべてを守るしかない。どうにでもなれと思って、絶望の底に落ちた奴やつは強い。もうそこに戻りたくないと思うから。きっと歴代の皇帝はそうやって強くなっていった。悲しくて、どうにもならないことも乗り越えて、もう悲しまなくていいようにすべてを守ってきたんだ」

「……僕は……!!」

「お前がなんと言おうと俺は何度も言うぞ？　顔をあげろ。俺を見ろ。お前は一人じゃない。俺たちは双子だ。生まれたときから一緒だった。お前が守れないモノは俺が守ってやる。その代わり、お前は俺の守れないモノを守れ。欠けている部分を補って、これからも進んでいくんだ。お前が立ち止まってちゃ俺も前には進めない」

「兄さん……」

　ゆっくりとレオが顔をあげた。涙で濡ぬれた顔はきっとあの日の俺と同じ顔だ。

　痛む右手を俺はレオに差し出した。

　その手にレオが手を伸ばした。しかし、途中でレオの手が止まる。だが、意を決したような表情でレオは俺の手を強く掴つかんだ。

「レティシアが言っていた……僕は皇帝に向いているって……彼女のためにも……僕は皇帝になるよ……それがきっと……」

「さすがレティシアだ。良いことを言う。じゃあその言葉のお礼を言ってこい」

　言いながら俺はレオを引っ張って起こす。俺の言葉にレオが目を見開く。

「え……？」

「彼女は生きている。彼女の部屋にあった死体は彼女に偽装した偽物だ。これは殺人に見せかけた拉致だ」

「嘘うそ……だって……」

「よく見ればお前も気づけたと思うけどな。まぁ、お前に気づけないことは俺が気づいてやるよ」

　そう言って俺はニヤリと笑う。だが、そんな俺の耳を横から強く引っ張る奴がいた。

「アル～？　それってどういうこと～？」

「痛い痛い!?　やめろ！　エルナ！」

「聖女レティシアが生きてるって知ってたの!?　知ってて、今のやり取りしたの!?　返して！　兄弟愛に涙した私の感動を返して!!」

「いや！　あくまで推測だし！　そもそもレオが意気消沈してる状態で言っても意味ないだろ!?」

「真っ先に言いなさいよ！　そっちのほうが立ち直りが早いに決まってるでしょ!?　性格悪いわよ!?」

「俺なりに配慮してだな……！」

「うるさい！　回りくどいのよ！」

　そう言ってエルナは俺の耳をどんどん引っ張る。

　このままじゃ千切れると思ったとき、レオがつぶやいた。

「そっか……彼女は生きてるんだね……」

「俺の推測が正しければ、だけどな。しかもそれでも安心とはいえない。犯罪組織に身柄が渡っているだろうし、現在進行形で大ピンチだ」

「でも生きてる……なら助ければいい。そうだよね？」

「そのとおり。とりあえずこの推測を父上に認めさせないといけない。そのためにお前の力をだな」

「ごめん、そっちは任せていい？　僕は彼女のところに行くよ」

　そう言ってレオは自分の剣を持って部屋を飛び出してしまった。

　俺とエルナは茫ぼう然ぜんとしてレオを見送ってしまった。

「え？　おかしくなっちゃったの？」
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「さぁな……まぁ見つけるアテがあるんだろ」

「どうやって？　愛の力とか言い出さないわよね？」

「それで見つかるならそれでもいいけどな」

「けど、もしもレオが聖女レティシアの後を追えるとして、平気なの？　必要だったんじゃないの？」

「それならそれでなんとかするさ。お前の力も借りることになると思うけどな」

「当たり前よ。城の中でいいようにやられたなんて、近この衛え騎士の恥だわ。なにより……私の幼おさな馴な染じみを苦しめた。万死に値するわ。どこに行こうと八つ裂きにしてやるわ！」

　怖い怖い。今回の犯人側の奴らはレオだけじゃなくて、エルナの逆げき鱗りんにも触れたな。

　まぁ怒っているのは二人だけじゃないが。

　人の弟の想おもい人に危害を加えたんだ。それ相応の覚悟はしておいてもらおう。

「よし、じゃあとりあえず追うぞ」

「そうね。妄想だったら連れ戻さなきゃだし」

　そう言って俺はエルナと共にレオを追ったのだった。
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　レオを追って俺とエルナは馬小屋の近くまで来た。

　そこにはペルラン王国の鷲獅子グリフオンがいた。

　鷲獅子たちがいる小屋の周りでは鷲獅子騎士たちが涙に暮れていた。そんな彼らとは打って変わって、小屋の中で異様に暴れている黒い鷲獅子がいた。

「ノワール……」

　特殊な結界で覆われた小屋は鷲獅子とて壊せない。だが、今にも壊れてしまうのではないだろうかというくらい黒い鷲獅子は暴れていた。

「主人を失い……その子も悲しんでいるんです……」

　近くにいた鷲獅子騎士が沈んだ表情で告げた。

　自分たちと同じだと言いたげな表情だが、レオはその鷲獅子騎士の言葉を否定した。

「違う……そうだよね？　ノワール」

「クウェェェェ!!!!」

　レオの言葉に同意するように前足をあげ、小屋の扉を蹴る。

　激しいその行動は失意の行動というよりは怒りに近いように思えた。

　ほかの鷲獅子たちは多少動揺しているようだが、この鷲獅子だけは明確に何か意思を持って暴れているように思えた。

「レオ。探せるのか？」

「わからない。けど、この子は置いていかれたのにレティシアの下まで来てしまったらしいんだ。彼女がもしも生きているなら……このノワールなら追えるはずだ」

「追えるはずって……鷲獅子に追いつける馬なんていないぞ？」

　鷲獅子は飛竜よりもなお希少。人が騎乗する生き物の中では最上位に位置する。

　その空を駆ける速度は飛竜をも凌りよう駕がする。

　レティシアを追えるといっても、その鷲獅子をレオが追えないなら意味がない。だが。

「大丈夫。僕が乗る」

「は？」

「駄目だわ……やっぱり頭が……」

　エルナが頭を押さえてつぶやく。まぁ言いたいことはわかる。鷲獅子に乗る鷲獅子騎士は王国ですら希少。乗り手に選ばれるにはその鷲獅子に認められなければいけない。

「なぁ、レオ。俺にはその鷲獅子が温厚そうには思えないんだが？」

「レティシア以外に懐いてないらしいよ」

「そうか……」

　思わず遠い目をしてしまう。

　記憶が正しいならレティシアは白い鷲獅子に乗っていた。懐かれているレティシアですら乗らないところを見れば、どれほど扱いにくいのかわかる。

　騎乗者がいて、その後ろに跨またがるならわかる。まぁそれでも騎乗者のいる鷲獅子といない鷲獅子では速度に差が出る。しかもコントロールされていない鷲獅子はどんなルートを通るかわからない。だから乗ってコントロールするというのは良い手だろう。問題なのは言うほど簡単じゃないということだ。

「ほかの鷲獅子騎士に任せたらどうだ？」

「ほかの鷲獅子に跨る騎士をこの子はきっと認めない。それにね……馬鹿だと言われるかもしれない。愚か者と言われるかもしれない。こんな状況で不謹慎だと言われるかもしれない。身勝手で、傲慢で、僕のことをエゴイストと呼ぶ人だっているかもしれない。それでも──レティシアのところに真っ先に行くのは僕でありたい。彼女にもう大丈夫だと言うのは僕でありたい……おかしいかな？」

「だいぶ変だな。そんな理由で鷲獅子に乗ろうとするのはお前くらいだろうさ。ま、たまにはいいんじゃないか。馬鹿になるのもな」

　真面目なレオらしくない言い分だった。レオは自分より他者を優先してきた。帝国のため、民のため。今もレティシアのためかもしれないが、その中で自分のエゴを出した。

　それを良くないことだという奴もいるだろう。だけど、俺はそれでもいいと思う。

　多少は俗物であったほうが人間味もある。ましてや惚ほれた相手のことだ。

　我わが儘ままも許されてもいいはずだ。

「問題はそんな馬鹿を背中に乗せてくれるかだけどな」

「蹴られて終わると思うのだけど……」

「どうかな。時には馬鹿のほうが強いときもある」

　俺がそう言うとレオはニコリと笑い、小屋の扉を開けて黒い鷲獅子の下へ向かった。

「クウェェェェェ!!!!」

　黒い鷲獅子はレオを見た瞬間、目を光らせて前足を高くあげてレオを蹴り飛ばそうとする。レオなら避よけようと思えば避けられただろう。ただその場合、小屋から出なくちゃいけない。

　それを嫌い、レオはその攻撃を剣の鞘さやで真正面から受け止めた。

「怒りはわかるよ……君の大好きな主あるじがいなくなったんだ……当然だよね」

　ジリジリとレオの体が押されていく。体重が違う。元々のパワーが違う。単純な力比べじゃ勝ち目はないだろう。それでもレオは一歩も退ひかない。

「僕は守れなかった……すべて僕の責任だ……それでもまだ間に合うかもしれない……だから君の力を貸してもらう……」

「クウェェェェ!!」

「君にとっても悪い話じゃないはずだ……レティシアを助けにいくんだ……」

　どんどんレオが押されていく。エルナがたまらず剣に手をかけるが、それを俺は止めた。

　誰かの助けを借りてちゃ鷲獅子はレオを認めない。これはレオと鷲獅子の問題だ。

「アル……」

「大丈夫だ。あいつは──俺の自慢の弟だ」

　黒い鷲獅子は埒らちが明かないとみて、一度退く。そして少しだけ距離を取って、レオに向かって突撃した。小屋から吹き飛ばそうとしたのだ。

　それすらレオは受け止めた。そして歯を食いしばって、踏ん張り、耐えきって叫んだ。

「僕の愛した人を助けにいくんだ……！　力を貸せ！　ノワール!!」

　そう言ってレオは思いっきり黒い鷲獅子の頭に頭突きをかました。

　まさか頭突きとは。レオらしからぬ野蛮な攻撃だ。とはいえ、効果はあったようだ。

　黒い鷲獅子はフラフラと数歩下がる。そしてレオを睨にらみつけた。

　だが、レオはそんな黒い鷲獅子の目を真っ向から受け止めて跳ね返した。

　それは逆らうことを許さない王者の視線だった。有無すら言わせぬ眼光を見て、黒い鷲獅子はゆっくりと頭こうべを垂れた。

「嘘だろ……あのノワールが……頭を下げた……？」

「誰も認めなかったのに……」

　周りにいた鷲獅子騎士たちが驚きの声をあげる。

　そんな騎士たちをよそに、レオはノワールを外に出してその背に跨った。そして。

「騎士たちよ！　準備しろ！　君らの主君を助けにいく！」

「さっきから話が見えません！　レティシア様は！」

「彼女は生きている！　このノワールの様子が答えだ！」

「で、ですけど……」

「わずかな可能性にかけて僕についてくるか、ここで絶望を感じて蹲うずくまるか。二択だ！　今、決めろ！　迷っている時間はない！」

　一瞬、誰もが押し黙った。黒い鷲獅子の背に跨ってみせたレオには雰囲気があった。実力的な意味じゃない。何かやってくれるんじゃないか。この人についていけば間違いないんじゃないか。そんな頼もしさが今のレオには漂っていた。

「……お供します」

　一人の鷲獅子騎士がそうつぶやき、すぐに自分の相棒である鷲獅子の下へ走って、準備を始めた。

　それを見てその場にいた鷲獅子騎士たちが全員、動き出した。彼らは詳しいことは何も知らない。それでも動いたのはレオの言葉にそれだけの価値があったからだ。

「兄さん……」

「行ってこい。彼女は多くの人を救ってきた聖女だ。けれど、彼女を救う人はいない。救えるだけの力を持つ者が少ないからだ。強いから大丈夫、偉いから大丈夫。そんなのは幻想だ。助けてもらえるなら誰だって助けてもらいたいさ。だから行ってこい。そして帝国の英雄ではなく、彼女だけの英雄になってこい。できるな？」

「もちろん！」

　そうレオが言った瞬間。俺たちの後ろから大勢の足音が聞こえてきた。

　バレたか。現在、城は封鎖中。それは皇帝の絶対命令だ。そこから抜け出すのは皇帝の命令に逆らうということだ。たとえ、皇子といえど許されることではない。

「行け。こっちの面倒事は俺が引き受ける」

「……ごめん。いつも迷惑ばかりかけて」

「いいさ。兄貴は弟に面倒をかけられるためにいるんだからな」

「うん。ありがとう。行ってくるよ」

　そう言ってレオは鷲獅子騎士たちと共に飛び上がった。

　それを見て、近寄ってきた近衛騎士たちが声をあげる。

「お待ちを！　レオナルト皇子！」

「皇帝陛下のご命令に反します！」

「エルナ……一緒に怒られてくれるか？」

「まったく……困った兄弟よね。あなたたちって」

「悪いな。厄介な幼馴染で」

「そうね。厄介で世話が焼ける。でも……二人の無む茶ちやは嫌いじゃないわ」

「なら悪いんだが、彼女を止めてくれ」

「──お任せを」

　そう言ってエルナは一瞬で姿を消した。

　そしてレオを追おうとした一人の近この衛え騎士の前に立ちはだかった。

「……私の前に立ちはだかるというのがどういう意味を持つのかわかっていますか？　エルナ」

「もちろんです。ヴァイトリング騎士団長」

　そう言ってエルナは蜂蜜色の長い髪を持った美女と視線を真っすぐ交わした。

　その女性の名はアリーダ・フォン・ヴァイトリング。ラウレンツの姉にして、テレーゼ義あ姉ね上うえの妹。帝国最強を誇る近衛騎士団を率いる近衛騎士団長兼第一騎士隊隊長。

「許せ、騎士団長。責任は俺にある」

「あなただけで責任を取れる問題ではありません。アルノルト殿下。これは皇帝陛下への反抗です」

「かもな。まぁここはひとまず俺を拘束しておいてくれ。今から追うにしても一苦労だろ？」

「……覚悟の上ですか」

「もちろん」

　そう言った瞬間。俺の横に近衛騎士がいた。

　エルナの傍そばにもいる。抵抗はしない。どうせ弁明のために父上のところに連れていかれる。

　むしろ好都合だ。あとは信じてもらえるかどうかだが、そこは俺の言葉次第だろう。

　さて、俺は俺の闘いを始めるとしよう。
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「さて──言い訳を聞こうか？　アルノルト」

　玉座の間にて父上が冷たい声でそう告げた。その横にはフランツが立っており、エリクやゴードンにコンラートやヘンリックもいた。主だった接待役は勢ぞろいだ。

　唯一姿が見えないのはトラウ兄さんだ。まったく、この中じゃ一番味方してくれそうだってのにどこにいるのやら。

「言い訳なんてありませんよ。父上」

「皇帝陛下だ、アルノルト」

「無駄ですよ！　皇帝陛下！　こいつはレオナルトを城の封鎖を破って外に出したんです！　兄上方に斬りかかろうとしたレオナルトを、です！　二人とも正気じゃない！　今すぐ投獄すべきです！　犯人である護衛隊長はまだ見つかっていませんし、その仲間かもしれない護衛の鷲獅子グリフオン騎士たちとともにおかしな弟を逃がしたんです！」

「城の封鎖は破ってないぞ？　ヘンリック」

　強硬な態度を取るヘンリックに向かって俺は告げる。

　それを聞き、ヘンリックが俺を睨みつけてきた。

「なにぃ？　ふざけたことを抜かすな！　レオナルトを城の外に出しただろうが！」

「門を開けて出て行ったわけじゃない。空から出て行ったんだ。破っちゃいない」

「そんな屁へ理り屈くつが通るか！」

「屁理屈じゃない。城を封鎖するのは近衛騎士団の役目だ。空から出ちゃ駄目とも言われてないし、空も封鎖されていなかった。だからレオに散歩でもしてこいって送り出したんだ。非があるとしたら近衛騎士団のほうだ」

「そんなふざけた話があるか！」

　ヘンリックが顔を真っ赤にして食って掛かってくる。だが、肝心の父上は呆あきれた表情を浮かべているし、その横にいるフランツに至っては笑っていた。

「フランツ。なにがおかしい？」

「失礼を。陛下。こうも見事な責任転嫁は最近、見ていませんでしたので」

「良いことではない。アルノルト。報告ではお前はエルナを使って、騎士団長の動きを制止したと聞くが？」

「それは勘違いです。騎士団長があまりに怖くて。なにせ……騎士団長の弟を死に追いやったのはレオですから。攻撃でもしてきたのかと思いましたよ」

　俺の言葉に耐え切れずにコンラートも笑いだした。それを見て、ゴードンがきつくコンラートを睨んだ。

「不謹慎だぞ。コンラート」

「俺に言われても困るっすよ。兄上。アルノルトに言ってください」

「ふん……アルノルト。真面目に答えろ」

「真面目に答えてますよ」

　素知らぬ顔で俺は告げる。するとゴードンの顔に青筋が浮かび上がった。

　破裂寸前って感じだな。まぁ破裂してくれても構わないんだが。

　しかし、そんなゴードンとは打って変わって冷静に俺を見つめてきたのはエリクだった。

「アルノルト。お前は理由があっても滅めつ多たに動かん。そんなお前が騒動になることを承知でレオナルトを外に出した。そこには何か理由があるのではないかと私は思っている」

「なるほど。そうかもしれませんね」

「ならば聞かせろ。一体、どんな理由でレオナルトを外に出した？」

「真面目に聞いていただけると？」

　俺は父上に視線を向けながら告げた。問題を起こした者を裁くといった雰囲気の中で、俺が何を言ったところで誰も取り合わない。妄言で片付けられては困るのだ。何か理由があったはずだと耳を傾けてくれなければ意味はない。

　弁解でも釈明でも駄目なのだ。俺が弱い立場で何かを話すことは避けなければいけない。俺がしたいのは説明だ。

　しかし、この場に完全な味方は存在しない。俺の立場はあくまで問題を起こした皇子。弱いままだ。だからふざけたことを喋しやべってみた。これでは埒が明かないと判断したのか、父上は静かに頷うなずく。歩み寄る姿勢を見せたのだ。

「もちろん聞こう。何か理由があったのだろう？　話してみよ」

「では俺の推測を話させていただきます。先に結論だけ言っておきますが、おそらく聖女レティシアは生きています」

「なにぃ？」

　父上が目を細め、ほかの皇子たちは俺に鋭い視線を向けてきた。

　それはさきほどのふざけた話以上にふざけた内容だったからだ。だが、一度聞くと言った以上、父上は俺の言葉を遮ったりはしない。だから俺はそのまま説明を続けた。

「そう思う根拠をあげます。まず状況証拠として護衛隊長が犯人かと思われていますが、護衛隊長がもしも反帝国勢力だったとして、自分が犯人だという証拠を残すはずがありません。王国の護衛隊長が聖女を殺したところで、帝国の非にはなりませんから」

「……お前と同じ意見のようだな。フランツ」

「私がたどり着いたのは護衛隊長が犯人ではないというところまでです。聖女レティシアが生きているという可能性は思いもよりませんでした。殿下、どうぞお続けください」

　さすがは宰相。あの部屋の違和感には気づいていたか。とはいえ、わかることはそれだけだ。

　代々素養の高い者を血筋に加えてきた皇族は大陸屈指の名門だ。その血筋の人間がよく観察してようやく違和感に気づく。

　それがあのレティシアの遺体の秘密だ。平民出身のフランツではどうあがいたって気づきようがない。だから違和感に気づいていても城の封鎖には反対しなかったんだろう。

　護衛隊長の仕業に見せかけた犯行。たとえそうであっても犯人が城にまだいる可能性は十分にあったからだ。しかし真実はそうじゃない。

「二つ目の根拠は魔奥公団グリモワールです。奴やつらの拠点はシルバーが壊滅させましたが、そこでは聖女レティシアを魔法の実験に使うという資料がありました。それは父上も御覧になられたのでは？」

「ああ、見た」

「では不自然さに気づきませんか？　魔奥公団は魔法の研究に取りつかれた者たちの集まり。その目的は魔法を追求すること。その魔奥公団では、聖女レティシアを捕まえる算段は立てていなかった。していたのはどうやって聖女レティシアを使うか。まるで手に入ることが前提のような行動では？」

「誰かが聖女を攫さらい、魔奥公団に引き渡す。その流れができていたと？」

　エリクがそう質問してくる。その顔はさきほどよりよほど険しい。

　俺の話が現実的であればあるほど帝国としてはまずいから当然の反応だな。

「そう考えるのが自然でしょう。しかし、聖女レティシアの遺体はたしかにあった。あれが本当に聖女レティシアの遺体だとしたら、魔奥公団は何の得もしていません。得をしたのは王国と犯人だけとなります。王国は護衛隊長を犯人扱いし、真犯人に追手を差し向けなかった帝国の非を責めるでしょうし、犯人は逃げる時間を稼げました。これだけ手が込んでいる以上、いまだに城に残っているということはないでしょうからね」

「魔奥公団の拠点はシルバーが壊滅させた。だからこそ、方針を変更したのではないか？」

「その可能性もありますが……魔奥公団が帝都に潜入していた以上、何らかの協力関係があったことはほぼ間違いないでしょう。協力関係を結んだ以上は成果を渡すのは当然です。魔奥公団の拠点は帝都だけということはないでしょうし」

　魔奥公団が組織として壊滅させられたならまだしも、壊滅させられたのは帝都の一拠点。古くから存在する犯罪組織ならあちこちに構成員がいるはずだ。

　帝都で引き渡せないにしても、別の場所で引き渡すことは可能だろうし、なんなら帝都にいた奴らと聖女を受け取る奴らは別ということも考えられる。考えればキリがない。

「となると……あの遺体はなんだという話になってくるな？」

「はい。聖女レティシアが攫われているという根拠こそ、あの遺体です。父上や兄上方はあの遺体に違和感を覚えませんでしたか？」

「……遺体を眺める趣味はないのでな。お前は感じたのか？」

「ええ、観察してたので。じっくりと」

　一瞬、父上が顔をしかめる。エリクも同様だ。ゴードンはふんと鼻を鳴らして小馬鹿にしている。所詮はすべて推測だと言いたげな表情だ。

「それでアルノルト。遺体に違和感があるからなんだ？　お前が遺体を見慣れていないだけだろう？　軟弱者めが！」

「逆に聞きますが、遺体を見慣れているのに違和感に気づかなかったのですか？　ゴードン兄上」

　俺の言葉にゴードンの目が血走った。

　ゴードンが一歩前に出て俺に向かって行こうとするが、それを父上が制止した。

「ゴードン。落ち着け」

「こんな出来損ないに馬鹿にされたとあっては俺のプライドに関わるのです！」

「お前のプライドの話などどうでもいい。そもそもアルノルトの言う通りならお前が気づけなかったことをアルノルトが気づいたということになる。馬鹿にされて当然だ」

「アルノルトの言葉を信じるおつもりか!?」

「確かめる価値はある。聖女レティシアの遺体をここへ。ただし……誰も違和感を覚えなかった場合はわかっているな？　アルノルト」

「どうぞ。お好きなように」

　そう言って俺は軽く頭を下げる。どうにかここまで来た。

　あと一押しだ。ここで推測が正しいことを証明されると、この場にいる者たちの俺を見る目が変わってしまう。それは望ましいことではないが──弟のためだ。

　仕方ない。

　所詮、侮られているのも手段の一つ。俺の目的はレオを皇帝にすることなのだから。

　今回は本気の全力でいかせてもらおう。
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　玉座の間に運び込まれたレティシアの遺体は綺き麗れいなものだった。城の使用人が皇帝の前に出しても問題ないようにしたんだろう。だが、そうであっても違和感は消えない。

「美人だし、見てて悲しくなるっすねー。やったのは女っすよ。間違いない」

「黙れ、コンラート。今はそんなことはどうでもいい」

　軽口を叩たたくコンラートをエリクがたしなめる。ヘンリックは見るのも嫌だといった様子で視線をそらしており、しっかり見ているのは父上とエリク、そしてゴードンだけだ。

「……ゴードン。お前は何か感じるか？」

「何も感じませんが？」

「エリク。お前はどうだ？」

「多少ですが違和感はあります。既視感のような曖昧さではありますが、しっかりと見ればなんとなくおかしいとは感じます」

「ワシもそうだ。アルノルトの言う通り、この遺体には違和感がある」

　一瞬、ゴードンの顔が歪ゆがみ、俺のほうを睨にらみつけてきた。

　いつもなら目をそらすところだが、今日は本気でやると決めている。

　だから俺は小馬鹿にした様子で笑ってみせた。

「っ!?　なにがおかしい！　アルノルト!!」

「いえ、別に。ただ皇族なら誰でも気づけると思っていたので。なにせ出来損ないの俺に気づけたくらいですから」

「……死にたいらしいな」

　ブチンと何かが切れたような音が聞こえた気がした。顔を真っ赤にしたゴードンが俺のほうに向かってくる。父上やエリクの制止すら受け付けない。

　そんなゴードンを止めたのは玉座の間の端で待機していたアリーダだった。

　瞬時にゴードンと俺の間に割って入ったアリーダは静かに告げた。

「皇帝陛下の御前です。お静まりください、ゴードン殿下」

「黙れ。その搾りかすを捻ひねりつぶさなければ気が済まん！」

「武力行使に出るというなら力ずくでお止めします」

　それは警告だった。近この衛え騎士団は帝国の最精鋭。その隊長たちはどいつもこいつも化物級の実力を持っているが、その中でも上位三隊の隊長は正真正銘の化物だ。

　アリーダはあのエルナが聖剣がなければ勝てないと断言している数少ない一人だ。少なくとも同等の評価をエルナが下しているのはエルナの父である勇爵以外にはいない。

　当然ながらゴードンでは勝ち目がない。帝国最強とエルナが言われるのは聖剣込みでの話。そうでなければ帝国最強の剣士はアリーダだろう。

　もちろん数年後にはわからないが、今の段階ではアリーダは剣の技術だけでいえばエルナ以上なのだ。

　ヴァイトリング翁おうの娘だから、父上が傍そばに置いているなんて言う人もいるが、そういう人は一度彼女の剣技を見たほうがいい。稽古なのに何しているのかわからないほど速いから。

「くっ……」

「お下がりください。ゴードン殿下。アルノルト殿下も挑発はほどほどに」

「気をつけるよ」

　俺にも注意が来たため、肩をすくめて対応する。

　まぁもう挑発は必要ない。ゴードンやヘンリックは話を聞かずに俺の処罰を口にしていた。万が一にでも父上がそれを飲めば、説明の機会は失われる。

　だから怒らせた。これでこの場でゴードンの意見が通ることはないだろう。

「……失礼しました。皇帝陛下」

「うむ」

　ゴードンが謝罪し、父上が視線で俺に説明を促した。この遺体は一体なんなのか。そういう話になるわけだ。皇族だけが違和感を覚える偽物。それは明らかに異常だ。

　その答えを父上は求めている。

「この遺体はおそらく幻術で偽装されたものでしょう。人形ではさすがに気づかれるため、きっと本物の遺体が使われています」

「なにぃ？」

「それは本当か？　アルノルト」

「あくまで俺とレオの推測です。証拠はありません」

「証拠がなければ何の価値もない！　近衛騎士たち！　早くこの遺体を片付けろ！　皇帝陛下！　アルノルトの妄言に付き合う必要は」

「何を勝手に仕切っておる？　いつからお前が皇帝になった？　ヘンリック」

「ひっ!?　も、申し訳ありません!!」

　父上に睨みつけられて、ヘンリックは恐怖に顔を歪めて跪ひざまずく。

　それを見て、父上は鼻を鳴らしながら俺のほうに視線を移した。

「証拠はない。憶測に次ぐ憶測だ。信じるほどのものとは思えん。だが──この遺体に仕掛けがあるのもまた事実。この違和感を解消するには何が必要だ？　アルノルト」

　第二段階クリア。これで俺の要請ではなくなる。

　俺が彼女らを呼んでほしいと頼めば、馬鹿馬鹿しいと一蹴されかねない。

　だが、皇帝が求める答えに必要だといえば違ってくる。彼女らも断れないだろう。

「エルフの方々を呼んでいただけますか？　これだけの幻術を使えるのはおそらくエルフくらいでしょう。突然、帝国の招待を受けたり、来るまでの道中の行方が知れなかったり、彼女たちには謎が多い。陛下がお取り調べください」

「よし。エルフの一行を呼び出せ」
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　呼び出されたエルフたちの数は七名。来た時と同じ数で、欠けてはいない。

　その中心にいるのは幻術で姿を誤ご魔ま化かしているウェンディ。一応、接待役ということでクリスタも呼び出されている。今回は皇族のみの会議のため、フィーネは外で待機中だ。

　クリスタは突然呼び出されて不安そうに俺を見てくるが、それに対して俺は優しく微笑ほほえむ。

「アル兄さま……」

「大丈夫だ」

　俺の言葉を受けてクリスタは静かに頷うなずく。

　そして父上の取り調べが始まった。

「さて、ウェンディ殿。あなたに聞きたいことがあってお呼びした」

「なんでしょうか？　皇帝陛下」

「まずはあちらをご覧いただきたい。ああ、クリスタは見んでいい」

「はい……」

　何があるのか想像したのだろう。クリスタが顔を青くしながら正面だけを見ている。

　一方、ウェンディたちはレティシアの遺体を見ていた。

　一瞬、ウェンディが悲し気に眉をひそめた。周りのエルフに変化はない。

「聖女レティシアは……残念でした」

「そうとも言えん。実はそれは幻術で偽装されたものではないかという意見が出た。それについてはどうだ？」

「陛下は……我々エルフが犯人だと考えておいでなのでしょうか？」

「可能性の話をしている。あなた方なら遺体を別の誰かに偽装することくらいは可能なのではないか？」

「それは……」

　そう言ったとき、ウェンディはチラリと自分の隣に立つエルフの女を見た。

　たしか俺とレオが喋しやべっているときに入ってきたエルフの従者だ。名前はポーラだったか。そのポーラの顔色をウェンディはしきりにうかがっている。まるでポーラのほうが主人のようだ。

「可能なのか？　不可能なのか？　どちらだ？」

「可能ではあります……ただそれほどの使い手は今回……いません」

　そう言ってウェンディは視線をそらした。

　嘘うそをついているときの典型的な反応だ。そしてポーラへの態度には恐れが見える。

　今ので関係性が透けて見えたな。父上の横ではフランツが険しい表情を浮かべつつ、近衛騎士たちに視線で指示を出した。

　自然な様子で近衛騎士たちがエルフたちとの距離を詰めた。この場にいる近衛騎士はアリーダを筆頭とした隊長たちや精鋭ばかり。逃げようとしても逃げられないだろう。

　そんな中で俺はウェンディに告げた。

「姫君。それは本当ですか？」

「ほ、本当です……アルノルト殿下」

　ウェンディの瞳が揺れる。視線が俺とポーラを行き来している。

　その目がやめてと語っていたが、やめてあげるわけにはいかない。ウェンディとポーラの関係も放置できないしな。

　ここらで問題はすべて解決させてもらおう。

「あなたは姿を幻術で偽っている。あなたなら可能では？」

「そ、それは……」

「どういうことかな？　ウェンディ殿」

　父上に問い詰められたウェンディは仕方ないという表情で、自らの幻術を解き、真の姿を晒さらした。

「欺いたことは謝罪いたします。皇帝陛下」

「これは驚いた……」

「子供が代表では失礼に当たるということで、我が祖父より幻術にて姿を変えろと言いつけられておりました。お許しを」

「それはいい。問題はそれだけの幻術をあなたが使え、それに我々も気づけなかったということだ」

「この状況では何を言っても信じてもらえないでしょうが、我々エルフの仕業ではありません。皇帝陛下」

　そう言ってウェンディが跪き、ほかのエルフたちも続く。

　父上は腕を組んで目を細める。多くの人を見てきた父上にはウェンディの嘘は透けているだろう。問題はなぜ嘘をついているのか。

　エルフがこの一件に関与する理由が父上には思いつかないんだろう。

「その言葉を信じるとして……あなたならその遺体に掛けられた幻術を解けるのではないか？」

「わかりません。やれと言われればやってはみますが……」

　時間稼ぎだ。これに乗るのは得策ではない。

　だから俺は最後の提案をした。

「父上。提案があります」

「何度言えばわかるのだ、皇帝陛下と……ああもう。好きにせよ」

「申し訳ありません。宝物庫にある物を使いたいのですが？」

「まさかと思うが……〝皇旗〟か？」

「はい。この玉座の間には魔法の発動を阻害する結界が張ってありますが、すでに発動している魔法は対象外です。ですから発動圏内の魔法をすべて無効にする〝皇旗〟の使用許可を」

　玉座の間にある結界は最高クラスだ。

　俺ですら転移魔法での侵入は困難だし、この場での魔法発動は無理だ。しかし、発動しているものはその限りではない。それは意図されたものだ。

　すべてを無効化してしまえば、皇帝は魔導具すら使えない。だからすでにかけられた魔法は阻害されない。その程度なら近衛騎士たちで対処可能だからだ。

　しかしその結界以上の威力を誇る魔導具が宝物庫にはある。皇旗と呼ばれるそれは一見するとただの国旗だ。黄金の鷲わしが描かれた精巧な旗にしか見えない。

　だが、皇族の血を捧ささげることで一定範囲内の魔法をすべて無効化する。

　その強力さの反面、ほとんど使われることのない魔導具だ。すべての魔法を無効化してしまうと不利になるのが大抵は帝国側だからだ。

　しかも皇族の血が必要となる。そうポンポン使えるものではないのだ。

「あれは相当な量の血を要求される。お前が血を捧げるのか？」

「そのつもりです。その代わり、もしもこの遺体が聖女レティシアの物でない場合、レオの行動は正しかったと認めていただきたい。そして増援として近衛第三騎士隊の派遣を要請します」

「……弟のためにそこまでするか」

「弟だからそこまでするのです。レオは正しいことをしています。それを証明するのが兄の務めでしょう」

「よく言った！　皇旗の使用を許可する！」

　そう父上が言った瞬間。

　玉座の間が開かれた。後ろを振り向くとそこにはトラウ兄さんがいた。

　その手には黄金の鷲が描かれた旗があった。

「使用許可ですと!?　さすが父上！　このトラウゴットの行動を先読みするとは！　その信頼に応えて自分が使いましょう！」

「なっ!?　待て！　トラウゴット!?!?」

「はぁぁぁぁぁぁっっ!!!!」

「ちょっ！　トラウ兄さん！」

「アルノルト！　弟の無実を証明するのは兄の務め！　このトラウゴットに任せておくのですぞ！」

「いや、人の話を!?」

　完全に自分の行動に酔っている。皇旗から紐ひもが伸びて、トラウ兄さんの血を吸い上げていく。

　近この衛え騎士たちがトラウ兄さんの傍に寄ったときには時すでに遅しだった。

　皇旗が発動して、光り輝く粒子が皇旗から発せられた。この粒子があるかぎり、この場の魔法はすべて無効化される。

　その粒子は玉座の間の結界ごとすべての魔法を無効化した。レティシアの遺体と思われた物の幻術は無効化され、護衛隊長の遺体が現れた。だが、その遺体は明らかに死後数日といった様子だった。

　ずいぶんと前から入れ替わっていたのかと、俺はエルフたちを見る。

　すると、俺の目にはクリスタを俺のほうに押すウェンディの姿が見えた。

「逃げて!!」

　ウェンディが叫ぶ。その周りを固めるエルフたちの様子は一変していた。

　なにせ肌が黒い。

　かつてエルフという種族の中で、魔王に与くみして悪魔の力を浴びた悪あしきエルフ。ダークエルフたちがそこにはいた。

　そのダークエルフたちは隠し持っていた短剣をウェンディに向ける。

　脅されているのではと思ったが、想像以上の展開だ。

　咄とつ嗟さにクリスタの保護に動くが、ウェンディは間に合わない。

　そう思ったとき、皇旗が短剣を向けていたエルフに直撃した。

「ロリフに何をしておるかぁぁ!!」

　当然ながら皇旗を投げたのはトラウ兄さんだった。血を大量に捧げ、フラフラになりながら速攻で行動したのはさすがとしか言えない。行動理由があれだが。

「ここは帝国！　好き勝手はさせないでありますよ！」

「好き勝手しておるのはお前のほうであろう!?!?　この場で発動させる奴やつがあるか！　大馬鹿者め!!」

「あれぇぇぇ!?!?　なぜ自分が怒られているので!?」

　そんな緊張感のない親子の会話がなされている間に、ダークエルフと近衛騎士の戦闘が開始されたのだった。

　とはいえ、戦闘と呼べるものにはならんだろう。

　なにせ粒子があるかぎり、この場じゃ魔法は使えん。ダークエルフにとっては最悪の状況だ。
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　ダークエルフたちは見るからに焦っていた。まさかここで正体が暴かれるとは思っていなかったんだろう。加えて、皇旗によって仕込んでいたすべての魔法がパーになったはずだ。さすがに呼び出された時点でなにかしらの策は講じていただろう。

　そういう策はすべてトラウ兄さんによって粉砕された。俺のプランもだが。

　まぁ結果的に最高に近い結果にたどり着いているわけだが。

　ダークエルフは魔王によって力を与えられたエルフであり、通常のエルフよりも強力な力を扱う。しかし、その力は遺伝しない。つまりダークエルフというのは魔王がいた五百年前からの生き残りということだ。

　その知恵や魔法や戦闘の技術、それらは恐ろしいものがある。とはいえこの状況では近衛騎士たちの敵ではない。彼らは抵抗らしい抵抗もできずに捕まっていく。

「は、離れてください!!」

　俺の背にいたウェンディがそう叫び、バルコニーに走っていこうとする。

　その肩を掴つかんで俺は制止する。

「何をする気です？」

「このネックレスは魔導具なのです！　爆発してしまいます！」

「ご安心を。皇旗が発動した以上、魔導具もすべて効力を失います」

「で、ですが、一時的では!?　無理やり外せば爆発する物です！」

「それも問題ないでしょう。騎士団長」

「すでに斬っています」

　俺が声をかけるとそう声が返ってきた。

　見ればウェンディのネックレスは見事に斬れ落ちていた。

　それを拾い、俺はアリーダに投げる。あとは向こうが適切に処置するだろう。

　問題はそっちじゃない。俺は改めてウェンディを自分の背に隠した。

「父上、彼女は」

「脅されていたから許せというのだろう？　その話はあとだ。今は聞かねばならんことがある。ウェンディ殿、何があった？」

「お許しくださいとは申しません……すべては私たちエルフの責任です。エルフの里を出た私たちは予定のルートを通っていましたが、そこで襲撃に遭い……私以外のエルフは殺されました。その後、私はさきほどの魔導具を首につけられ、言うことを聞くしかなく……」

　誰かに喋りに行けば、その人間ごと殺せる魔導具といったところか。

　ウェンディが打ち明けられなかったのは仕方ないことだろう。

「だが、あなた方の動きは我々も掴めなかった。ダークエルフだからこそ掴めたというのか？」

「いえ……ルートを知っていたのはエルフの里の者だけです。おそらくはエルフの里の者が漏らしたのでしょう……エルフの里はずいぶん前から王国より圧力を受けていましたので、その圧力を危惧して王国の策に乗った者がいてもおかしくありません……」

「なるほど……では王国の策とは？　知っていることはすべて教えていただきたい」

「私も彼らの話を聞いていただけなので、どこまで正しいかはわかりませんが……聖女レティシアの拉致は王国側の提案だったそうです。ダークエルフはあくまで実行犯なのだとか。それと問題が一つあります」

「問題？」

「はい。聖女レティシアを拉致したダークエルフは別にいます。彼女は現在のダークエルフの族長。護衛隊長を殺し、化けていたのも彼女です。今頃は帝国北部に移動しているかと」

「ダークエルフの族長……」

　父上が顔をしかめる。

　ダークエルフというのはそれほど厄介な相手なのだ。エルフ自体が人間よりはるかに個体として優れているのに、悪魔から力を授かった者たちだ。しかも五百年前の戦争を生き残った古ふる強つわ者ものばかり。その族長となればどれだけ厄介な敵か。

「そのダークエルフの族長ですが……本人が言っていたことなので真実かはわかりませんが……魔奥公団グリモワールの幹部なのだと語っていました。私がなぜこんなことをするのかと問うたときに、笑顔で魔法の研究のためと語っていたので……おそらく真実だと思います」

「そこで繋つながるか……」

「私が言えたことではありませんが……すぐに救出部隊を……彼らはしきりに悪魔の話をしていました。最悪の場合……魔王級の悪魔を呼び出そうとするかもしれません」

「ダークエルフならあり得る話です。陛下」

　魔王はたしかに討伐された。しかし魔界にはまだまだ悪魔がいる。呼び出そうとすれば魔王に匹敵する悪魔を呼び出せるだろう。なにせ実験体が聖女だ。

　生いけ贄にえにするのか依より代しろにするのか。どうであれ帝国にとって害しかない事態になるのは間違いない。

「アリーダ」

「はっ」

「近衛第三騎士隊隊長、エルナ・フォン・アムスベルグを聖女救出部隊の隊長に任命する。第四騎士隊、第五騎士隊を含む、近衛三隊で第八皇子レオナルトの援軍に向かえ」

「かしこまりました」

　アリーダへの指示を出し終えた父上は疲れたように玉座にもたれ掛かる。

　ウェンディの言葉に証拠能力はない。ウェンディがいくら王国が主導したことと語っても、王国は認めないだろうし、ほかの国も取り合わない。

　結局のところ、ウェンディがダークエルフと行動を共にしていた事実は変わらないからだ。

　そうなるとレティシアを救出できなければ王国との戦争が近いということになる。

　救出できないということは、内では悪魔騒動、外では侵攻というサンドイッチに陥るということだ。そりゃあ疲れるか。

「フランツ。西部と北部の国境に近衛騎士団を派遣し、警戒させよ。西部には第二騎士隊、北部には第六騎士隊が順当だろう」

「よろしいのですか？」

「軍や諸侯の騎士を動かせば目立つ。まだ侵攻を受けたわけではない。刺激すれば余計な問題を増やしかねん」

「かしこまりました。すぐに手配いたします」

「エリク。外務大臣としての手腕に期待しておるぞ？」

「お任せください。しかし注力できるのは一国だけでしょう。最も厄介な皇国は絶対に参戦させませんが……ほかの国は申し訳ありませんが手が追いつきません」

「仕方あるまい。王国、連合王国、藩国。三国による侵攻は想定されていたことだ。想定の中では最悪に近いパターンだがな。ゴードン。軍の対応はできているか？」

「北部国境は万全です。藩国の軍勢では突破は不可能でしょう。問題は西部国境かと。王国の全力攻撃となれば防ぐのは難しいかと思います。ただし、中央部の部隊も命令があれば即座に動ける用意があります」

「よろしい。侵攻を受ければお前にも出てもらう。とりあえずはウィリアム王子のご機嫌取りだ。お前は個人的親交がある。彼を通じて連合王国を切り離せるか試せ」

「お任せを」

　エリクとゴードンに指示を出した父上が次に視線を向けたのはトラウ兄さんだった。

　血を持っていかれたせいか、立っているのもつらいらしく近衛騎士によって支えられている。

「トラウ。喋しやべれるか？」

「はい、なんとか……」

「では説明せよ。どうして皇旗を持ってきた？」

「じ、自分、レオナルトが城を抜け出し、アルノルトが拘束されたと聞き、なんとかせねばと思いまして、聖女レティシアの部屋へ行ったのです。そこでジッと遺体を観察していると違和感に気づきまして、これは魔法によるものだと思った次第です」

「それで宝物庫から皇旗を持ち出したのか？」

「ええ、魔法なら無効化してしまえばいいかと思いまして。それで宝物庫から取ってきまして、ああ、衛兵には父上が必要だと言っていると嘘うそをつきました。お許しを」

「その程度、どうでもよい……それで聖女レティシアの遺体がここにあると知り、持ってきたというわけか？」

「その通りでありますよ」

「褒めるべきか、怒るべきか……」

　父上は呆あきれたように頭に手を置いた。

　トラウ兄さんらしいといえばトラウ兄さんらしいな。違和感に気づき、それが何かとか深く考えずに解いてしまおうと考えるあたり。

「まぁよくやったと言っておこう。遺体の違和感に気づいたのはアルノルトとお前だけだ。皇旗の発動も結果的には良い働きだった。玉座の間の結界は張りなおさねばならんがな」

「そ、それは申し訳なかったでありますよ、ただ仙姫殿もいるしいいかなっと……それと自分は観察力には自信があるのですよ。いつも見ているので」

　何をとは言わないあたりが悲しいところか。トラウ兄さんの視線はさっきからウェンディに釘くぎ付づけだ。その視線をそっと遮り、俺は父上に告げる。

「父上。彼女に部屋を用意したいのですが」

「そうだな。ウェンディ殿。申し訳ないが行動は制限させていただく。ただし護衛は厳重にする。それで許してほしい」

「滅相もありません。処刑されてもおかしくないところ。陛下の寛大な処置にお礼申し上げます」

　そう言ってウェンディは丁寧に頭を下げた。そんなウェンディと心配そうな表情を浮かべているクリスタを連れて俺は玉座の間を後にする。

　だが、去り際に父上が声をかけてきた。

「アルノルト」

「はい？」

「よくやった。お前の手柄だ」

「よしてください。それに手柄ならレオのものですよ」

「そうだな……二人の手柄だ」

　あくまで手柄を主張する父上に苦笑しつつ、俺は一礼して玉座の間を去ったのだった。

　まだ何も解決はしていないからだ。
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「上手うまくやったみたいね」

「なんとかな」

　城の部屋で拘束されていたエルナと合流した俺は北部の地図を広げて、怪しい場所に印をつける。

「犯人はダークエルフの族長であり、魔奥公団の幹部。そういう人物ならそれなりに大きな隠れ家を確保してるはずだ」

「国境方面に逃げたとは考えないの？」

「それなら国境守備軍が対処すればいい。だがほぼないだろう。奴やつらは王国主導の計画で動いている。帝国内部で騒ぎを起こすことを望まれている以上、そこまで国境には寄らないはずだ」

「なるほど。それで今、印をつけた場所が怪しいところ？」

「一応な。廃城だったり、軍の施設跡だったり、鉱山の跡地だったり、いろいろだ」

「よくそんなこと知ってるわね？」

「ヴィンが教えてくれた。帝都に何かあった場合、敵が逃げるならこの辺りだとな」

「あの毒舌軍師の想定内ってことかしら？」

「どうかな。ヴィンはたぶん別のことを想定していたと思うが……まぁすでにリンフィアを伝令に出している。あいつはあいつで動くだろう」

　そう俺が説明し終えると部屋にセバスとジークが入ってきた。俺が呼んだからだ。

「なにか用か？　坊主」

「エルナについて行ってくれ。現状、動かせる戦力はすべてレオのところに送り込む」

「おいおい、近この衛え騎士隊が三つも行くんだろ？」

「それでも……できることはしてやりたい」

「そうかい……ならしょうがねぇな」

「了解いたしました」

　ジークとセバスの了解を得て、俺はエルナを見る。

　その顔に浮かぶのは自信満々な笑みだった。

「……レオを頼む」

「任せなさい。しっかり助けてくるわよ。みんな一緒にね」

「こういう時は本当に頼もしいな。だけど間に合うか？」

「まぁ私たちでも鷲獅子グリフオンに追いつくのは難しいでしょうね。一応、早馬を用意したけど、もう一つアテがあるわ」

「アテ？」

「移動に便利な魔法を使う奴が帝都にはいるでしょう？　今回はパシリに使わせてもらうわ」

　そう言ってエルナは笑みを浮かべた。

　なるほど。俺はシルバーになってもこいつからは逃げることはできないらしい。

　まぁあえてしゃしゃり出る必要がなくなった。好都合だ。

　いつもどおり、暗躍の時間といかせてもらうか。
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　エルナを見送って、俺は自分の部屋に急いで戻った。

　そこではフィーネが待っていた。

「やぁ、フィーネ。悪いんだけど、すぐに出る」

「はい。お気をつけて」

　急いでシルバーの服に着替えて、仮面をつける。

　そして転移魔法で移動しようとしたとき、俺は伝え忘れていたことを思い出した。

「そうだ。フィーネ」

「はい？」

「たぶんメイドを連れてくる。君の護衛だ」

「私の護衛ですか？　安全になったからセバスさんたちを派遣するのでは？」

「まぁそれはあとで説明するよ」

　そう言って俺は冒険者ギルドの近くへと飛ぶ。タイミングよくギルドに現れると怪しまれるため、近くで少し様子をうかがう。

　するとそこではエルナがちょうどギルドに入ったところだった。外にはまだ数名の騎士しかいない。たぶんほかの騎士は馬やら食糧なんかの準備をしている最中だろうな。

　エルナだけシルバーに話を通すために先行した形か。

「シルバー！　いるなら出てきなさい！　エルナ・フォン・アムスベルグが来たわよ！」

「な、殴り込みだぁぁぁぁ!?!?」

「アムスベルグ家の神童が討ち入りに来たぞ!?!?」

「くそっ！　騎士のくせに奇襲してくるとか何て奴だ!?」

「シルバーはどこだ!?　あいつを差し出せば大人しくなるはずだ！」

「ついにこの日が来ちまったか……あの仮面男ならいつかやらかすと思ってたんだ……」

「おい！　遠い目をするな！　ギルドにいたら死ぬぞ！」

「とにかく逃げるか隠れるかしろ！　奴の傍そばに寄るな！　目を合わせたら聖剣が飛んでくるぞ!!」

「こ、この肉で許してくれねぇかな……」

「アホか！　相手は勇者だぞ！　ちんけな肉じゃ収まらねぇさ……あいつが求めてるのはシルバーの肉だ……きっとシルバーが逆げき鱗りんに触れちまったんだ……」

「勇者の逆鱗ってなんだ!?」

「知らん！　だがあいつはちょくちょく無礼だから、貧乳とか言ったんだろうさ！　いい迷惑だ!!　言って良いことと悪いことの区別がついてねぇんだよ！」

「まったくだ！　一つ貶けなしたら二つ褒めるくらいの気遣いを見せろよ！　見事な聖剣ですねとか、眼光が鋭いですねとか！」

　地獄絵図だな。昼間から酒を飲んでどんちゃん騒ぎをしていた冒険者たちは、エルナの登場によって正気に戻されてしまった。

　大慌てでテーブルを倒し、壁にしてエルナの視線から逃れようとする。

　もはやモンスター扱いだな。混乱しすぎて火に油を注いでいることに気づいていないのが、マイペースな冒険者たちらしいといえばらしい。

「本当に……冒険者って頭に来るわね……！」

「なんか怒ってんぞ!?　褒めろ褒めろ！」

「か、髪が長いですね！」

「そうそう！　すごいピンクですね！　どこにいてもわかります！」

「シルバーよりは性格が良いと思います！」

「そうです！　特に仮面をつけてないのは好感が持てます！」

「霊亀を討伐したときに地形を変えたとか！」

「力加減できないところがさすがです！」

「昔から皇子を付き人みたいにしてたって聞きました！」

「真似まねできないっす！」

「ロンディネで騎士十人相手に勝ったとか！」

「そういう空気読めないところも良いと思います！」

「あとはあとは……おい！　あんまり褒めるところないぞ！」

「絞り出せ！　シルバーが無礼な分、俺たちでカバーするんだ！」

　ほぼ悪口だといつになったら気づくのやら。

　エルナの肩がプルプルと震えている。状況が状況じゃなきゃ本当にギルドが崩壊してたかもな。そんなエルナに対していつもの受付嬢が申し訳なさそうに声をかける。

「本当に申し訳ありません……アムスベルグ隊長。それでどのようなご用件でしょうか？」

「シルバーを探しに来たんだけど、いないなら今、できた用事を片付けようかしら」

　そう言ってエルナが剣を軽く抜く。

　それだけで冒険者たちが悲鳴をあげ、恐怖で泡を吹いて倒れる者も出てきた。

「し、シルバーは神出鬼没なんです！」

「フラリと現れる不審者みたいな奴なんですよ！」

「ここにはいません！　許してください！」

「そうです！　シルバーとあなたが戦ったらどっちが勝つかで、あなたに賭けるくらいにはあなたのこと好きです！」

「お前!?　この前、勇者なんて転移するシルバーを捕まえることもできないって言ってただろうが!?」

「む、昔の話だ！」

　醜い身内争いが始まった。まったく、こいつらはいつも緊張感がない。

　馬鹿騒ぎが大好きで、礼儀とは無縁。好きなように生きる奴らだ。

　まぁそういう奴らだからこそ気に入っているんだが。

　そんなことを思いつつ、俺は冒険者ギルドの前に転移して、ゆっくりと歩いて入る。

「俺を探しているらしいな。女勇者」

「ええ、急いで行きたいところがあるの。私たちを転移させなさい」

「いきなり命令ときたか。俺に得は？」

「これでいいでしょう」

　そう言ってエルナはコインを三枚投げてきた。それは虹色に輝く硬貨だった。

　虹貨。帝国通貨の中では最上級のものであり、三枚というのは一般的なＳＳ級冒険者への個人的な依頼料だ。

　一括でポンと払う奴は滅めつ多たにいないが。

「虹貨だと!?」

「初めて見た……」

「しかも三枚……」

　エルナらしいな。たぶん個人的なお金だろうな。エルナといえど簡単にどうにかなる金額じゃない。絶対にシルバーには協力してもらわないといけない。そう判断しているんだろう。

　だから俺はそれをそのままエルナに投げ返した。

「転移させるのは構わん。だが、金はいらん。金でいつでも働くと思われるのは嫌なのでな」

「突き返したぁぁぁぁぁ!?!?」

「やっぱりあいつ頭おかしいぞ!?」

「仮面のせいで硬貨の色が見えなかったんじゃないか……」

　好き勝手言う冒険者たちをよそに俺はエルナに向かって手を差し出す。

　何を求めているのか察したエルナが、俺に地図を渡してきた。

「印のついているところに飛ばせるかしら？」

「いいだろう。全部に飛ぶか？」

「三つでいいわ。三隊で一つ一つ捜索するわよ！」

　そう言ってエルナは外に出る。そこでは近衛騎士たちがずらりと並んでおり、エルナは先頭に用意された馬に跨またがった。

　いまだに祭りの最中のため、民たちは何事かと騒ぎ始めている。

　そんな騎士と民の前で俺は三つの転移門を開いた。

「感謝しておくわ。一応」

「なるほど。受け取っておこう。一応」

「……だいたい目的は察しているんでしょう？　ついてこないの？」

「俺も忙しい身でな。そちらは任せる。君が行くなら問題あるまい」

　そう言うとエルナは、そうと短くつぶやき、部隊を率いて転移門へと入っていった。

　相手の戦力がわからない以上、部隊を必要以上に分散させないのは賢明だ。急がなければならないことは間違いないが、だからといって各個撃破されるわけにもいかない。

　その最低ラインが各騎士隊での行動といったところか。

　十分に冷静だ。エルナなら任せてもいいだろう。ついていくのも一つの手ではあるが、万が一の時に帝都の外にいては対処できないかもしれないからな。

「さてと」

　俺はそのまま転移した。場所は城。しかし俺の部屋ではない。

　廊下を歩き、目的の部屋へと向かっていく。

　その部屋の前では目的の人物とオリヒメが話をしていた。

「玉座の間の結界は複数の結界が繊細で絶妙なバランスで成り立っておったというのに……どうも帝国は結界の価値がわからないと見えるが？　宰相」

「申し訳ありません。緊急事態でして。それで修復は可能でしょうか？」

「修復は無理だ。すべて張りなおさねばならん。これは高くつくぞ？」

「十分にお礼はさせていただきます」

　そう言ってフランツがオリヒメに頭を下げていた。

　大陸最高の結界使い。仙姫に結界を張ってもらいたいと思う国はごまんといる。しかし仙姫はそこまで自らの結界を安売りしない。

　帝国に協力的なのは帝国が謝礼を用意しているというのとは別に、オリヒメが個人的に帝国を気に入っているからだ。忘れがちだが、オリヒメは大陸規模で超重要人物なのだ。

　そんなオリヒメが俺に気づく。すると眉をひそめた。

「むむっ！　シルバーではないか！　この前はよくも妾わらわを置いて行ったな！」

「失礼。帝国を見て回りたいかと気を利かせたつもりだったのだが？」

「なんと？　そうであったか。たしかに楽しい旅だったぞ！　うむ！　許そう！」

　ちょろいな。内心でそんなことを思いつつ、俺はフランツを見た。

　向こうも俺の意図を察したらしく、フランツはうまくオリヒメを下がらせて、部屋の扉を開けた。

「話があるのでは？」

「もちろん。さきほど近この衛え騎士を転移させた」

「感謝しましょう。さすがはＳＳ級冒険者。帝国宰相としてお礼申し上げる」

「感謝などいらん。帝国宰相なら帝国宰相らしいことをしてほしいものだ」

「ほう？　私が仕事をしていないと？」

「帝国東部での一件を忘れたとは言わせん。近衛騎士が皇帝の下を離れたところを狙われた。俺が動いていなければ最悪の事態もありえた」

「たしかに。あれは不覚でした。ですがその後、各地に陛下の目として散っていた近衛騎士たちは帝都に呼び戻されました」

「しかし、今、また近衛騎士は帝都を離れた」

　近衛騎士団は第一騎士隊から第十三騎士隊まで存在する。

　そのうちの三部隊がレオの増援に向かい、二部隊が国境に向かった。

　数でいえば五部隊だが、上位部隊がほぼいなくなった。

「残る近衛騎士では不安だと？　シルバーともあろうものが何を恐れているので？」

「恐れているのではない。危惧しているのだ。残念ながら帝国南部で悪魔が召喚されたときから俺は帝国軍を信用していない。攫さらった子供たちを兵器に使おうと企てた者が軍にはおり、今度は城の中で騒動が起きた。内部に裏切り者がいないと本気で思っているのか？」

「……それについてはコメントは控えさせてもらいましょう」

「そうか。でははっきり言ってやろう。ゴードン・レークス・アードラーがもしも帝位欲しさに帝国を裏切っていた場合、どうするつもりだ？」

「なぜゴードン殿下の名が？」

「軍に強い影響力を持ち、城の内部にも詳しい。しかも嬉き々きとして内乱に持ち込もうとした前科がある。皇族の中で最も怪しい男だ。用心はしているんだろうな？」

「部外者にそこまで言われる必要はありません。それはこちらの問題。しかし、このまま追い返すのは無礼というもの。一つ言えることは〝皇帝陛下〟は自らの子供が裏切るとは思っていません。あの方はどの子供たちも帝国に価値を見み出いだしていると思っていますから」

　あえて皇帝陛下と強調したということは、フランツは違うということだろう。

　それならいい。父上が子供を信じるのは別に構わない。親としても皇帝としても別に変なことじゃない。それで問題が起きたときのために周りの者がいるんだ。

　フランツが備えているならどうにかなるだろう。

「そういうことなら話は終わりだ。失礼する」

「シルバー。こちらも質問が。もしも内乱になったらどちらの味方に？」

「愚問だな。俺は民の味方だ」

「なるほど。たしかに愚問でした。失礼」

　こうして俺はフランツの部屋を後にした。

　その後、自分の部屋に転移してシルバーの服を脱ぐ。

「アル様、メイドさんはどちらに？」

「ああ、それを今から連れてくる。まぁその前に説得だけど」

「説得ですか？」

「ああ、彼女にこれ以上帝国の問題に介入する理由はないからな。まぁ引き受けるしかない立場ではあるけど」

「なんだか悪い笑みを浮かべてますよ？」

「そうか？　気をつけよう」

　さて、こっちはこっちで備えるとしよう。

　聖女の拉致が陽動だった場合、とんでもないことになりかねないからな。
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「お断りしますですわ」

　そう言ってミアは俺の申し出を断った。場所はいつもの宿屋。

　当然といえば当然か。彼女は魔奥公団グリモワールを追って帝国までやってきた。その一件はひとまず終息しつつある。あとはレオ次第だ。

　だからミアが帝国に留とどまる理由もないし、俺に協力する理由もない。

「駄目か？」

「魔奥公団が関係していないなら関わる理由がありませんですわ。それに城内での護衛となれば私の身分を偽ることになるはず。バレたら私がピンチですわ」

「義賊でも賊は賊だしな。たしかに危険は危険だが……帝都に留まっている以上、その危険は付きまとうぞ？」

「明日には出発しますですわ」

　ミアはそう言って少ない荷物を見せた。だが、ミアはわかっていない。

「どうやって藩国に戻るつもりだ？」

「？　普通に馬車に乗って帰りますですわ」

「旅馬車は確実に通行止めだ。現在、北のほうで揉もめ事ごとが起きてるのに帝都を出発させるわけないだろ？」

「な、なら走って帰りますですわ！」

「聖女を拉致した犯罪組織が帝国内にいるわけだ。国境はもちろん各関所でのチェックも厳しくなるぞ？　それはどう掻かい潜くぐるつもりだ？」

「そ、それは……皇子が何か書状でも書いてくれれば……」

「君にそこまでする理由はない。賊に関わるのは危険だからな」

　さきほどミアが展開した理論をそのまま返す。

　するとミアは慌てた様子を見せた。

「お、同じことを返されてしまいましたですわ……」

「帝都に留まるなら止めないが、見つかっても俺は庇かばわない」

「人の世は無情ですわ……」

　ガックシと肩を落とすミアを見て、俺は苦笑する。

　結局、どうであれミアは俺に協力するしかない。状況が許してくれないからだ。

「さて、もう一度聞くが……城で護衛をする気はないか？」

「……お断りしますですわ。帝位争いは帝国の問題。帝国の人間が精いっぱい力を尽くすべき事柄ですわ」

「正論だな。しかし、そこに藩国が関わっているとしたら？」

「言っている意味がわかりませんですわ」

「君を護衛に誘っているのは最悪の場合、反乱の可能性があるからだ。しかも他国と連動してのな」

「他国と連動しての反乱が本当に起こると？」

「現実味は帯びている。聖女の拉致は陽動。おかげで帝都の守備はかなり緩くなった。帝都を制圧し、国境は各国が突破する。その可能性は十分にある。これはもはや帝国だけの問題じゃない」

「……内乱と戦争。最悪、帝国が瓦解してしまいますですわ」

「そういうことだ。それを防ぐために力を借りたい。何もタダでとは言わない。報酬は出そう」

　そう言って俺は一枚の硬貨をテーブルの上に置く。

　するとミアが顔をしかめた。

「お金で動くと思われるのは癪しやくですわ。私はこれでも義賊！　お金では……えええええ!?!?　虹貨ですわ!?!?」

　ミアは驚いた様子でテーブルの上に置かれた虹貨を手に取った。

　帝国の最上級硬貨である虹貨は最上流階層しか使わない希少な硬貨だ。帝国硬貨は大陸でもかなりの信用度を持つため、その価値は他国でもさして変わらない。

　義賊として藩国の悪徳貴族から金品を奪っていたミアだが、さすがに虹貨は目にしたことはなかったらしいな。

「依頼したいのはフィーネ・フォン・クライネルトの護衛だ。残念なことに人手不足でな。反乱が起きたときに彼女を守れる人材が必要なんだ」

「蒼鴎姫ブラウ・メーヴエ……帝国一の美女の護衛を私が？」

「皇帝のお気に入りである彼女は人質として使われかねん。もちろん何も起きなければ彼女の傍そばに祭りを終えるまでいるだけだ。祭り中に動かないならしばらく動かないだろうしな。どうだろう？　どうせ帝都に留まるしかないなら、金を稼ぐのは悪いことではないと思うが？」

「で、で、ですけど……虹貨なんて……こ、これ一枚で孤児院の子供たちに何でも買ってあげられますですわ……」

「もしもこちらの頼みを聞いてくれるなら藩国への帰路は確保しよう。まぁ反乱が起きればそう簡単にはいかないが、個人で試みるよりはよほど確実だと思うが？」

　ゴードンがもしも反乱を起こすとすれば、それは相当な勝算があってのこと。これまでの経緯を考えれば王国と連合王国が仕掛けてくる。そうなると藩国も動くだろう。

　国境はてんやわんやになることは間違いない。

　いくらミアでも個人での突破は難しいだろう。

「帰路の安全、破格の報酬、身分の保証。好条件だと思うが？　朱月の騎士ヴアーミリオンとして帝位争いには断固として関われないっていうなら無理強いはしない。だけど、ここで俺に協力するのはきっと藩国の民のためにもなると思うぞ？」

「……一つ条件がありますですわ」

「聞こう」

「他国は帝国での反乱がそれなりに成功することを見越して侵攻するはず。つまり反乱が上手うまくいかなければ帝国に返り討ちに遭う可能性もあるということですわ」

「国力を考えればそうだろうな」

「そのとき……藩国に対して攻撃を仕掛ける場合は民の安全を確保すると約束してくださいですわ」

「いいだろう。俺は俺のできる範囲で藩国の民を守る。誓いが必要か？」

「いいえ。口約束で構いませんですわ。あなたはきっと……口約束のほうが頑張ってくれそうですから」

　そう言うとミアは膝をついて弓を差し出した。

　その弓を受け取り、俺は再度ミアの手に戻す。

「正式な騎士ではありませんが……朱月の騎士ヴアーミリオンが殿下にお仕えいたしますですわ。この弓、この武は殿下のために」

「ああ、君がいるなら安心だ。少しの間だがよろしく頼む」

　そう俺が言うとミアは立ち上がる。

　そしてチラチラとテーブルに置かれた虹貨を見ている。

「前払いだ。好きに使っていいぞ」

「な、なんて羨ましい台詞せりふですの……皇子はやっぱりお金持ちなのですわ……」

「価値あるモノにはしっかり払うさ。自分の弓に自信があるんだろう？　まさか虹貨の価値がないとか言わないよな？」

「……ＳＳ級冒険者に対する依頼料は虹貨が三枚。そこまでとは言いませんが、それに準じる力はあると思っていますですわ」

「ならいいさ。悪くない買い物だ。さて、行こうか」

「あ、あの……少し時間を貰もらいたいのですが……私は孤児院で育ったので、その弟や妹のような子たちがたくさんいまして……は、反乱がもしも起きたら落ち着いて買い物もできないと思いますの！　だから買い物をさせてほしいのですわ!!」

　力強く頼まれた俺はため息を吐つく。できればさっさと城に入ってほしいんだが。

　まぁいいか。

「荷物は城に送ってもらえ。アルノルト殿下のおつかいっていえば大体伝わる。それと子供へのお土産を買うなら虹貨じゃ買い物できないぞ」

「ええええ!?!?」

「お釣りを出せる店なんてないからな。買い物はこれでしろ」

　そう言って俺は自分の腰につけていた袋をミアに渡す。

　ずっしりと重い袋を持ったミアは、恐る恐る袋を開ける。そこには大量の金貨が入っていた。

「き、キラキラしてますですわ……」

「好きに使っていい。子供へのお土産なら良い物を買っていってやれ」

「……お金に執着がないみたいですわね……」

「金は必要なときに必要なだけあればいい。もちろんその時に備えて貯ためることはするけれど、使うときに惜しむのは愚かだ。この程度で君が気分よく働いてくれるなら安いもんだ。それだけ君の弓には価値がある」

「……光栄ですわ」

　そう言ってミアは俺に向かって一礼する。これでフィーネの護衛は確保したな。

「ああ、そうだ。城ではメイドになってもらうからな」

「……はい？」

「見るからに護衛ですっていうんじゃ困るんだ」

「そ、それはわかりますが、なぜメイド!?　女執事を所望するですわ！」

「君に執事は無理だ。不自然すぎて疑われる。そんなことしたらわざわざウチの万能執事を帝都の外に出した意味がない」

「そ、そうですわ！　気になっていたんですの！　反乱が起きると思っているなら戦力を残しておくべきだったのではですわ!?」

「それじゃあ意味がない。セバスを筆頭に俺の周りにいる奴やつらはそれなりに警戒されている。あいつらがいるだけで警戒度は跳ね上がる。油断してもらうには一度外に出てもらわないといけない」

「ゆ、油断させるためだけに自分の護衛をすべて放出したんですの……？」

「そうでもない。万が一、帝都が封鎖された場合、隠おん密みつに行動できる奴がレオの傍には必要だ。帝都の門を制圧して開けないといけないからな」

　セバスとジークはそちらの方面での活躍のほうが期待できる。

　エルナを筆頭とした近この衛え騎士とネルベ・リッター。正面戦闘なら数倍の敵すら粉砕できる戦力だ。しかし、それらも戦えないなら意味がない。だから使い勝手のいい臣下たちをレオの下へ送った。

「全部あなたの手の上のようですわね……」

「そうだといいんだが、残念ながらそうならないのが帝位争いでな。まぁ俺程度に思い通りに操れる相手なら俺が出るまでもない。レオだけで十分だ。上手くいかないから二人で協力してるんだ。今までレオは帝国を守ってきた。俺はそんなレオじゃ守れないモノを守るように動いてきた。けど、今回は逆だ。レオは国ではなくて個人を守りにいった。だから国は俺が守る」

　二人で同じことをやるだけが協力じゃない。お互いの手の及ばないところを補うのだって協力だ。俺たちはいつだってそうやってきた。

　それが俺たちの強みであり、ほかの帝位候補者にはないものだ。

「〝帝国に双黒の皇子あり〟といったところですわね……」

　そんなミアの言葉を聞きながら俺は部屋を出たのだった。
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「うう……」

　レティシアが目を覚ましたのは薄暗い牢ろうの中だった。

　両手を天井からつるされた鎖で繋つながれ、身動きは取れない。

　靄もやのかかった頭で攫さらわれたのだと自覚し、深い絶望が心を覆う。

「私は……攫われたのですね……」

　攫われたことに絶望したわけではない。帝国内で攫われたことに絶望したのだ。

　迷惑はかけないつもりだった。そのために準備もしてきた。帝国と友好な関係を築き、その後王国内で死ぬはずだった。しかし結果は最悪のものとなってしまった。

　これでは帝国と王国が戦争になってしまう。愛した国と自分を愛しているといった少年が戦う。心にズキリと鋭い痛みが走った。

　そんなレティシアに声をかける者がいた。

「お目覚めかい？」

「うっ……」

　声の主がやってきたことで牢に明かりが灯ともる。

　突然の明かりに目をそらしたレティシアだが、目が明るさに慣れたところで声の主を見る。そしてその姿を見て険しい表情を浮かべた。

　妖艶な女だった。露出度の高い服を着て、薄く笑っている。

　黒い肌に紫がかった銀の髪。それはダークエルフの特徴だった。

「ダークエルフがなぜ……？」

「そう嫌そうな顔をしないでほしいね。数日間はあんたと一緒にいたんだから」

「数日間……？　まさかカトリーヌを!?」

「殺したよ。記憶を抜き取ってね。手間だったけど、おかげ様で気づかれずにあんたの傍にいられた」

「くっ……」

「まぁ自分を責めなさんな。帝国にいるときは接待役の皇族がずっと傍にいる。護衛隊長といっても傍で立っているか、部屋の外にいるか。大して会話もないのに気づくのは無理さ。とくにあたしの幻術が相手じゃね」

　そう言ってダークエルフは指を弾はじく。するとその姿が変化して、レオの姿へと変わった。

　偽物のレオはレオが浮かべるはずのない軽薄な笑みを浮かべる。

「触れた相手の姿をあたしは幻術でコピーできるのさ。ここまで完璧に真似まねできるのはエルフの中でもあたしだけだろうね」

「その顔と声で喋るのはやめなさい……！」

「おっと、怖い怖い。自分を好いた男の姿は嫌かね？」

　そう言ってダークエルフは姿を元の形に戻す。そんなダークエルフを鋭く睨にらみつけたレティシアだったが、その女の肩に紋章があることに気づいた。

　羽の生えた本の紋章。それがなにかレティシアは知っていた。

「魔奥公団グリモワール……!?」

「ご名答。あたしは魔奥公団の幹部、バベット。ダークエルフの族長さ」

「なんて愚かなことを……魔奥公団を使ってまで私を排除しようとするなんて……！」

「さすがは聖女様、察しが良いね。主導したのは王国さ。だから言ったろ？　あんたは何も悪くない。悪いのは王国さ」

「魔法を研究するためならいくらでも人を犠牲にする者が我が国を侮辱することは許しません！」

「この状況でも祖国の肩を持つのかい？　あんたを研究材料にしていいって言うからあたしらは協力したんだよ？　つまりあんたは売られたのさ」

「それでも……私が愛した国であることには変わりありません」

　バベットはそんなレティシアの言葉を鼻で笑う。

　だが、そんなバベットの後ろから乾いた拍手が聞こえてきた。

　現れたのはしわだらけの小柄な老人だった。ローブを羽織った姿は見る者を陰鬱にさせる何かがあった。

「さすがは聖女じゃな。清廉潔白な精神。まるで白いキャンバスのようじゃな」

「遅かったね？　ヴィルジール」

「ちょいと準備に時間が掛かっての」

「じゃあ聖女様もお目覚めだし、さっさと始めてくれね。帝国の中にも切れ者はいるだろうからね。足止めは長くはもたないよ」

「わかっておるわい」

　そう言ってヴィルジールと呼ばれた老人は瓶を取り出す。

　そして何事かをつぶやき、その瓶をレティシアに向けた。

　すると無数の黒い煙の塊がレティシアの周りを回り始めた。

「これは……死霊!?」

「さっき取ってきた新鮮な死霊じゃよ。聖女を黒く染めるワシの手駒たちさ」

「一体、何をしようというのです……？」

「あんたを依より代しろに悪魔を召喚しようと思ってね。しかもとびっきり上級な奴さ。普通ならそんな大物を召喚したら依り代が持たないけど、聖せい杖じようの使い手にもなったあんたなら耐えられる」

「正気ですか？　悪魔が私と共存できると考えているなら勉強しなおすことをおすすめします」

「わかってるさ。悪魔の依り代は新鮮な死体か精神的に悪魔に近い奴が選ばれる。そうじゃないと拒絶反応で悪魔のほうが肉体を追われちまうからね。悪魔に近い精神ってのはようは悪人だわね。そしてあんたはその対極にいる。けど、それならあんたを悪人にしちまえばいい」

「なにを……」

「ワシの死霊たちがこれからお前さんに自分の凄惨な死に際や理不尽な人生を見せていく。耐え切れず、この世に絶望すればお前さんの体は悪魔の依り代にぴったりというわけじゃ。しかも聖杖も使える。なかなかユニークな実験じゃ」

「……私は負けません」

「せいぜい頑張りな」

　そう言ってバベットとヴィルジールは牢を出ていく。

　そしてレティシアの周囲をぐるぐると回っていた死霊の一つがレティシアの中に飛び込む。

　気づけばレティシアは村の真ん中に立っていた。

　目の前にはヴィルジールと子供を抱えた女。ヴィルジールは笑いながら女が抱える子供を魔法で絞め殺す。それを見て、女は絶望の叫びをあげた。

　その叫びを一通り堪能したあと、ヴィルジールはつぶやく。

「これも聖女を黒く染めるための一環じゃ。恨むなら聖女を恨むのじゃな」

「待って！」

　レティシアが制止しようとするが、これは幻覚に近い。すでに起こった過去のことを見ているに過ぎない。傍観者であるレティシアには止めることはできなかった。

　さらにヴィルジールは女も絞め殺す。

　そしてレティシアの目の前からヴィルジールが消え去り、骸むくろとなった女と子供だけが残った。

　悲痛な表情を浮かべるレティシアだったが、そんなレティシアに向かって声が掛けられた。

『あなたのせいよ……』

「これは……死霊の声……？」

『聖女だなんて偽りだわ！　聖女なら私の子供を生き返らせて！　なぜ子供が死ななければいけないの!?』

「……申し訳ありません……」

『謝罪なんていらないわ！　なぜ捕まったの!?　あなたのせいよ！　返して！　私と子供のささやかな生活を！　あの子さえ生きていればそれでよかった！』

　言葉の一つ一つがレティシアの心に突き刺さる。

　抗弁するのは簡単だった。自分とて被害者なのだというのは簡単で、それは事実でもあった。しかしそれをレティシアは選択しなかった。

　この後に及んで自分の身を守ろうとは思えなかったからだ。

　だから延々と聞かされる怨えん嗟さの声をレティシアはすべて受け止め続けた。

『あなたも死んで償いなさい！　あなただけが生きているなんて許さないわ！』

「そうですね……私の命が欲しいなら差し出しましょう。ですが……今は待っていただけませんか？」

『やっぱり命が惜しいのね！　この偽善者！』

「はい。私は偽善者です。聖杖を使うから聖女と呼ばれていますが、聖女らしいことなど一度もしたことはありません。私がしたことは祖国のために他国の兵士を殺したことだけ。殺人者と大差はありません。それでも……これ以上の犠牲者を出したくはありません。私の命が欲しいなら差し上げます。しかし、今、私が自我を失えばきっと多くの人の命が危険にさらされます。子を失う母がまた出てきます」

『だ、駄目よ！　そんなこと駄目よ！』

「はい。私はそのために耐えねばなりません。そのために猶予を頂けませんか？　あなたのように無念を抱いた人をもう生み出さないために……どうか私に力を」

　そう言ってレティシアは目の前に浮かんだ黒い煙を優しく抱きしめる。

　すると黒い煙はたちまちのうちに白く輝いていく。

「どうか安らかな眠りを……この難局を乗り越えたら……私もそちらに向かいます」

『……駄目よ……命を拾えたなら生きなさい……そして子供を産むの。私の代わりに命を繋ぎなさい……それがあなたの償いよ』

「難しいですね……」

『……あなたは聖女なのね。とても暖かいわ』

　そう言って煙は散っていく。レティシアが対話によって浄化し、成仏させたのだ。

　レティシアは死霊と戦うことはしなかった。自らの身を守ることも。

　ただするのは対話。しかしそのためには地獄のような怨嗟を受け入れなければいけない。

　常人ならすぐに心が折れかねない。なにせ精神の中でのこと。時間などないに等しい。

　それでもレティシアは死霊と向き合うことをやめなかった。

　レティシアの高潔な精神が死霊たちを彷徨さまよわせることを良しとしなかったのだ。しかしそれは自らの心を削ることにも繋がっていた。耐えられるからといって傷つかないわけではない。

　抵抗し、戦うよりはマシというだけで、少しずつレティシアの心は疲弊していくのだった。

　それでもレティシアはどんな悪夢のような死に際を見せられようと、どんな怨嗟の声を浴びようと諦めなかった。それを支えるのは祖国への愛ではなかった。

　レティシアは祖国を愛していた。今でも愛している。その国に住まうすべての人を救いたいと願い、聖杖を手にした。だが、今は祖国は関係なかった。

　だから今のレティシアを支えているのは別の物だった。生涯の大部分を支えてきた愛ではなく、ただ帝国に被害を出したくないという一心がレティシアを支えていた。

　そしてその心の根底にいたのは自らを愛しているといった少年だった。プロポーズの返事もしないまま、悪魔に成り下がり、あの少年の祖国を蹂じゆう躙りんするのは耐え切れなかった。

　ここで悪魔の依り代となれば彼の一生を縛り付ける呪いになってしまう。そんなものを与えたくはない。だからレティシアは耐え続けた。

　どれだけ辛つらくても彼の顔を思い浮かべれば耐えられた。

　彼に泣かれるほうがよほど辛いと思えた。

　そして最後の死霊を成仏し終えたレティシアは牢に戻ってきた。

　体中で嫌な汗が出ていた。喉が渇き、頭が痛い。

　朦もう朧ろうとする意識の中でレティシアはただ一言つぶやく。

「……レオ……」

　聖女ではない自分を必要と言ってくれた。そんなことはいつ以来だっただろうか。

　五年前、出会ったときは他国の皇子としてしか見ていなかった。しかし今は違う。

　笑顔が、言葉が、思い出がレティシアを強く支えていた。

　ここで終わるわけにはいかない。

　この地を──レオを守らなければいけない。

　そう決意を新たにしてレティシアは視線を上げる。

　ちょうどバベットとヴィルジールが戻ってきたところだった。

「どうだい？　調子は？」

「む？　死霊が消えている……!?」

「どういうことだい？」

「信じられん……死したばかりで怨嗟の塊の死霊を……成仏させたじゃと……!?」

「私は……負けません……」

「はっはっは!!　これはいいね。想像以上だ。ヴィルジール、本腰をいれな。これなら本当に魔王クラスの悪魔を呼び出せるかもしれないよ」

「わかっておるわい。まったく……ワシの秘蔵の死霊たちを解き放つとするかのぉ」

　そう言ってヴィルジールはいくつかの瓶を取り出す。

　その禍まが々まがしさはさきほどの比でなかった。

「さて、あたしは別動隊のところに行く。あとは任せたよ？」

「慌ただしいのぉ。聖女が黒くなる瞬間を見たくないのかのぉ？」

「興味はあるんだがね。万が一にでも帝国に邪魔はされたくはないのさ。どんだけ急いだって、すぐに来たりはしないだろうけどね。それでも備えは必要さ」

　そう言ってバベットは牢ろうを出ていく。

　そしてヴィルジールは愉快そうに死霊をレティシアに差し向けていく。

「ぐっ……！　くぅぅ!!」

　それはさきほどの光景が甘いとすら思える光景だった。

　できるだけこの世に未練が残るように、この世に憎悪を抱くようにして殺された死霊たち。

　ヴィルジールが秘蔵というだけあり、その怨嗟は対話だけで成仏させることができるモノではなかった。

　レティシアはただ耐えることしかできず、そしてどれほどの時間が経たっただろうか。

　自分がどこにいるのかすら曖昧になり、死霊の声に耳をふさいでしまいたいほどレティシアの心は弱っていた。それでもレティシアは必死に自分を保ち続けた。

　ただただレオのことを想おもい、自分は一人ではないと言い聞かせる。そうやってレティシアが最後の一線で耐えている中、ヴィルジールはさらに死霊を追加しようとする。

　だが、その瞬間。牢の上で大きな物音がした。

「ん？　何事じゃ？」

「しゅ、襲撃です！」

「襲撃じゃと!?　馬鹿を言うな！　ここは帝国の村を改造した隠れ家じゃぞ！　見つかるはずがあるまい！」

　ヴィルジールはそう言って部下を怒鳴りつける。

　目立つような場所を隠れ家にすれば帝国の目につく。

　それゆえ、ヴィルジールたちは村を一つ改造して隠れ家としていた。最初にレティシアに差し向けられた死霊たちはその村の住人だったのだ。

　バレるはずのないカモフラージュ。それに自信があったからこそ、ヴィルジールはありえないと否定した。だが、次の瞬間。

　転がるようにしてこの場に乗り込んできた人物を見て、認めざるをえなかった。

「レオナルト皇子じゃと!?」

「レティシアは返してもらう！」

　そう言ってレオは躊躇ためらわずヴィルジールの部下を斬り伏せ、ヴィルジールへと向かっていったのだった。
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　レティシアが攫さらわれた翌日の夜。

　星明かりだけを頼りにレオと鷲獅子グリフオン騎士たちは夜天を駆けていた。

　休憩などせず、ノワールが進む先を見据え続けていた。すでにレティシアが攫われてからおよそ丸一日が経とうとしていた。

　レオたちが現在いる場所は北部と帝都の間の地点。通常の馬ならば何頭も使い潰さなければいけない距離を鷲獅子たちは飛んでいた。

　しかもノワールはただ真っすぐに飛んでいるわけではなく、幾度も旋回したり方向を変えたりしながら微かすかな何かを探し、飛び続けていた。それを追う鷲獅子と騎士たちの顔にも疲労の色がだいぶ見え始めていた。

　焦燥、疲労、不安。多くのモノが彼らを襲い、止まる理由を与えようとする。

　それでも誰も立ち止まらなかった。

　先頭を行くノワールとその背に乗るレオが決して止まらなかったからだ。

　王国内で反帝国を掲げる者たちの多くは城で仕事をする文官たちだった。一方、親帝国を掲げるのは現場で戦う者たちだった。それは聖女を慕う者の多くが共に戦場を駆けた者たちだということに起因していた。

　そんな中でも今回の護衛に選ばれた鷲獅子騎士たちは、最初期からレティシアと戦ってきた仲間たちだった。常にレティシアの傍にあり、その身を守り続けてきた彼らには自負があった。

　聖女への忠誠心は誰にも負けないという自負だ。だからこそ、レオが諦めないかぎり彼らは立ち止まらない。他国の皇族に負けるわけにはいかないという思いがあったからだ。

　それとは別にもう一つ。彼らが飛び続けられる理由があった。

　鷲獅子の背に乗るのはそれほど簡単ではない。飛ぶのは鷲獅子ではあるが、乗っているだけでも疲労は溜たまる。それは最も初心者であるレオが一番感じるはずだった。

　しかしレオは背筋を伸ばし、先頭を飛び続けた。その背中が後ろの鷲獅子騎士たちを鼓舞し続けた。とはいえ、レオとて余裕があるわけではなかった。

　ノワールはレオに配慮して飛ぶことはなかったからだ。今まで乗ってきたどんな暴れ馬よりもノワールの乗り心地は悪かった。

　それでもレオは文句は言わなかった。それでいいと思っていたからだ。

「ノワール、頼む……もう少し頑張ってくれ」

　返事はない。しかしノワールの速度が少しだけ上がる。

　ほぼ一日、人間を乗せて全力で飛び回るのは鷲獅子にとっても大きな負担だった。

　それでもノワールは飛び続けた。ただ一つの気配を頼りに。

　魔奥公団グリモワールにとって誤算があったとすれば三つだろう。

　一つは想像以上の切れ者が帝国にいたこと。

　もう一つはレオが鷲獅子騎士と共に出発したこと。

　最後はノワールの存在。

　ノワールはレティシアの匂いを追っているわけではなかった。そんな不確かなものをノワールは追っていなかった。

　ノワールが追っていたのは聖せい杖じようの気配。人間ではとても追えない微かな気配。しかし、それを追っていけばレティシアがいるというのをノワールは子供の頃から知っていた。

　そしてその希少性から魔奥公団は聖杖を手放さなかった。

　ゆえにその場所は発見されてしまった。

「ノワール!?」

　唐突に降下を開始したノワールを見て、レオは声をあげる。

　疲労の蓄積で力尽きた。そういった様子はなかった。

　だからレオは腰の剣に手を掛けた。見つけたのだとわかったからだ。

「降下!!」

　レオが告げると続々と鷲獅子たちが降下していく。

　そのままノワールは何の変哲もない村へと降下した。

　よくある帝国の村であり、村人たちは何事かと家から出てきた。

「殿下……ここなのでしょうか？」

　あまりにも普通の村なため、一人の鷲獅子騎士がそうつぶやく。

　それにレオは答えずに声を張る。

「村長はいるか！」

　そう言ってレオが呼ぶと一人の老人が姿を現した。

「わ、私が村長です……」

「帝国第八皇子レオナルトだ。犯罪組織を追っている。何か見ていないか？」

「で、殿下!?　これはご無礼を！」

　そう言って村長を始めとする村人たちはすぐに膝をつく。

　その驚きようは自然であり、鷲獅子騎士たちは顔を曇らせる。

　どう見てもただの村人だったからだ。

「質問に答えてほしい。何か見てないか？」

「み、見ておりません……！　申し訳ありません！」

「いいさ。期待はしていない」

　そう言ってレオは村長に近づきながら剣を抜き放った。

　そして村長に向かって強烈な殺気をぶつけていく。

　唐突な殺気に村長は体を震わせるが、そんなことは気にせずにレオはどんどん近づいていく。

「で、殿下……！　非礼は謝罪いたします！」

「別にいいと言っている。ところで村長。よくこの時間で眠くないな？　しかも即座に村人全員が出てきた。何をしていた？」

　そう言ってレオは剣を振りかぶる。

　すると村長は右手に火を纏まとわせて立ち上がる。

「死ねぇ!!」

　レオに火の魔法が襲い掛かった。一瞬、レオが火に包まれて鷲獅子たちが息を飲む。

　だが。

「たまには兄さんの真似まねをしてみるもんだね。正直、ブラフだったんだ。ありがとう。これで心置きなく──君らを殺せるよ」

「ひっ!?」

　火を剣で払ったレオは素早く村長の首を刎はね飛ばした。その瞬間、レオに向かって十を超える魔法が放たれたが、レオは姿勢を低くして走り出していた。

「戦闘開始！　何か仕掛けがあるはずだ！　家の中を探れ！」

　迫る魔法を剣で弾はじき、レオは指示を出す。

　そして一人の魔導師に近づき、その首を躊躇わずに刎ねた。

　レオは昔から命あるモノを斬るのが苦手だった。

　話せばわかるのではないか。殺してしまえばそのチャンスをふいにしてしまう。レオらしいその言葉を聞き、レオに剣術を教えていた師範たちは頭を抱えた。そして誰もが皇帝にこう言った。

　皇子は剣術の才はありますが、強くはなれないでしょう。

　躊躇いのある剣は強くはない。その絶対の真理を師範たちは知っていた。

　レオは剣士としては甘すぎたのだ。だが、レオはメキメキと力をつけていった。モンスターの討伐にしろ、賊の討伐にしろ、師範たちの予想以上の戦果をあげた。

　しかしそれはレオが苦手を克服したというわけではなかった。

　単純に躊躇っていても倒せるほどにレオの剣術は優れていただけだ。

　可哀かわい想そうだと思いながら、後悔しながら、許しを乞いながら。

　剣士として致命的な隙を晒さらしながらレオは敵とこれまで戦ってきた。それは最近になっても変わらない。押し殺し、耐えながら剣を振るってきた。そうしなければいけないと自分に言い聞かせながら。しかし無駄な考えがあることには変わらなかった。

　本来、敵を前にすればその敵を如い何かにして倒すか。剣士が考えるべきことはそれだけに絞られる。だがレオはそれができていなかった。

　戦闘で視界がクリアになることはレオにとってほとんどない。唯一、レオがそれを経験したのは相手が命のないモンスターや悪魔が相手だった南部での騒乱時くらいだった。

　全力であっても本気にはなれない。それが今までのレオだといえた。

　しかしレティシアを助けるという思いにだけ集中したレオは初めて──人間相手に全力で本気の自分を出すことができた。

　国も、他者も気遣うことはない。ただ目の前の敵を斬り伏せることだけに集中したレオの剣技の冴さえは、相対した魔導師たちが絶望を感じるほどだった。

　魔法を放てばその魔法を斬られ、詠唱しようと思えば気づかないほどの速度で接近されている。そして接近されれば結界では防ぐことができないほど速く、強い一撃で首を飛ばされる。

「馬鹿な……英雄皇子とはいえ……これではまるで……」

　勇者ではないか。そんな言葉をつぶやきながら、魔導師の首が飛んでいく。

　それに対してレオはつぶやく。

「エルナと一緒にしないでほしいね。エルナに失礼だ」

　そう言ってレオは魔法で右手に炎を生み出す。

　見据える先では五人の魔導師が同じく炎の魔法を生み出していた。

　五対一。通常ならば勝てるはずのない魔法戦だが、レオは皇族由来の膨大な魔力にモノを言わせ、強大な炎を生み出して放つ。

　炎がぶつかり合うが、拮きつ抗こうすることもできず、五人の魔導師の炎はレオの炎に飲み込まれ、魔導師たちも同じ運命をたどっていく。

　レオの活躍もあり、村人に扮ふんしていた魔導師たちはほぼ制圧された。

　それを見て、レオはノワールの姿を探す。

　するとノワールは一つの家の壁を叩たたき壊していた。そしてしきりにそこで鳴いている。

　何かあると判断したレオは半壊したその家に入っていく。

　見る限りでは何もない。しかし、レオは一瞬の違和感を見逃さなかった。

　壊れたベッドの下。そこに何か引っかかるものを感じ、レオは剣に魔力を纏わせて一いつ閃せんする。

　するとそこを包んでいた結界が崩れ、地下に繋つながる隠し扉が出現した。

「ここか」

「殿下！」

「侵入する。続け」

　短く指示を出しながらレオは数名の鷲獅子騎士と共に隠し扉を開けて、その下にある地下室へと侵入したのだった。
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　地下室は外からでは想像できないほど広かった。

　しかしレオは無心に剣を振って、その中を制圧していく。

　そしてレオは一つの部屋に突入した。

「止めろぉぉ!!」

　その部屋の中央には結界が張られていた。その結界の中央には聖杖が安置されていた。

　それを見た瞬間、レオの心に一つの安あん堵どが生まれた。

　ここにいるのだとそれで確信できたからだ。その隙を部屋の中にいた魔導師たちは逃さない。

　レオを挟み撃ちするように迫り、至近距離から魔法を浴びせようとする。

　だが、レオはそれを体が反応するに任せて迎撃した。

「邪魔を──するな！」

　流れる動作で首を刎ねられた魔導師たちを見ることもせず、レオは結界に向かって一撃を放つ。そして聖杖を掴つかんだ。

　使い手ではないレオにとって、それはただの杖つえでしかない。

　それでもそれはレオにとって前に進む原動力になった。そのままレオはその部屋の向こうにある階段に向かう。なぜか確信があった。そこにレティシアがいると。

　だからレオは足が進むままに階段を下りていく。

　途中、レオの前に立ちふさがった男を斬り伏せ、レオは牢ろうのある場所へとたどり着いた。

　そこにはローブに身を包んだ老人、ヴィルジールがおり、そのヴィルジールの前には閉められた牢。そこにレティシアがいる。姿は見えない。だがそれだけはわかった。同時にレオの心には歓喜と怒りが芽生えた。

「レオナルト皇子じゃと!?」

「レティシアは返してもらう！」

　最後の敵へとレオは猛進するが、その進撃はヴィルジールに阻まれる。

　ヴィルジールが死霊による壁を展開したからだ。

「残念じゃったな！　ワシの死霊の壁を物理的に突破するのは不可能じゃ！」

「!?」

　その危険性をレオはヴィルジールが喋しやべる前に気づいていた。

　黒い煙が重なり合ったおぞましい壁。煙は徐々に形を変え、人の顔へと変わっていった。

　人の顔が集合した黒い壁。その禍まが々まがしさはレオが見たことのないものだった。

「未練を残して死んだ者たちの魂を扱う魔導師！　それが死霊魔導師じゃ！　怨えん嗟さの声に取り込まれて闇に堕ちるがよい！」

　そう言ってヴィルジールは構築された壁をレオのほうへと進ませる。

　それに対してレオは一息ついてから、その場に留とどまった。そして。

《その炎は天より舞い降りた・善なる者たちを救うために・至上の聖炎よ・気高く燃え上がれ・魔なる者を打ち滅ぼさんがために──ホーリー・ブレイズ》

　聖なる炎の魔法を詠唱した。高度な聖魔法にヴィルジールは驚く。

　しかし、余裕は崩れない。

「さすがは英雄皇子！　才に恵まれておるようじゃ！　しかし！　その程度でワシの死霊軍団は浄化できまい！」

　無数の死霊が同化した壁を燃やし尽くすには火力不足。

　それをヴィルジールは察していたのだ。

「返してもらうと言ったが、残念ながら聖女レティシアはすでに魔奥公団グリモワールの物じゃ！　返品はできんのじゃよ！」

　そう言ってヴィルジールは高笑いをする。このままレオが死ねば、さらに強力な死霊となる。後悔、未練。それが強ければ強いほど死霊は強力となるからだ。

　愛いとしい女を前にしながら救うことができず、その命を終わらせる。

　さぞや未練だろうとヴィルジールは嗤わらうが、それに対してレオは怒りを込めた声で返した。

「そうか……なら、こちらがやることは決まっている」

　そう言ってレオは左手に宿った聖炎を右手に握った剣に纏わせた。

　魔法剣。それは魔法と剣技の融合。疑似的に魔剣を作り出す技術といえた。

　しかし魔法のレベルが上がれば上がるほど技術としての難易度は上がっていく。

　聖魔法の魔法剣となれば、最高レベルの難易度といえた。なにせ聖魔法自体が現代魔法の中では最難関の魔法だからだ。しかしレオはそれをその場の思いつきだけで成功させた。

　それにはさすがのヴィルジールも目を見開いた。

「なんじゃと……!?」

「初めてだよ……これほど明確に人を殺したいと思ったのは！」

　そう言ってレオは死霊の壁を縦に斬り裂く。

　壁自体は消失していない。しかし聖炎を纏った剣によって、一本の道が出来上がった。

　死霊の壁がその道を埋める前にレオは真っすぐヴィルジールへと向かった。

「くっ!!」

　絶対的自信のあった死霊の壁を破られたヴィルジールは、焦った様子でほかの死霊を解き放ってレオに差し向ける。

　しかし、レオはそれを手早く斬り裂いてヴィルジールへと肉薄する。

「待て！　聖女なら返す！」

「必要ない！　彼女がお前たちの物だと言うなら、アードラーの一族らしく──略奪させてもらうまでだ！」

　そう言ってレオはヴィルジールの胸を突き刺した。

　聖炎は死霊に染まったヴィルジールを悪と判断したのか、その体を内側から燃やしていく。

「ぎゃぁぁぁぁぁ!!!!」

　断末魔の叫びをあげてヴィルジールは塵ちりとなっていく。そしてヴィルジールが完全に塵へと変わったのを見てから、レオは牢屋のほうを見たのだった。
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　朦もう朧ろうとする意識の中でレティシアはレオの声を聞いた気がした。

　幻聴だと最初は思った。しかし、幻聴にしてははっきりしすぎているし、ヴィルジールと会話しているように聞こえた。

　閉じていた目を開ける。歪ゆがんだ視界の中で、レオとヴィルジールが映る。

　レオはヴィルジールに肉薄する。

「待て！　聖女なら返す！」

「必要ない！　彼女がお前たちの物だと言うなら、アードラーの一族らしく──略奪させてもらうまでだ！」

　そう言ってレオはヴィルジールを刺した。そのままヴィルジールは断末魔の叫びをあげながら塵となり、レオがレティシアのほうを向いた。

　目と目が合い、レオは優し気な笑みを浮かべた。ああ、本人だとレティシアはそこでようやく確信できた。この笑みは本人しかできない笑みだと。

　そう思えた瞬間、意識が遠のいていく。

　安心して緊張の糸が途切れたのだ。

「レ、オ……」

「もう大丈夫です。レティシア」

　牢屋に入ってきたレオはレティシアの手を繋ぐ鎖を斬り、その体を抱きとめる。

　温かい体温にレティシアの安堵はさらに深まる。

　それでもレティシアは意識をなんとか繋いだ。何か言わなければと思ったからだ。だが言いたいことはまとまらない。頭がまったく回らないのだ。

　だから思ったことを口にした。

「……奇跡に……感謝します……あなたに……会いたかった……」

「僕もです。あなたに会いたかった。心の底から」

「……返事をしなければいけないと……」

「お気になさらずに。急いでいませんから。いつまでも待ちます。その間にあなたが誰かに奪われるなら奪い返すまでのことですから」

「……ふふ……あなたはたまに強引ですね……」

「知りませんでしたか？　では覚えておいてください。アードラーの一族は狙った獲物は逃さないんですよ」

「……まぁ怖い……」

　クスリと笑い、レティシアはゆっくりと息を吐く。

　すると急激に意識が薄れ始めた。今度はそれに抵抗することはなかった。

　そしてレティシアはレオの体温を感じながらゆっくりと目を閉じたのだった。

「レティシア……」

　気絶したレティシアを見て、レオは顔を歪める。

　外傷はないが、何かされたことは間違いない。

　目の前にいたのが死霊魔導師だったことを考えれば、それ関連であることも想像できた。後ろで灰になったヴィルジールを睨にらみつけ、レオは内側から湧き出てくる不快感から舌打ちをした。

　人生で舌打ちをしたことなど片手で数えるほどしかないレオにとって、それは不快であっても新鮮だった。苛いら立だちのあまり殺した相手をさらに殺したいと思えるほどの激情が自分にもあったのだと気づけたからだ。

　そこでレオは深呼吸して自分を落ち着かせる。
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　レティシアは救出できた。あとは脱出するだけだ。

　そう自分に言い聞かせ、レオはレティシアを抱え、置いておいた聖せい杖じようを持って地下室からの脱出を目指した。
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　地下室へ一緒に侵入した鷲獅子グリフオン騎士たちはレティシアの無事を知って、涙を流して喜んだ。

　そして自分たちが運ぶと申し出たが、レオはそれを断って地上へと出た。

「レティシア様!?」

「ご無事なのですか!?」

「大丈夫。気絶しているだけだよ」

　そう言ってレオはそのままレティシアをノワールの下まで運んだ。

　一行にはレティシアが騎乗するブランもついて来ていたが、レオは気絶したレティシアをブランに任せるのは危険だと判断して、ノワールでの二人乗りを選んだ。

「殿下！　さすがに危険ではありませんか？」

「いいんだ。許してほしい。君らを信用していないわけじゃないんだけどね。用心しないといけない」

　そこで鷲獅子騎士たちは城で起きたことと同じように、鷲獅子騎士たちが敵と入れ替わっている事態をレオが警戒しているのだと気づいた。

　レティシアを救出してもレオは油断していなかった。きちんと安全地帯へ連れていくまでは安心できない。その意思を感じた鷲獅子騎士たちは、疑われていることを怒るようなことはせず、自分たちの軽率さを謝罪した。

「考えが足りませんでした。お許しを。護衛につきます」

「頼むよ」

　そう言ってレオは気絶したレティシアと共にノワールの背に跨またがる。

　そしてノワールが羽ばたき、ほかの鷲獅子たちも上昇を始めた時。

　それは起きた。

「魔法だ!?!?」

　遠方から飛んできたのは火球だった。さほど対処が難しくはない火の魔法。しかしその数が尋常ではなかった。飛んできたのは軽く百を超える火球。

　十人に満たないレオたちに向けるにはあまりにも膨大な数だった。

　これが空を駆けているときなら回避もできただろうが、上昇中。しかもほぼ一日駆けて疲弊している鷲獅子たちでは回避などしようもなかった。

　向かってくる火球をレオたちは払い落とすが、手が追いつかずにいくつかは鷲獅子たちに命中し、鷲獅子たちは苦く悶もんの悲鳴をあげた。

「くっ！　高度を上げるんだ！」

　このままでは撃ち落とされる。そう判断したレオは無理やりでも高度を上げることを命令する。

　そして鷲獅子たちはダメージを負いながらもなんとか高度を上げることに成功した。

　しかし、そこでレオの目に入ったのは村の近くまで迫った軍勢だった。

　その数は千を超えており、中には多数の魔導師と思える者たちがいた。

　その先頭に立つのは黒い肌の女エルフ。

　レオは一目でとてつもない実力者だと察した。

「ダークエルフが魔奥公団グリモワールと繋つながっていたか……」

　つぶやきながらレオは状況の悪さに顔をしかめた。あれだけの軍勢の接近に気づかないなどありえない。なにかしらの仕掛けがあり、それを見破れなかった。

　頼みの鷲獅子たちはダメージを受け、長距離を逃げるのはほぼ不可能。

　かといって戦いとなればあのダークエルフをどうにかしなければいけない。

　現有戦力での対処はほぼ不可能。そう判断したレオはすぐに指示を出した。

「東へ逃げる！　少し先に古城があるはずだ！　そこに行く！」

　そう指示を出して、レオは東に進路をとった。

　いまだに気絶したままのレティシアをチラリと見て、レオは深呼吸をした。

「あなたは必ず守る……！」

　自分に言い聞かせるようにつぶやき、レオは東にある古城へと向かったのだった。
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　東にある古城は小さな廃城だった。

　ボロボロであり、今にも崩れそうな雰囲気すら漂う。

　そこに着地したレオは鷲獅子たちを休ませ、レティシアも横にさせた。

「敵の姿は？」

「騎馬の姿がちらほらと。きっと本隊はあとからやってくるんでしょう」

「どうやって帝国領内であんな軍勢を用意したんだ……！」

　一人の鷲獅子騎士が小石を蹴り上げながら愚痴る。

　それはその場にいる人間たちの総意だった。

「祭りがあるからってあそこまで犯罪組織の関係者が入り込めるわけがない！」

「わかっているよ。帝国上層部に裏切り者がいて、その裏切り者が手をまわしたんだろうね」

　淡々とレオは告げた。驚くようなことではない。

　レティシアが拉致された時点で城の内部に裏切り者がいることは予想できたことだった。

　帝国側からの協力が一切ない状況で行動に移すほど魔奥公団も王国も馬鹿ではないからだ。

「うっ……ここは……？」

　そのタイミングでレティシアが目を覚ます。

　鷲獅子たちがレティシアの傍そばに駆け寄り、言葉を掛けていくがレオは黙ったままだ。

「レオ……？」

「ここは帝国の廃城です。敵が千ほどの軍勢を用意しており、奇襲を受けました。休息も兼ねてこの場に下りましたが、鷲獅子たちが回復する前に包囲されるでしょう」

「……狙いは私です。私を置いていってください……。私がいては逃げきれないでしょうから……」

「ご冗談を。ここであなたを置いて逃げるくらいならこの場にいませんよ」

「ですが……このままではあなたまで……」

「僕は帝国の皇子です。犯罪組織の軍勢が帝国の大地を歩いている。それを看過するわけにはいきませんよ。それに……言ったはずです。アードラーの一族は狙った獲物を逃さない。横取りされるなどもってのほかです。僕はあなたを彼らに渡す気など微み塵じんもありません」

「レオ……あなたには未来があります……それに増援のアテのない籠城は愚策です……」

「その未来の中であなたに居てほしかった。だからここにいるんです。それに今の籠城は愚策とは言えません。僕は一人ではありませんから」

　そしてレオは戦闘準備を始めたのだった。
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　うっすらと空に明かりが灯ともり始めた頃。城は完全に包囲を受けた。

　レオは一人だけ崩れかけた城壁に登る。するとそれに応じてバベットも前に出た。

「こんなところまでご苦労様だね。英雄皇子。自己紹介をしておこう。あたしはバベット。ダークエルフの族長さ」

「第八皇子、レオナルト・レークス・アードラーだ。初めましてと言ったほうがいいかな？」

「初めましてじゃないさ。護衛隊長と入れ替わってたのはあたしだったからね。ずっと見てたよ、あんたと聖女のおままごとを、ね」

「そうか……あなたがレティシアを攫さらったのか」

　諸悪の根源。それを見つけたレオはその目に殺気を宿す。

　しかしバベットは動じない。

「楽だったよ。あんたの顔を借りたからさ」

「……」

「覚えているかい？　あんたと握手したエルフがいただろ？　あれもあたしさ。あんたの顔は便利そうだから触れさせてもらったのさ。思った以上に役立ったよ。そのお礼と言っちゃなんだが、聖女を置いていけば見逃してもいい」

　レオは膨れ上がる怒りを抑えるのに苦労していた。通常の怒りではなく、どす黒い憎しみに近いものだったため、どう制御するべきか自分でもわからなかったのだ。

　それでも表に出すことはしなかった。

　後ろでレティシアが見ていたからだ。情けない姿は見せたくない。そんな理性がレオに歯止めをかけていた。そうでなければ今すぐにでもバベットに斬りかかっていただろう。

「……どうしてレティシアを狙う？」

「王国がそう望んだからさ。聖女を実験体にして帝国内で魔法実験をしてほしいってね。そのために王国はいろいろしてくれたよ？　エルフの里に圧力をかけて、エルフの移動ルートを入手したり、帝国内での協力者を見つけたり、そこまでやるかねってさすがに思ったよ」

「それは魔奥公団としての理由だ。僕はあなたに聞いている」

「あたし個人の理由？　そんなの決まってるだろ？　あたしはもう一度、魔王に現れてほしいのさ。そのために魔奥公団に入ってる。上質な依より代しろがないと魔王クラスは召喚できないからね。さすがに直接召喚なんてしたら手に負えないってのは五百年前で知っているから、依り代が必要なのさ」

「魔王の再来を望んで何になる？　また大陸を戦乱に包むと？」

「あんたらは知らないかもしれないけどね。昔は大陸の支配者はエルフだったのさ。それを人間が奪った。だからあたしたちダークエルフは魔王に協力したんだ。我が物顔で大陸に国を建てる人間どもが気に食わなくてね。好都合だったのさ。力も手に入り、あんたらも駆逐できる。まぁ魔王は想像以上に危険だったから討伐されたときはホッとしたがね。あのままじゃすべてを破壊しかねなかったからね」

　バベットはそう言って昔を懐かしむ。五百年前。魔王が現れて、大陸は危機に陥った。

　そんな中で大陸中の生命が協力して魔王に立ち向かった。魔王を討伐したのは勇者だが、その勇者一人で魔王とその配下をすべて倒したわけではない。

　何体もの悪魔を配下としていた魔王の軍勢は強力だった。少なくともこの五百年で最強の軍団だったことは間違いない。それらを破れたのは奇跡に近いと言われている。そんな五百年前を知る古ふる強つわ者もの。歴戦などという言葉では足りないほどの経験を持つのがバベットだ。

　戦えば間違いなく負ける。そうレオが感じるほどの差が二人の間にはあった。ワンチャンスすらあるかどうか。

　シルバーやエルナに匹敵するとは言わないが、どちら側といえばあちら側の実力者であることは疑いようがなかった。元々強力なエルフが魔王によって強化されたダークエルフの族長だ。当然といえる。それでも。

「エルフの復権、人間への復ふく讐しゆう。くだらないな。大陸の覇権は移り変わるもの。エルフが人間との競争に敗れたのは自然の流れだ。種としての多様性が人間のほうがあったというだけのこと。魔王を利用してまでそれを変えようとし、失敗したのになぜわからない？」

「傲慢だこと。さすがは罪深き一族、アードラーの者。世界にあるモノ、すべてを自分たちの物にしなければ気が済まない生粋の略奪者。人間がエルフに勝る点など繁殖能力程度。ときたま現れる規格外たちがいなければ自分の身すら守れない種族が偉そうにするな！」

「弱い者もいれば、強い者もいる。それが人間の多様性だ。その多様性を武器に人間は進化し、多くのモノを得た。だから大陸で繁栄することができている。人間は未熟だからこそ可能性に溢あふれている。一方、エルフはすでに完成されている。それは尊いことではあるけれど、種の限界ともいえる。エルフ全体が大陸の覇権を求めないのが答えだ。彼らは変化を求めていない。バベット。お前の望みは一生叶かなわない」

「ふん、ご高説どうも。だがあいにく、エルフが大陸の覇権を取り戻すってのはついでだ。あたしは人間がむかつくから滅ぼしたいだけさ。とくにあんたら帝国の皇族は大嫌いでね。今も殺してやりたいと思ってるよ」

「そうかい……奇遇だね。僕もあなたを殺したい」

　そう言って二人の視線がぶつかり合う。

　そしてバベットはレオが立っている城壁の上に音もなく現れた。

「魔法でいますぐ壊滅させてやりたいが、そうなるとこの城が倒壊するかもしれない。聖女が埋まっちゃ困るんでね。白兵戦しかない。それを踏まえてのこの場所なんだろ？　あたしはアードラーのそういう抜け目のないところが大っ嫌いなんだ！」

「僕が抜け目ない？　あなたはどうやら本当のアードラーを知らないようだ。僕なんて大したことないさ」

「そうかい。まぁ大したことないってのは同意さ。長く生きてきて、英雄なんて言われた奴やつらを多く見てきた。たしかにあんたはそれなりにやる。だけどあたしの敵じゃない。白兵戦なら勝てると踏んだその目を恨むんだね！」

　そう言ってバベットは腰の細剣を抜いた。それに合わせてレオも剣を抜き放つ。

　そして二人の戦いが始まった。

　レオはかつてないほどの集中力を以もって、バベットと相対していた。

　これほど研ぎ澄まされたのは初めてだった。しかし、それでもレオは押されていた。

「くっ……！」

「どうした！　英雄皇子！」

「ぐっ！」

　重い一撃を受け止めたレオだが、勢いを止めきれずに後ろに吹き飛ばされた。

　なんとか体勢を整えたときにはバベットはもうレオの懐だった。

　バベットの蹴りをもろに食らい、レオは城壁の一部を破壊しながら吹き飛んでいく。

「うっ……くっ……」

「あんたは強いが、あたしには勝てない。諦めて聖女を渡すと言ったらどうだい？」

「彼女は……渡さない……」

　そう言ってレオは血だらけになりながら立ち上がった。

　その目がまだ死んでいないことを察して、バベットは舌打ちをする。

「イライラするんだよ！　あんたらアードラーは！　五百年の間、帝国の拡大を見てきた！　すべてを我が手にとばかりに略奪してきた罪深き一族！　それがあんたらアードラーだ！　たまには略奪される側の気持ちを味わうんだね！」

「アードラーの略奪には……意味がある……」

「偽善者が！　略奪に何の意味がある！　大陸をあたしらエルフから奪った人間の中でも最も強欲な一族！　黄金の鷲わしを掲げてすべてを奪ってきたあんたらは人間の中でも最低の部類さ！」

　そう言ってバベットはボロボロのレオに近づき、その胸を貫こうとする。だが、レオは自分の剣でその細剣の軌道を逸そらす。しかしバベットの剣はレオの肩をかすっていく。

「ぐっ……！」

「往生際が悪い！　それもあんたらの特徴だったね！」

　そう言ってバベットは上段から細剣を振り下ろす。

　それをレオは受け止めるが、ボロボロの体ではそれが精いっぱいだった。

　徐々に刃がレオの首に迫る。

「遺言として教えてほしいねぇ。アードラーの略奪にどんな意味があるのか！」

　レオは答えずに集中する。

　明確な死の危機。それでもレオは慌てなかった。焦りは禁物。

　ゆっくりと息を吸い、レオは力を入れてバベットの細剣を押し返した。

「なに!?」

「お返しだ！」

　そう言ってレオはバベットを蹴り飛ばす。だが、それはバベットを軽く吹き飛ばしただけだった。レオが受けたダメージとは釣り合わない。

「小こ癪しやくだね……アードラーらしい醜さだよ」

「ああ、そうだ……僕らアードラーは醜い……それでも僕らは略奪を繰り返すんだ……」

　レオが幼い頃。略奪者と一族が呼ばれることに憤慨したことがあった。それを諭したのは皇太子ヴィルヘルムだった。

　幼いレオの頭に手を置いて、ヴィルヘルムは告げた。

『世界には大きく分けて二つの人がいる。奪われる人と奪う人だ。我々は奪う人。ゆえに略奪者と呼ばれる』

　何て言い草だとレオはさらに憤慨したが、ヴィルヘルムは笑みを浮かべてさらにレオの頭を撫なでた。

『そうだ。その怒りがアードラーの原点だ。悲劇が起きてから食い止めても涙は流れていく。それらをすべて止めるには奪う側に回るしかなかった。すべてを奪い、すべて我々の下に集める。それがアードラーの信条だ。上等なモノではない。褒められたモノでもない。それでも我々は略奪を繰り返す。一つの誓いを胸に宿して』

　レオはゆっくりと左手を胸にあてた。言葉は胸に残っている。

　それでも今まではどこか納得できていなかった。しかし今はしっかりとわかる。

「アードラーの略奪は宣誓だ……この手に掴つかんだすべては誰にも渡さない……あらゆるモノから守るという誓いがアードラーの略奪だ！　この地はその誓いの産物だ！　この帝国にお前たちの居場所はない！　血が絶え、誓いが消失するまで──アードラーは略奪したすべての守護者だ！」

　ゆっくりとレオが構える。

　すべてを一撃に掛ける構えだった。その目に危険を感じたバベットは危機感を持って腰を落とした。しかし、その足が少し後ろに下がっていた。

「なんだと……？　あたしが下がった……？　あんな小僧にビビったとでも!?」

　自分の本能が信じられずにバベットはレオに再度視線を向けた。

　するとレオの周りには光り輝く円が浮かんでいた。その円の正体をバベットは知っていた。

「まさか!?　あの状態で聖せい杖じようを使えるのか!?」

「我が声に応じよ！　神聖なる星の杖つえよ。聖天に君臨せし杖よ。色無き悲しき大地に色を授けたまえ！　授ける色は〝黄金〟!!」

　聖杖の効果は色を付加すること。使用者が選択した色によって効果は千差万別。

　その中で〝黄金〟は特殊な色だ。その特性は〝可能性〟。対象の潜在能力を引き出す。

　潜在能力がない者にはほぼ効果がないが、あえてレティシアはその色を選んだ。

　聖杖の使用には体力と精神力が必要になる。今のレティシアは疲弊し長時間は使えない。体力だけならどうにでもなるが、精神力だけはどうにもならない。

　だから最も爆発力のある色を選択するしかなかった。

　バベットという古強者を倒せるほどの爆発力。単純な強化では不可能。ゆえにレティシアはレオの潜在能力に賭けた。そしてそれは成功していた。

「誰だ……あんたは……？」

「帝国第八皇子……レオナルトだ」

「そんな馬鹿な話があるか……あれだけの力がありながら……まだ一端だったと？　本来なら規格外の連中と肩を並べられるとでもいう気か!?」

「アードラーは血も略奪してきた……強くなければ略奪できず、強くなければ守り切れない……この血がアードラーの決意の表れだ！」

　そう言ってレオはバベットがまったく反応できない速度で接近し、流れるような動作でバベットを斬り裂いた。

　胸から胴体にかけて斜めに斬られたバベットは口から血を吐くが、そんなバベットをレオは城外へと蹴り飛ばす。そして空中にいるバベットに向かって左手を向けた。

　すると上空に金色の円が浮かび上がり、そこから光が漏れ始めた。

　それは魔王の強化を受けたバベットにとっては最も相性の悪い魔法だった。

「ちくしょうめ……!!」

「──ホーリー・グリッター!!」

　詠唱を破棄し、魔法名のみでレオは最上級の聖魔法を発動させた。

　浄化の金光がバベットを飲み込み、その身を焼いていく。やがて金光が薄れ、残ったのは半身を焼かれたバベットだった。咄とつ嗟さに結界を張ったおかげで即死は免れたのだった。

　だがもはや死は目前だった。

　そのタイミングでレティシアはまた気を失った。聖杖の力に耐え切れなくなったのだ。

　当然、レオもそのタイミングで通常の状態へと戻る。

「くっ……」

「……まさかママごとの二人に負けるとはね……だけどただじゃいかない」

　そう言ってバベットは残る手を思いっきり上げた。

　それを合図として後ろに控えていた軍勢が動き出す。ポツポツと光が灯ともり始め、やがてそれは軍勢全体を覆った。すべてが魔法の光だ。

「今なら捕縛できるかもしれないけどね……あたしが死んだあとのことなんて関係ない……千を超える魔法さ……あたしと一緒に消えな！　道連れだよ！　アードラーの小僧!!」

　そう言ってバベットはニヤリと笑いながら腕を振り下ろした。

　レオはとっさに剣を構え、後ろで見ていた鷲獅子グリフオン騎士たちはレティシアをノワールの背に乗せようとする。

　だが間に合わない。城に向かって無数の魔法が向かってくる。城を破壊するには十分すぎる量だ。しかし、そのすべての魔法が城の手前で叩たたき落とされた。

　そしてレオの前で白いマントが翻った。

「なん、だと……？」

「──幾千、幾万だろうと撃ってきなさい。それで黄金の鷲を打ち落とせると思うなら馬鹿げた夢よ。この地には私たちがいるのだから」

「……勇者!!」

「その呼び方は古いわよ。今はアムスベルグ勇爵家──帝国の盾にして剣。帝国と皇族の守護者よ」

「またしても……！　許さない！　幾度立ちふさがれば気が済むの!?」

「幾度でもよ」

　そう言って突如現れたエルナはバベットの前に移動し、剣を上段に掲げる。

　すでに死は確定している。それでもエルナは剣に力を込めた。

「……化物め」

「お好きに呼びなさい。こちらも言いたいことがあるの。あなたたちのせいで──私の殿下が弟を殴る羽目になったわ……万死に値する。死んで償いなさい」

　そう言ってエルナは剣を振り下ろし、バベットは一瞬で消滅させられた。

　そしてエルナはゆっくりと視線を城壁に戻す。

「無事みたいね。レオ。よかったわ」

「エルナ……どうやって……？」

「聞かなくてもわかってるんじゃない？　アルが皇帝陛下たちを説得してくれたの。だから間に合えたわ」

[image: ]

　そう言ってエルナが微笑ほほえむ。

　そしてそんなエルナに続いて第三騎士隊やセバスたちも城へと到着したのだった。
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「セバス……そうか。兄さんは帝都の外に戦力を出しておきたかったんだね……」

「そのようですな。まぁレオナルト様が心配だったというのも多分にあるでしょうが」

　セバスはそう言ったあとに城を囲む軍勢を見つめた。指揮官は潰したものの、千を超える軍勢。しかも魔導師を中心としている。その破壊力は数倍の数の軍勢に匹敵する。

「さて、どうなさいますかな？」

「レオがやる気なら殲せん滅めつでもいいわよ？」

「隊長。煽あおるのはやめてください。付近には村や主要街道もあるんです。聖剣なんて使えませんよ？　聖剣なしであの数はさすがに骨が折れます」

　そう言ってマルクがエルナを制止する。目的であるレティシアとレオナルトの救助はできた。あとは撤退するだけ。そう常識的な判断をマルクは下していた。

　しかし。

「それでも──あの軍勢を放置はできない。ここで殲滅する」

「はい!?　で、殿下！　正気ですか!?　こっちは急いできたので十名ほどしかいないんですよ!?」

　先行するエルナを追うために第三騎士隊は二つに分かれていた。馬や食料をすべて捨てていくわけにもいかず、エルナを追ったのはマルクと五名。あとはセバスとジークだけだ。

　レオを含めても十名。およそ百倍の相手に挑むのは無謀すぎた。

「レオにしては好戦的ね？」

「付近に村がある以上、放置はできない。頭を失ったら無法者たちの集まりと化すからね。固まっているうちに片付ける」

「それはご立派ですが、戦力が足りません！」

「承知しているよ。けど援軍はたぶん君たちだけじゃない。そうだよね？　セバス」

「はい。リンフィア殿がヴィン殿の下へ伝令として向かっていました。今頃、ネルベ・リッターが近くまで来ている頃でしょう」

「なら派手に戦って居場所を教えればいい。まぁヴィンならそうじゃなくてもこの場に来るだろうけどね。この古城の場所を教えてくれたのはヴィンだし」

　そう言ってレオは深呼吸をして体に力を入れる。全力とは程遠い。今すぐにでも倒れられるなら倒れてしまいたい。そんな欲求が頭を駆け巡る。

　それでもレオは体に力を入れた。退くことは簡単で、常識的でもある。

　わざわざ戦わずともネルベ・リッターと合流してから討伐という流れでもいい。

　しかし、それでは〝その後〟に差し支える。

「あの軍勢は僕らにとって邪魔だ。帝国国内であの軍勢がいる内は僕らは好きに動けない。ここで逃せば、あの軍勢を追いかけることになる。それではいけないんだ」

「それの何がいけないんです？　殿下」

「セバスは兄さんの切り札だ。それを送り出したってことは兄さんは今、無防備だ。あえて晒さらして引き付ける。兄さんが得意な手だよ。きっと……帝都で裏切り者を炙あぶり出す気だ。そして僕らに期待しているのはその帝都の裏切り者を外から討つこと。僕らは兄さんの遊撃隊。駒として浮くために目の前の軍勢は邪魔なんだ。少数で突撃し、足を止める。斬って斬って斬りまくれ。ここであの軍勢は殲滅する！」

　そう言ってレオは剣を高く掲げた。その姿を見てマルクはいつぞやのアルの言葉を思い出した。アルバトロ公国の港で、周りの制止を振り切って入港を決めたとき。マルクはアルに対してレオにはできない決断だと言った。

　それに対してアルはこう言った。

「俺の弟だ。俺にできてあいつにできないことなんて何一つとしてない……か」

「どうした？　騎士マルク。まだ不満があるかな？」

「いえ……お供します」

　あの日のアルの姿に今のレオの姿が重なった。無理で無む茶ちやな行動だが、そこにちゃんと勝算を持ってくる。アルが演じた理想の弟。あの時点ではあくまで理想だった。しかし、それが今のレオには重なる。

　なるほど、とつぶやき、マルクは剣を抜いた。

「末恐ろしいですな。あなた方は。子供の頃はこんな無茶な皇子たちになるとは思いもよりませんでしたよ」

「付き合わせて悪いね。けどあなたは兄さんの命を一度救ってる。ずるいじゃないか。僕も救ってほしいね」

「兄を救った恩人にありがとうではなくて、ずるいと来ましたか。できれば皇子の危機なんて二度も直面したくはなかったんですがね」

　そう言いながらマルクはポキポキと肩を鳴らす。

　ぼやきながらその目は軍勢に鋭く向けられていた。ほかの近この衛え騎士も同様だった。

　それを見てレオは一つ頷うなずき、セバスとジークに視線を移す。

「手伝ってくれるかい？」

「もちろんでございます」

「俺はそんなに安くないぜ。ここに来るまででヘトヘトだからな。もう一働きしてほしいなら、お願いします、ジーク様と頭を下げてだなぁ」

「あんたはセバスの肩に乗っかってただけでしょ。今こそ働きなさい。嫌ならあそこに囮おとりとして放り投げるわよ？」

「ふっ……仕方ねぇな。俺も漢おとこだ。真の漢は真の漢の頼みは断らねぇ。引き受けた！」

　そう言ってジークは足を震わせながら槍やりを突き上げる。そんなジークの様子にレオは苦笑する。

「ジークは面白いなぁ。僕は好きだよ。君のそういうところ」

「よせやい。男に好きと言われて喜ぶ趣味はねぇ。まぁ少しは成長したみたいだしな。手を貸してやるよ」

「成長？　僕が？」

「自覚はねぇか？　んじゃ覚えておけ。男は守るモノが明確になると強くなるんだ。一ひと皮かわ剥むけた面してるよ、今のお前さんは」

　ジークの言葉にレオは少し驚いたように目を見開き、そのままセバスに視線を向ける。

　セバスはいつもと変わらず落ち着いた様子で告げる。

「そうですな。少しお変わりになられたかと」

「そうかな……？　どう変わったと思う？」

「どう変わったか、ですか。難しいですな。まぁ簡単に言うなら良くも悪くもアルノルト様に少し似てきましたな。これを褒め言葉として取るかどうかは人によりますが」

　そう言ったセバスはフッと笑う。その瞬間、敵の軍勢が再度魔法を放ってきた。

　エルナが前に出てほとんどを打ち落とし、そのまま敵に突撃していく。

　後から続くレオたちも残る魔法を撃ち落としながら前に出た。そんな中でレオはセバスに視線を向ける。

「今の言葉は本当かい？」

「ええ、私が言うので間違いないでしょう。しかし、嬉うれしそうですな？」

「もちろん。僕にとってはそれは最高の褒め言葉だからね」

「相変わらず変わっておりますなぁ」

「そうかもね。僕はきっと変わり者なんだと思う。だからみんなの助けが必要なんだ。背中を任せても？」

「お任せくださいませ」

　そう言ってレオたちはエルナに続いて敵の軍勢に突撃したのだった。
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　千の軍勢に対して十人ほどで突撃してくる。

　指揮官を失った軍勢にとって、それは不可解極まりない行動だった。

　しかし突っ込んでくるなら迎撃するまで。彼らはレオたちを迎え撃った。

　しかしその防衛線は見事に食い破られた。

「はぁぁぁぁぁぁっっ!!」

　先頭のエルナは目の前の相手を一気に斬り伏せていく。そこに技巧はない。技を使うまでもなくただ素早く斬るだけで相手の首が飛んでいくからだ。

　その後ろからはレオが近衛騎士たちと共に続く。エルナほどではなくても、強者である彼らに対して敵は恐れおののく。近づけば首が飛ぶのだ。相手が少数であるからこそ、腰が引けていた。いずれ消耗するのは目に見えている。元気なうちに相手をするのは貧乏くじもいいところだった。

　そんな譲り合いが発生していたため、レオたちはさらに暴れることができた。弱腰の相手などレオたちの敵ではないからだ。

「ジーク。エルナの援護にいけるかい？」

「必要ねぇと思うんだが？　竜のほうがまだ大人しいぞ？」

「頼むよ」

「仕方ねぇな。んじゃ爺じいさん。ちょっと頼むわ」

「いいでしょう。では良い旅を」

　そう言ってセバスは落ちていた槍を持ち、その槍の上にジークが着地する。

　そしてセバスは思いっきり槍を振り回し、ジークをエルナのほうに飛ばした。

　身軽さを利用して空に浮いたジークは、微調整をしながらエルナの近くで弓を構えていた敵兵の顔を蹴り飛ばすようにして着地した。

「おっと、悪いな。着地しやすそうな顔だったんで」

「熊!?」

「なんなんだ!?　こいつらは！」

「愛らしいだろ？　子供に大人気だぞ、俺は。なにせ可愛かわいいだけじゃなくて強いからな」

　そう言ってジークは槍を振り回して、エルナを遠目から狙おうとしていた一団を吹き飛ばす。

　そのままジークは敵兵の頭をポンポンと足場にしながらエルナの下へと向かった。もちろん足場になった敵兵はすれ違いざまにジークの槍の餌食になっている。

　そして走るエルナの下へたどり着いたジークはエルナの肩へ着地した。

「ふー……一仕事したぜ」

「邪魔よ。降りなさい」

「おいおい、ひでーな。助けてやったんだぜ？　疲れた俺に対してもうちょっと労ねぎらいはねぇのかよ？」

「助けてなんて言ってないわよ」

「へいへい。しかし可愛かわいげないとモテねーぞ？　胸に色気がないんだからもうちょっと可愛げをだな」

　そう言ってジークが肩からのぞき込むようにしてエルナの胸元を覗のぞく。

　その瞬間、エルナの手がジークの頭を掴つかみ、宙に放り投げていた。

「邪魔だって……」

「うわぁぁぁぁ!?!?　待て待て!!」

「言ってるでしょ！」

　エルナは怒りを込めながら剣の腹の部分で宙に浮いたジークを吹き飛ばした。

　味方が誰もいない場所に吹き飛ばされたジークは悲鳴をあげながら敵兵に衝突した。

「あああああああ!?!?　痛い!?」

　敵兵の頭にぶつかり、その後はいろんな敵兵にぶつかったあと、地面を滑っていく。

　そしてジークは怒った様子で叫んだ。

「あの女！　本当のことだからってキレやがって！　俺の毛並みが台無しじゃねぇか！　泥だらけだ……これじゃ城に入れねぇじゃねぇか」

　自分の体を見ながらジークはぶつくさとつぶやく。そんなジークの周りを敵兵が囲む。

　それに気づいたジークは周りの敵兵を睨にらみつけながらつぶやく。

「なんだ？　やろうってのか？　愛らしい俺様なら勝てると思ってんのか!?」

　そう言ってジークは近くにあるはずの槍を探す。しかし吹き飛ばされる前に持っていたはずの槍が傍そばにはなかった。空中で手放したのだと察し、ジークは冷や汗をかく。

　さすがのジークも熊の状態で無手は厳しい。

「……ちょっと待ってろ。探してくる」

「待つわけねぇだろうが!!」

　そう言って敵兵がジークに襲い掛かろうとするが、一人が飛んできた槍によって串刺しにされた。その槍はジークの槍だった。

「おお!?　愛いとしき俺の槍！」

「そう思うなら戦場で手放さないことですね」

　そう言って冷たい声がその場に響く。

　そして眠りへと誘う不思議な音色がその場に流れ始めた。その音の範囲にいた敵兵たちはその音色によって眠気を覚え始めてしまった。そして一瞬、意識を切った瞬間。

　彼らの首はすべて飛んでいた。

「まったく。世話が焼けますね」

「……グー」

「起きなさい」

「痛い!?　酷ひどいぜ！　リンフィア嬢！　今、ハーレムの中にいたのに!?」

「そのまま覚まさないほうがよかったかもしれませんね」

　そう言ってリンフィアは槍の柄部分で叩たたいたことを後悔した。

　ぞっとするほど冷たい声で言われたジークは、冷や汗をかきながら話題を変える。

「ど、どうしてここにいるのかな？」

「そう言えばそうですね。お見事な読みでした。さすがはヴィンフリート殿です」

「別に大したことはない。レオならオレの話を覚えていると思っただけだ」

　そう言ってリンフィアの後ろから現れたのはヴィンだった。その傍にはネルベ・リッターの団長であるラースもいた。いきなりの援軍に敵兵たちが後ずさる。

「我々は突撃ということでよろしいかな？　軍師殿」

「ああ、頼む」

「おいおい、追い詰めると逃げられちまうぞ！　皇子の命令は殲せん滅めつなんだが!?」

「心配ない。もう半包囲はできてる」

　そう言うとヴィンは右手を振る。それに合わせてラースが部下たちを率いて突撃していく。

　その現象はそこだけのモノではなかった。あちこちから部隊が突撃していき、敵の軍勢を半円状に包囲していく。

　逃げ道は城のほうしかないが、城のほうからエルナたちが押し寄せてきており、敵の軍勢は一気に逃げ道を失った。そして烏う合ごうの衆と化した敵を逃がさないために、ヴィンは手早く伝令を出して包囲を完全に閉じる。

　エルナたちと共に閉じ込められた敵は猛獣の餌のようにただ蹂じゆう躙りんされるしかなかった。
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「やぁヴィン。助かったよ」

「次はないぞ？　次から無茶をするなら事前に言っておけ。報告を聞いたときは意識が飛びそうになった」

　ヴィンは不機嫌そうな表情と口調でそう告げる。敵は完全に殲滅され、レオたちは古城へと戻っていた。主要な人物たちが古城に集まる中、レティシアが目を覚ました。

「レティシア様！　お気づきですか!?」

「……勝ったのですね……？」

「あなたのおかげです。レティシア」

「いえ……ご迷惑をかけたのは私ですから……本当に申し訳ありません。すべて私の責任です」

　そう言ってレティシアは集まった面々に頭を下げた。それに対してレオは首を横に振る。

「聞きたい言葉はそんな謝罪ではないんです。レティシア」

「……そうですね。ありがとうございます。レオ、そして帝国の騎士方。命を助けていただきました。ありがとうございます」

　そう言ってレティシアはお礼を言い、それに続いて鷲獅子グリフオン騎士たちも深く頭を下げた。

　それを見たあとレオは笑みを深めながらレティシアの傍に寄る。

「これですべて解決といえたら簡単なんですが……そういうわけにもいきません。きっとこれから帝国は大混乱に陥るでしょう」

「レオ……」

「あなたは王国の人間だ。このまま帝都に向かわずに王国に向かう道もあります。選択は任せます。ただ僕はあなたに帝都に来てほしい。僕と共に」

　そう言ってレオはレティシアの手を握った。

　聖女として王国の問題を解決するという選択がレティシアには残っていた。

　帝国と王国がぶつかり合う前に、王国内で問題をすべて抑えることもできるかもしれない。

　だがそうなれば王国を二つに割ることになる。このピリついた国際情勢の中では代理戦争の舞台にされかねない。結局、聖女という存在はすでに生きていても死んでいても火種なのだ。

　そして物好きなことにその火種を引き取りたいという少年がいる。

　レティシアは少し黙ったあとに静かに告げた。

「──はい。私はあなたのお傍にいます。迷惑な女ですが、そこはお許しください」

「ご安心を。その迷惑も含めて奪ったのですから」

　そう言ってレオはニコリと笑った。

　二人が見つめ合う。そんな中で空気を読まずに発言する者がいた。

「じゃあ帝都に向かうということでいいな？　おそらくだがここは完全に陽動だぞ」

「信じらんない……空気を読むってことができないの？　ヴィン」

「空気は読むものじゃなくて吸うものだ」

「あっそ。きっとあなたの前世って空気を必要としない奇特な生物だったのね。だからあのタイミングで喋しやべることができるんだわ……」

「言ってろ。オレは軍師なんでな。次の戦略を立てるのが仕事だ。そして次の問題は帝都だ」

「うん……わかってる。帝都は手薄になった。有事の際には僕らは自由に動ける貴重な勢力だ。だから今すぐ帝都に戻ろう。残る近この衛え騎士隊も加えてね。きっと兄さんが待ってる」

「そうね。アルの周りには誰もいないもの」

「どうかな？　兄さんがフィーネさんの護衛を用意していないとは思えないけど？　どうなの？　セバス」

「まぁ心当たりはありますな。とはいえ帝都内で動かせる戦力はごくわずか。アルノルト様にできることは少ないでしょう」

　そうセバスが告げるとレオは頷うなずく。少ない戦力を上手うまく使うというのはアルの得意とすることでもある。しかし、それで相手を倒すことはできない。

　止とどめは誰かが刺さなければいけない。

「帝都へ向かう！　準備を！」

　そうレオは号令をかけたのだった。
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　レティシアが拉致された翌日の夕方。

　買い物を終えたミアはメイド服に身を包んでいた。

「もうちょっと動きやすい服がよかったですわ……」

「それでも動きやすいように設計されているんだがな」

「まぁ文句を言っても仕方ありませんですわ。これで頑張りますですわ」

「ああ、頑張ってくれ。ついでに言葉遣いも学べ」

「言葉遣い……？」

　何のことかわからないって表情のミアに俺はため息を吐つく。

　いまだに自分の喋り方が淑女の喋り方だと信じているらしいな。

「フィーネは君みたいな喋り方はしない」

「そんなはずありませんですわ！　きっとですわ口調ですわ！」

「ややこしいな……まぁ会ってみるといいさ」

　そう俺が言うとミアは楽しみですわとつぶやく。

　ショックを受けないといいんだが、お爺じいさんをだいぶ信用しているみたいだし。

　そんなことを思いつつ、俺は自分の部屋の扉を開ける。すると中ではフィーネが待っていた。

「お帰りなさいませ。アル様」

「ああ、ただいま」

「あわわわわ……!!　本物ですわ！　綺き麗れいすぎて神々しいですわ!?　眩まぶしくて直視できませんですわ！」

「一応言っておくが、身分だと俺のほうが上なんだが？」

「皇子はあれですわ。覇気がありませんから、あー!?　痛いですわ！　耳を引っ張らないでくださいですわ！」

　どうも馬鹿にされている気がしたので、俺はミアの耳を引っ張る。

　これからメイドとして城にいるわけだしな。上下関係は叩たたき込まなければ。

「よく覚えておけ。今はメイドなんだから嘘うそでも相手の喜びそうなことを言え」

「わ、わかりましたですわ……背が高いですわね」

「それで褒めてるつもりか？」

「私より幾分か高いですわ！　嘘じゃないですわ！」

　また耳を引っ張ろうとしたら、ミアがヒョイっと距離を取る。俺とミアの背はあまり変わらない。そんな相手に背が高いと言われても嫌いや味みにしか聞こえない。

　まったく、これじゃ一発で普通のメイドじゃないってバレるぞ。

　そんな風に思っていると、後ろでフィーネがクスクスと笑い始めた。

「そんなにおかしいか？」

「ええ、とても。初めまして、フィーネ・フォン・クライネルトと申します。よろしければお名前を伺ってもよろしいですか？」

「……で」

「で？」

「ですわじゃありませんですわ!?!?!?!?」

　ガーンとショックを受けるミアは、口から魂が抜けていくのではないかと思うほど放心状態になった。

　あーあ、やっぱりショックを受けたか。まぁ自分が信じてきたモノが崩れたわけだしな。

「な、なにか気に障ることをしてしまったのでしょうか……!?」

「いや、勘違いに気づかされただけだ」

「勘違い？」

「淑女はですわをつけて話すとお爺さんに教えられたらしい」

「ですわですか……私は使いませんね」

「ガーン……！」

　追い打ちをかけられたミアはその場にくずおれてしまった。

　そして打ちひしがれた様子でつぶやく。

「し、真の淑女の喋り方と言ったのに……お爺様の嘘つきーですわ！」

「まぁ勘違いは誰にでもあるしな。これを機に直してみろ」

「え？　直してしまうんですか？　とても可愛かわいらしい喋り方だと思うのですが……残念です」

「可愛らしい？　聞きにくくないか？」

「そうですか？　私は気になりませんけど？」

　そう言ってフィーネはニッコリと笑う。機嫌を取ろうとしているわけではない。本当にそう思っているといった様子だ。さすがフィーネというべきか。

　そんなフィーネの言葉を聞き、ミアが立ち上がる。

　そしてフィーネの前まで行き、膝をついてからフィーネの手を握った。

「私の名前はミア！　一生ついていきますですわ！　フィーネ様！」

「一生は大げさですけれど、どうぞよろしくお願いします。ミアさん」

「はい！　私の弓で必ずお守りしますですわ！」

　さっきその弓と武は俺に捧ささげられたはずだが、どうも短時間で忠誠の対象が変わったらしい。

　まぁどうせフィーネの傍そばにいてもらうわけだし、いいか。

　忠誠がどこにあろうと働いてくれるなら別にいい。

「というわけで、今日からミアが君の護衛だ。フィーネ」

「はい。ありがとうございます。ですが……アル様の護衛はどうされるんです？」

「まぁいろいろ考えるさ。とりあえず君の安全だけは確保しないとならないんでな。ミア、フィーネからは極力離れるな。最悪の場合、まだ城にダークエルフが残ってる可能性すらある」

　さすがに低い確率ではある。ダークエルフは五百年前の魔王との大戦に参加した種族だ。そして力は遺伝しない。つまり今いるのは当時の生き残りであり、その危険性から各国と冒険者ギルドからは指名手配されていた。

　つまり数が少ないのだ。今回、投入された数はダークエルフからすればかなり多いと言えるだろう。さらに城の内部に仕込むというのは考えづらい。

　だが警戒はすべきでもある。なにせ一度出し抜かれているからな。

「了解ですわ！」

「フィーネ。上手くミアを使ってやってくれ」

「どういう意味ですの!?」

「そのままだ。今回は遠くからドーンってわけにはいかない。頭が必要だ」

「私もその方面はあまり自信がないんですが……」

　シュンとフィーネが小さくなる。まぁセバスとかリンフィアと比べると不安だらけではあるが、それはつまり警戒が薄いということにも繋つながる。
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　今、大事なのはそういうところだ。

「なんとかそこはフォローする」

　そう俺が言ったとき、部屋の扉がノックされた。

　俺が返事をすると扉が開く。そこにいたのはアロイスだった。

「アルノルト殿下。お呼びと聞き参上いたしました」

「ああ、悪いな。アロイス」

　アロイスはずっと城に留とどまり、いろんな人に師事していた。

　その成果は出ているらしく、近衛騎士の一人がアロイスの剣技を褒めていた。子供とは思えないほど冷静な剣技だとか。

「失礼します。お久しぶりです。フィーネ様、それと……」

「ミアと申しますですわ。帝国軍一万を退けたゲルスの英雄にお会いできて光栄ですわ」

「よしてください。僕は何もしてませんから。ただ、その風評に恥じないように頑張っているつもりではありますが……その努力の成果をお役立てする機会ですか？　アルノルト殿下」

「まぁそんなところだな。申し訳ないが信用できる奴やつが少なくてな。今の城は魔境だ。裏で誰と誰が手を組んでいるのかまったくわからん。予想できる者もいるが、予想できない者もきっと敵にいる」

「敵ですか……それは帝位争いの敵という意味ですか？」

　アロイスが確認といった様子で問いかけてくる。アロイスは馬鹿じゃない。きっとわかっているんだろう。しかし俺の口から言わせて確かめたいと思ったんだ。

「違う。帝国の敵だ。聖女が拉致された時点で城の中に裏切り者がいるのは簡単に予想できる。そして悔しいがそいつらを完全に特定することはできていないし、証拠もない。きっと俺たちは後手に回らされる」

「そのために備えると？」

「ああ、そうだ。俺が動かせる範囲で完全に信用できるのはこの場にいる者だけだ。もちろん城の外や俺では動かせない人物の中には信用できる者もいるが、事前に備えられるのはこの場の者だけになる」

　レオの側近たちも信用という点ではできるだろうが、俺に完全に従うかは怪しい。彼らのトップはレオであり、多くの者が俺を疎ましく思っているからな。

　唯一の例外はマリーだが、今、マリーは母上の下にいる。

　そうなると個人的に信用でき、かつ自由に動かせるのはこの場にいる者だけだ。

「光栄です。殿下が僕を信用してくれたのは我がジンメル伯爵家の誇りとなりましょう」

「そんなもんを誇りにしないでも、もっと大きな誇りをお前はいずれ掴つかむさ。そのためにも帝国を傾けるわけにはいかない。父上の傍には宰相がおり、帝国には有能な臣下が多数いる。しかし彼らにも手が届かない場所が出てくる」

　立場に縛られず、比較的自由に行動できる者が必要だ。

　そういう立場の人間がいない以上、俺がそれをやるしかない。

「まぁ結局、いつもどおりのことをするってことなんだがな」

「確かにそうですね。アル様がいつもやっていることをこの場の皆さんと一緒にやる。そういうことですね？」

「そういうことだ。悪いが働いてもらうぞ。人手不足なんでな」

　そう俺が告げるとフィーネとアロイスが同時に頷うなずいた。

　しかしミアだけが首を傾かしげていた。

「あの～……いつもやっていることっていうのは何なんでしょうかですわ？」

　そのミアの質問に俺は苦笑する。たしかにミアにはわからんか。見てはいても説明はしていないからな。だから俺はニヤリと笑って告げた。

「──暗躍さ」

　俺の言葉を聞き、ミアはああなるほどといった表情を浮かべる。

　祭りは明日が最終日。動くなら明日だろうか。それとも要人が帰るタイミングだろうか。

　まぁどうであれ、裏から阻止するまでだ。

　国を裏切って好き勝手やれると思うなよ？　その報いは必ず受けさせてやる。

　そう決意しながら俺は今後のことを話し始めたのだった。
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　帝剣城のとある一室。そこでゴードンとザンドラが顔を合わせていた。本来ならば、軟禁中のザンドラに会うのは至難の業だが、今は聖女の拉致によって容易に顔合わせができた。

「予定通りね」

「予定通りではない。レオナルトとアルノルトの余計な行動で、計画にずれが生じている」

　ゴードンは忌々しそうに吐き捨てる。そんなゴードンを見て、ザンドラは笑った。

「結果的に近この衛え騎士隊が合計五部隊、帝都の外に出たわ。鷲獅子グリフオン騎士や、レオナルトの手勢も。十分だと思わない？」

「本来ならば宰相が気づき、近衛騎士隊がもっと広範囲かつ大規模に調査をする予定だった！　だが、奴らはカラクリに早々に気づき、追跡を開始した！　おかげで増援として三部隊しか外には出ていない！　国境に二部隊派遣されたとはいえ、本来なら半分以上が出払う予定だった！　忌々しい！」

「王国への弁明のために、全力で犯人を捜しているアピールが必要だものね。だけど、レオナルトは素早く動いた。ダークエルフたちが逃げた方向も正確に捉えているし、本当に助けてしまうかもしれないわね。けど予定が狂ったからといって、計画を変える気はないのでしょう？」

「もちろんだ。勇爵とエルナは帝都の外だ。今ほど帝都が無防備なことはない。明日、式典の最終日に仕掛けるぞ」

　ゴードンは高揚する自分をなんとか押さえつけていた。これまで、帝位候補者たちは互いに小競り合いを演じてきた。そういう戦いではエリクが勝つ。だからこそ、ゴードンは自分が輝く場を求めていた。

　そしてその場がやってきた。

「私もようやくここを出られるわ」

「出るのは構わんが、勝手な動きは許さん」

「あら？　私に命令する気？　今回の一連の動きをお膳立てしたのは、王国よ？　そして王国は私に協力しているの」

「調子に乗るな。帝国内で動くのは俺と俺の部下、そして連合王国だ」

　ザンドラを支援する王国と、ゴードンを支援する連合王国。どの国も帝国に弱体化してもらいたいからこそ、二人に手を貸している。計画が成功すれば帝国は混乱期を迎える。

　今は手を結んでいる二人もぶつかり合うことだろう。それは互いに承知の上。

　それでも手を結んだのだ。現状打破のために。

「帝都の制圧に合わせて、各国境に圧力がかかる。連合王国と藩国、そして王国。三か国による国境攻撃だ。国境守備隊は動けん」

「リーゼロッテはどうするつもり？」

「東部を動いていないのは確認済みだ。皇国が動く可能性を考慮して、奴は東部国境を離れられん。皇国も少し役に立つということだな」

「動くかもしれないというだけで、大駒を縛り付けられるものね。南部はいまだに復興中。四方の国境守備軍は動けず、十分な戦力を抱える貴族たちも帝都の現状を知らない。父上を助ける軍はどこにもないわね」

「当たり前だ。そうなるように計画したのだからな。俺は父上の下へ行く。城の制圧は貴様の仕事だ。抜かるなよ？」

「誰にモノを言っているのかしら？　幼い頃から過ごした城よ。制圧するなんてわけないわ」

　そう言ってザンドラは笑い、ゴードンは深く息を吐く。

　暗く、深い陰謀が帝都を包もうとしていたのだった……。
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